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　第一章　七不思議スタンプラリー









　ああ、もう、こんな日に限って！　塚つか原はら鈴すず音ねは心の中で思いっきり叫び声を上げた。朝のラッシュが始まった大阪メトロ、ぎゅうぎゅう詰めの車輛の中は充満する人いきれのせいでサウナのようだ。まだゴールデンウイークが明けたばかりだというのにこの暑さとは、と鈴音は溜め息を奥歯ですり潰す。

　こんな目に遭うのが嫌だったから、春の入学以来、鈴音は授業が始まるよりもずっと早い時間に大学に着くように家を出ていた。それが、よりによって今日という日にアラームの設定ミスで寝坊をしてしまうなんて。押し殺しきれなかった溜め息が、今度こそ鈴音の唇から漏れ出いでる。

　今日という日──大学祭実行委員会、七不思議班の活動初日。

　とはいえ別に朝イチから特別な予定が入っているわけではなく、いつもどおり夕方までは授業がみっちり詰まっていて、そのあとに学生会館で打ち合わせがあるというだけなのだが、自分が言い出しっぺのこの企画の初めの第一歩となれば、思い入れもひとしおだ。そんな特別な日の朝に電車にすし詰めになってしまって、鈴音はすっかり凹んでいた。

　他の路線と連絡のある駅でごそっと人が降り、ようやくスマホを見る余裕が手に入る。ＳＮＳのタイムラインをつらつらと眺めているうちに、ハッと気がつけば目的の駅だ。ラッシュの区間はあんなにも長く感じられるのに、と納得のいかない気持ちを噛みしめながら、鈴音はホームに降り立った。

　階段へ向かって歩き始めたものの、違和感を覚えて鈴音はすぐに足を止めた。胸をせり上がってくる嫌な予感を必死で呑みくだし、おそるおそる自分の後頭部を触ってみる。鈴音が「まさか」と危惧したとおり、そこにあったはずの髪留めが無くなってしまっていた。

「そんなぁ」

　嘘であってほしい、ともう一度頭を手で探るが、指先に触れるのは髪を束ねているヘアゴムのみで、それを隠していた髪留めはどこにも無い。髪の毛に引っかかっていないかと首を振ってみるが、ぱさりぱさりと髪先が肩を撫でるばかり。

　鈴音は愕然として両手をおろした。

　この髪留めは、鈴音が小学校四年生の時に木彫り職人の祖父が作ってくれたものだった。葉脈の一筋一筋まで丁寧に彫り込まれた木の葉の意匠。木の実のように見えるのは鈴音の名にちなんだ小さな鈴で、内側を削り出して作った木の玉がカラコロと音を立てる芸の細やかさだ。今は亡き祖父の形見でもあるお気に入りのこの髪留めを、鈴音はとても大切にしていた。髪留めをつけるために、髪を肩下の長さで維持キープしているぐらいである。貰った次の日に一度失くしかけたことがありはしたけれども、その反省をもとに、もう絶対に紛失するものかと気をつけてきた、はずだった、が。

　いったいどこで落としたんだろう。鈴音はきょろきょろと辺りを見まわした。人の流れが落ち着いたホームの上を、目を皿にして髪留めを探す。

　前に失くしかけた時は〈お兄ちゃん〉が一緒に探してくれたのに。在りし日の記憶が、知らず泣き言を連れてくる。あの時、髪留めがなくなっていることに気づいた鈴音が半べそをかいていた時、〈お兄ちゃん〉は髪留めを落としそうな場所を即座に特定し、見事見つけ出してくれた。鈴音と大して歳の違わない小学生が、冷静に状況を判断し助けてくれたのだ。

　翻ひるがえって、今や大学生となった自分がおろおろしていてどうするんだ。鈴音は我に返るなり深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。なんとしてでも髪留めを見つけ出すぞ、と腹の底に力を込めたその瞬間、背後から「あの、」と呼びかける声が聞こえた。

「もしかして、これ、落としました？」

　驚きとともに振り返れば、一人の男性──おそらく大学生──が目の前に立っていた。

　額にかかる癖のない髪の毛、すうっと通った鼻梁、涼しげな眉、そして穏やかで優しそうな瞳。その眼差しに怪訝な色が浮かぶのを認めた鈴音は、差し出された彼の手に慌てて視線を移した。そこにあったのは、紛うことなく──

「私の髪留め！」

　反射的に上げてしまった声に自分で驚いて、鈴音は「大声ですみません」と小さく付け加えた。

　男子学生は屈託ない様子でにっこりと微笑むと、鈴音に髪留めを手渡した。

「誰もいない座席の上に落ちていたので、駅員さんに届けようと思っていたんです。持ち主の方がいらっしゃって良かった」

「ありがとうございます！　無くなってることに今、気づいて、もうどうしようかと思っていました。助かりました。見つかって本当によかったです」

　喜びのあまり、鈴音の思考はすっかり空転してしまっていた。感謝の気持ちに言葉が追いつかないまま鈴音が必死にお礼を繰り返していると、彼が、つと鈴音の手元を指さしてきた。

「その髪留め……」

「ええ、これ、すごく大切なものだったんです。本当に嬉しいです……」

「あ、いや、それは良かった」

　祖父の形見だ、とまで告げると大袈裟に思われるかな、などと鈴音が考えている間に、彼はリュックタイプの鞄を背中に担ぎなおした。

「それじゃ」

「あっ、あの、ありがとうございました！」

　階段をのぼっていく男子学生の背中をしばしその場で見送って、鈴音は髪をくくり直した。髪留めを失くした衝撃から一転、浮かれた気分で「ちょっとカッコイイ人だったな」と今しがたの出会いを思い返してみる。同じ駅で降りたということは、もしかしたら同じ大学の人かも、などと思いを巡らせもする。

　拾ってもらった髪留めをしっかりとつけ、鈴音はいそいそと階段へと向かった。満員電車への不満もどこへやら、その足取りは軽く、今にもはなうたが零れんばかりの上機嫌さ。なにしろ鈴音は「親切なお兄ちゃん」という存在にめっきり弱かったのだ。まさに、小学四年のあの時以来。実は鈴音には年子の兄が一人いるのだが、不愛想を絵に描かいたような堅物で、頼りにはなれど鈴音のことを全然甘やかしてはくれなかった。窮地を助けてくれた優しい〈お兄ちゃん〉に夢を見てしまうのも仕方がないというものだろう。

　ふふふん、と自覚のないハミングを道連れに、鈴音は軽やかにステップを踏んだ。




　四コマ目が終了した午後四時過ぎ、鈴音は学生食堂のある学生会館へと向かった。ここの二階に大学祭実行委員会が使う会議室があるのだ。

　鈴音の通う大学では、さくら祭さいともみじ祭さいといって、春と秋の二回大学祭が行われる。新入生に向けての活動発表や歓迎会を兼ねて四月下旬に開催されるのがさくら祭で、より外部に向けて、より大々的に行われるのが十一月初頭のもみじ祭。そして鈴音が所属するのはもみじ祭のグループだった。

　もみじ祭では毎年キャンパス全体を使ったスタンプラリーが行われることになっていて、一回生の委員がそれを担当する。一般のお客さんに向けての学校案内も兼ねている、広い構内を参加者がそれぞれのペースで自由に散策できるという、地味だが人気の根強い企画である。クイズの答えを集めるものだったり、ヒントをもとにチェックポイントを探す謎解き風だったり、と歴代の担当委員が頭をひねって工夫してきた甲斐あって、毎年スタンプラリーに参加するついでに大学祭を覗きにくるという近所の人もいるらしい。

　入学式直前に開かれた生協主催の新歓イベントで、鈴音はこの大学にも七不思議というものが存在することを耳にした。興味を引かれた彼女は、スタンプラリー班に振り分けられた際にアイデアを問われて迷うことなく手を挙げた。七不思議に登場する場所をまわるスタンプラリーはどうだろう、と。

「七不思議って、子供にも興味を持ってもらえそうじゃないですか？　私が小学生の時も、妖怪とか怪談とか、アニメや小説でも大人気だったし」

　野外活動や修学旅行といった学校の宿泊行事でも、恋愛話コイバナと並び立つ人気を誇るのが怪談だ。そう考えると「七不思議」というネタは、ありきたりなチェックポイントよりも人を集めることができるかもしれない。かくして今年度のもみじ祭におけるスタンプラリーのテーマは、満場一致で決定したのだった。

　それが、さくら祭の翌日に開かれた委員会でのこと。それからゴールデンウイークまでの四日間、鈴音達「七不思議班」はそれぞれの所属する学部を中心に、大学七不思議について聞き込みをした。休みの間もスマホアプリのグループメッセージなどで情報を集め、そして連休が明けた今日、その結果を持ち寄って集計するのだ。

「サークルの先輩にも聞いてみたけど、皆ノリノリで話に乗ってくれてさ。やっぱいいアイデアだよな」

　会議室の窓際の一角に長机を二台、長辺同士を密着させて並べながら、農学部だったかの男子が笑顔を浮かべる。

「そうそう。むっちゃ食いついてくる奴とかいたもん」

　その横で派手に頷いているのが、鈴音と同じ文学部の男子だ。

　自己紹介の時に「人見知りするので」と言っていた経済学部の女子が、おそるおそるといった口調で「塚原さん、怪談とか好きなの？」と鈴音に訊いてきた。

「好きだよー。お化け屋敷とかホラーハウスとかも好き。竹たけ下したさんは？」

　そう、この嗜好についてもきっかけは小学四年の時まで遡る。前述の祖父の家に遊びに行った際に、遊園地のお化け屋敷に初めて入ったあの時から、鈴音は、この世ならざるものや不思議な現象が登場する物語が大好きなのだ。

「私は……少し苦手、かな。塚原さんは怖くないの？」

「グロすぎるものはちょっと遠慮したいけど、そうじゃなかったら平気」

「へー、塚原さん、幽霊とか好きなんだ」

　突然、茶髪の男子が鈴音と竹下との間に割って入ってきた。確か竹下と同じ経済学部の、委員会活動にとても積極的な人間だ。愛想もよく見た目も爽やかなイケメンで、先日のさくら祭では、テニスサークルの新歓イベントにてファンタジー映画に出てくる王子様みたいな仮装をさせられていた。鈴音はさくら祭で勧誘を受けて大学祭実行委員になったのだが、自分のすぐあとに入会申込書を提出する仮装姿の彼を見かけて以来、勝手に心の中で彼を「王子」という綽名で呼んでいる。

「純粋だなー。俺はそういうの信じないほうだから、逆に信じてる人に興味があるよ」

　彼の一つ前の発言と今の発言とで論点が微妙にずれているような気がして、鈴音はつい眉を寄せた。

「好きだけど、信じてるわけじゃないよ」

「信じてないのに好きなの？」

　王子が怪訝そうに問いかける。

　そんなにおかしなことだろうか、と鈴音は内心で小首をかしげた。

「だって、幽霊も怪奇現象も科学で説明がつくものが多いと思うし。そういう『実はこうだった』って謎解きも含めて面白くて好きだし、でもそれとは別に、広い世界のどこかで実際に不思議なことがおこるかもしれない、って夢を持つのも楽しいでしょ」

「ふぅん」

　あまり興味のなさそうな返事が王子から返ってくる。その隙すきにとばかりに竹下が、王子を迂回して鈴音の傍に戻ってきた。

「あ、塚原さん、髪留めがズレかけてるよ」

「え？　ありがとう！　これ、朝も外れちゃったんだよね。バネが弱くなってるのかなあ」

「古そうだよね。でも私もこういうアンティーク調のもの、すごく好き」

「塚原さんなら、こんなのじゃなくてもっとカワイイ感じのが似合うと思うな」

　またしても割り込んできた王子のことを、鈴音は思わず睨みつけそうになった。大切な祖父の形見を「こんなの」呼ばわりされて穏やかでいられるはずがない。そもそも他人の持ち物を悪く言うのは、失礼というものではないだろうか。胸中で文句を呟いたところで、ふと、脳裡にあの時のやりとりが蘇ってきた。

『へー、これ、手彫りだよね。凄いな。上手だな』

　記憶の中の〈お兄ちゃん〉の声は、九年の歳月を経ても鮮やかさを失わず、その優しい声音が鈴音の心に沁みとおる。

『似合う似合わないに関係なく、君が気に入ってるのならいいんじゃないの？』

　大学生の王子サマよりも小学生の〈お兄ちゃん〉のほうがどう考えても大人である。

　何故か「お気に入りの美容室」について語り出した王子を捨て置き、鈴音は意識を過去に彷徨さまよわせた。兄貴と同い年ぐらいかな、と思った憶えがあるから、〈お兄ちゃん〉ももう二十歳ぐらいだろう。どんな大人になっているのかな、と想像を巡らせた途端、今朝髪留めを拾ってくれた男子学生の笑みが眼裏まなうらに浮かび上がった。

　残像をしばし噛みしめてから、鈴音は小さく首を横に振った。忘れもしない、あの時の〈お兄ちゃん〉は眼鏡をかけていた。今朝の彼がコンタクト使用者なら話は別だが、歳月とともに視力が低下することはあっても、その逆はあまり考えられないだろう。

　手がかりはおおよその年齢と、九年も昔の外見のみ。この大阪府だけでも該当する人間は何百人といるに違いない。せめて名前ぐらいは訊いておくべきだった。そう鈴音は溜め息を吐き出した。




　木彫り職人の祖父の家に、鈴音が兄と一緒に遊びに行ったのは、小学四年生の夏休みのことだった。親の手を離れて子供だけでの初めてのお泊まりに浮かれる二人を、祖父母もまた全力で歓待してくれた。遊園地へ連れていってくれたのも、その一環だ。兄妹はフリーパスを手首に巻いて、上機嫌で園内を走りまわった。

　次はお化け屋敷だ、と兄に引っ張られて来たものの、いざ暗闇に足を踏み入れるや、鈴音は急に怖くなってしまった。兄の手を振り払い入り口に戻ろうとしたが、ほどなくどちらに進めばよいのか分からなくなり、諦めて兄のところに行こうとするも、鈴音の名を呼ぶ声はどんどん遠くなるばかり。そしてとうとう鈴音は闇の中で一人ぼっちになってしまっていた。

　恐ろしげな音楽や絹を裂くような悲鳴が、延々と辺りで渦を巻く。進むことも戻ることもできずに鈴音がべそをかいていた時だ。「どうしたの」と〈お兄ちゃん〉が声をかけてくれたのだ。

「お兄ちゃんが先に行っちゃった」と鈴音が言うと、彼は「じゃあ、一緒に追いかけよう」と言ってくれた。はぐれないように、と手も繋いでくれた。ぐいぐい引っ張るだけの兄とは違い、鈴音の様子を気遣いながら、闇に惑う鈴音のペースに合わせて進んでくれた。「ぼくが守ってあげるから、安心して」という言葉の、なんと頼もしかったことか。

　恐怖心から歩みが鈍る鈴音を励ますためでもあったのだろう、彼はお化け屋敷の「仕掛け」について丁寧に解説もしてくれた。「こうやってちょっと屈まなきゃ通れない所は、たぶんその先で上から何かが出てくるよ」「ああ、これは床をくぼませて低反発スポンジを埋めてあるんだ」「あそこの人魂は、たぶん非常誘導灯をカモフラージュしたものだね」「あそこにセンサーがあるな。進むのはちょっと待って、足だけ伸ばして反応を見てみよう」

　彼の予言通りに生首の模型が、天井のレールに沿って不自然なほど一直線に飛んでいった時には、鈴音は大喜びで模型を指さし見送った。彼の理路整然とした説明は、見事に鈴音の恐怖心を拭い去ってくれたのだ。

　優しいお兄ちゃんと手を繋いでの異界散歩に、鈴音はすっかり舞い上がっていた。出口の手前で、昨日祖父に貰ったばかりの髪留めがなくなっていることに気づくまで。

　再び泣きそうになった鈴音に彼は出口で待つように言い、間もなく髪留めを手に戻ってきてくれた。「思ったとおり、上からひらひらがおりてきたところに落ちていたよ」と少し得意げに。

「へー、これ、手彫りだよね。凄いな。上手だな」

　大好きな祖父のわざまえを褒められて、鈴音も満面の笑みで頷いた。

「おじいちゃんが作ってくれたんだよ！　わたしのために！」

　髪留めを斜めにしたりひっくり返したりしながら熱心に観察している彼の様子を見ているうちに、鈴音はふと、昨日の祖母の言葉を思い出した。「鈴音ちゃんには少し地味かもしれないけど、大人になったら似合うようになるわよ」との言葉を。

「大人用みたいで、変かな……？」

　少しばかり不安に思いながら、おずおずと尋ねてみると、彼は心底不思議そうに首をかしげた。

「別に、こういうのをつけるのにルールなんてないよね？」

「でも、子供には似合わない、とか……」

「似合う似合わないに関係なく、君が気に入ってるのならいいんじゃないの？」

「うん！」

「それに、ぼくはこういうデザイン好きだな。カッコイイじゃん」

　彼の柔らかな微笑みから、鈴音は目を離すことができなかった。しばしのち、そうだお礼を言わなきゃ、と気がついて、気合いを込めて大きく息を吸う。

「あの……、お兄ちゃん！」

　え、と目を真ん丸に見開く彼を、負けじと見つめ返し、鈴音は全身全霊で思いの丈を口にした。

「助けてくれて、道案内してくれてありがとう！　お兄ちゃんが色々教えてくれたおかげで、わたし、怖いのが平気になったよ。すごく楽しかった！　それと、髪留めを見つけてくれてありがとう！　あの、ええと、本当の本当に、ありがとう、お兄ちゃん！」

　先刻までの堂々とした様子とは対照的に、彼は恥ずかしそうにおろおろと辺りを見まわし始めた。

　と、そこへ、鈴音の兄──可愛い妹を暗闇の中に置き去りにした──とはいえ、手を振り払って勝手に逃げたのは鈴音なのだが──の声が聞こえてきた。

　振り返ると、いつになく憔悴しきった顔の兄が、お化け屋敷の出口で肩で息をしている。

「すまん、おれ、てっきり、お前が、先に行った、と思って……」

　どうやら鈴音を探してお化け屋敷をもう一周してきたようだ。

　お兄さんが来たようだね、とにっこり笑って、〈お兄ちゃん〉は「じゃあね」と鈴音に背を向けた。その後ろ姿が不意にぶれたかと思えば、カメラのピントが合うようにして今朝の男子学生の背中と重なる。

　ハッ、と鈴音が、大学生となった現在の鈴音が我に返ると同時に、「遅れてすみません！」という声が会議室に響き渡った。

「遅ぇぞ工学部」

「悪ぃ、授業が延長して」

　遅れていた工学部の二人が、ようやく到着したのだ。「それじゃあ、集計を開始しようか」との王子の音頭で、十名の班員が机の周りに集まった。




　なんとなくの流れで、王子が司会をすることになった。彼は、立案者の鈴音をホワイトボードの前に呼び、当然のように板書用のマーカーを手渡してきた。

　言い出しっぺである以上、なんらかの役目が自分に割り当てられるであろうことを鈴音は覚悟していた。ゆっくりと深呼吸をして、「では、まず、文学部で聞き取った結果からいきます」とホワイトボードに向かった。

　まずは一つ目。主役は、御影石で作られた直径一メートル強の球状のオブジェだ。『正門前のオブジェが夜中にゴロゴロ転がる』と鈴音が板書するなり、全員から同じくの声が上がった。

「あ、それ、俺も聞いた」

「私も」

「俺もだ」

「聞いた奴全員、真っ先にこれを言ってきたぞ」

「オブジェ大人気だな」

　皆の会話が一段落するのを待って、次の不思議を書いていく。

『構内の池に超巨大ウシガエルがいる』

「えー、なにそれ」

「人を襲うって聞いたぞー」

「マジかよ？」

「Ｂ級ホラー映画やん」

　鈴音が聞き込みで得られた不思議は、もう一つの『見つけられない迷子』を入れて三つだけだった。続いて工学部、理学部、と順番に発表していき、重複しているものやおそらく同じネタと思われるものを整理した結果──

「え、これじゃ、少なくない？」

　──結果、ホワイトボードには、上記三つと『真夜中の講義』『未来を映す大鏡』の合計五つの怪奇現象が並べられていた。

「『七不思議』って聞いたけど、『五不思議』だったのかな……」

　鈴音が思わず呟けば、王子が苦笑とともに首をかしげる。

「『五不思議』とかフツー言わなくね？」

「でも五つしかなかったら『七不思議』って言えないよ」

　そうだな、と誰かが鈴音の言葉に相槌を打つ。

「なんにせよ、チェックポイントの数が五つだと少なすぎないか？」

　理学部の一人が至極尤もっともな疑問を呈し、今度は全員が「そうだな……」と頷いた。

　どうしたものか、と皆が一様に難しい顔で黙りこくるのを見て、部屋の向こう隅でスマホをいじっていた上回生が、怪訝そうな表情でこちらに近づいてきた。

「なにかトラブル？」

「七不思議が五つしか揃わないんですよ」

　王子の返答に、上回生が「そりゃ困ったなぁ」と頭を掻く。ややあって、なにか思いついたような表情を浮かべて「そうだ」と大きくかぶりを振った。

「俺の知ってる奴で、一人、こういうのが得意そうなのがいるよ」

「こういう話が好きな人がいるんですか！」

　それは是が非でも協力を仰ぎたい。鈴音は夢中で上回生に話しかけていた。

「あー、いや、不思議とか怪奇現象とかに限った話ではなくて、なんていうのかな、雑学っていうか、学校で習わないようなことでもやたらめったらよく知ってる奴」

　まさに天の配剤、天の助け。前のめりで話を聞く鈴音を見て、上回生は満足げに言葉を継いだ。

「同じ工学部の奴なんだけど、たぶん、今なら部室にいるんじゃないかな」

「部室？」

　その人は部活動をしているのか。運動部だろうか文化系部だろうか、と想像を巡らせる鈴音に、上回生は勿体ぶった調子で口の端はを上げた。








　第二章　クラフト系サークル「工作研究部」









　鈴音が予想……いや期待したとおり、件くだんの物知り氏には立案者の鈴音自身が話を聞きに行くことになった。

「『工作研究部』かぁ。大学ってやっぱり変な部活があるんだな」

　同行を申し出た王子が、なにやら含みのある調子で先刻の上回生の言葉を振り返る。物知り氏が所属するのは、工作研究部という、趣味のクラフト系サークルをひとまとめにしたような部活とのことだった。

「大学生にもなって、工作、ねえ。小学校の図工の時間でもう充分じゃない？」

「でも、木工とか金工とか中高の技術の時間でもやったし、ハンドクラフトってフリマとかでも人気だし」

　工作研究部と聞いて「楽しそう」と思った鈴音としては、否定的な感想が王子の口から飛び出したことが心の底から意外だった。鈴音の反論を受け、王子は若干ばつが悪そうな表情で「まあ、確かに『工作』っていっても、役に立つやつもあるけれど」と言葉を濁す。

「塚原さん、文学部って言ってたけど、結構理屈っぽいね。学科は何なの？」

　今の会話になにか理屈が関係しただろうか。不思議に思いながらも、鈴音は素直に「地理学だよ」と答えた。

「へー、そうなんだ」

　ここから更に会話が深まるかと思いきや、王子は相槌を打ったあとは黙ったきりだ。仕方なく鈴音のほうから彼に話題を投げかける。

「……え、と、そっちは経済学部だよね。どういうことを勉強するの？」

　王子の名前を思い出すことができなくて、鈴音はひどく申し訳ない気分になった。初顔合わせの際にきちんと名前を控えておくべきだったのに、どうせメッセージアプリのアカウントを交換するのだから、と油断してメモを取らずに済ませてしまったのだ。まさかグループメッセージでの彼の挨拶が『どうもー☆　経済学部のはるはるでっす』で、いくら連休を挟んだといえ二週間経っても彼の苗字が分からないままになってしまうとは、その時の鈴音は想像もしていなかった。なんとか機会を捉えて名前を聞き直さなければ、と密かに決意を新たにする。

　一方、王子は、待ってましたとばかりに勢いよく鈴音のほうに身を乗り出してきた。

「そう。文系なのに野郎ばっかりの経済学部。今度、そっちとこっちで友達集めて一緒にカラオケでも行かない？」

　予想の斜め上をゆく話題転換に、申し訳なさが一息に吹き飛ばされてしまう。鈴音は思わず眉根を寄せた。

「え……、友達っていっても、まだそんなに……」

「そんなに堅苦しく構えなくていいんだって。遊んでるうちに友達になれるんだからさ」

「あー、えぇ、まあ……」

　と、その時、前方左手の植栽の陰から、小さな黒い影がスッと姿を現した。

「アッ、猫」

　反射的にそう口走ったものの、即座に鈴音はシマッタと首をすくめた。これではまるで、返事に困って話題を強引に逸らそうとしているみたいではないか、と。慌てて王子を振り返り「カラオケの件は、もうちょっと考えさせて」と応えておいて、再び猫に向き直る。

　鈴音の四メートルほど前に佇んでいるのは、毛並みも艶やかな黒猫だった。尻尾を油断なく宙に揺らめかせながら、宝石のようにきらきらと輝く丸い目を鈴音達のほうへ向けている。

　鈴音は猫を驚かさないよう、その場にそうっとしゃがみ込んだ。兄がアレルギーなため家で飼うことはできないが、鈴音は猫が大好きなのだ。いつか一人暮らしを始めたら絶対に猫を飼おうと考えていて、そのための予習は惜しまない。

　黒猫は身動き一つせず、じっと鈴音を見つめている。やがて「ニャーン」と静かな声でひと鳴きし、右手前方へと歩き始めた。

「道案内しているみたいだ」

　王子がそう言って指さした先、黒猫が消えた植え込みの向こうに目的地である文化部棟の入り口が見えた。




　年季の入った、見るからに頑丈そうな四階建てのこの建物には、文化系クラブの部室が集められている。鈴音達は委員の先輩に教えてもらったとおり、一階の廊下を突き当たりまで進んだ。左手の「工作研究部」と記されたドアの前で大きく深呼吸をすると、鈴音は腹に力を込めてノックした。

　間を置かず、女性の声が「どうぞ」と応答する。

　おずおずとドアをあけた鈴音は、予想外の眩しさに一瞬目を細めた。正面の窓から差し込む陽光が部屋中を満たしていたからだ。

　広さは、十畳あるかないかといったところだろうか。鈴音が立つ入り口のすぐ右手は壁になっていて、奥行きよりも横方向に長い部屋だった。

　なによりもまず目を引くのが、部屋の真ん中に据えられたダイニングテーブルのような大きな木の机だった。重厚感と安定感のある八人掛けサイズの立派なものだが、目の前の短辺に木製の万力バイスとそのハンドルがついている。どうやらこれはテーブルというよりも作業台なのだろう。天板に散乱する本や書類などの隙間から、工作物を固定するための留め棒バイスピンを差す穴も見える。

　部屋の壁は、大きなモニタのある左手奥を除いて全てがオープンラックで埋め尽くされていた。視線の高さを中心に本や漫画が並び、それよりも高い位置にはプラモデルの箱。その横に続く大小さまざまな大きさの段ボール箱には「端切れ」「紐」「綿」「毛糸」などと書かれたラベルが貼ってあった。下方の棚にはプラスチック製の箱やコンテナが並んでいて、木材や針金、電動工具や溶接機など重量のあるものが突っ込まれている。細かいパーツを分類して収納できる小抽斗ひきだしも棚のそこかしこに点在しており、まるで小さなホームセンターだ。

　部屋の様子にすっかり心を奪われていた鈴音の前に、扉の陰から眼鏡の女子学生がひょいと飛び出してきた。長い髪をふわりと揺らしながら、「ようこそ工作研究部へ。入部希望かい？」と訊いてくる。鈴音は慌てて「いえ、そういうわけでは」と両手を振った。

「あの、平ひら坂さか守まも琉るさん、という方はいらっしゃいますか？」

「平坂くん？　そのうち来ると思うけど。なんの用？」

　人懐っこい笑みに助けられて、鈴音の肩から力が少し抜けた。鈴音は、自分が大学祭実行委員であることを、もみじ祭で七不思議スタンプラリーをする計画があるということを説明した。

「ところが、七不思議と聞いていたのに不思議が五つしか見つからなくて、平坂さんならば詳しい話を知っているのではないかと聞いたので……」

「ふむ。確かに平坂くんならお役に立てるかもね。ここで待つかい？」

　そう言いながら、彼女は部屋の隅に積み重ねてあったスチール製の丸椅子を二つ、作業台の短辺脇に並べてくれる。鈴音は一も二もなく「ありがとうございます」と頭を下げた。

　眼鏡の女子学生は理学部の三回生で、工作研究部の部長ということだった。くりっとしていて表情豊かな目が印象的な、とても綺麗な人だった。脛まである、ストンとしたシルエットのシャツワンピースが、艶つややかな黒髪によく似合っている。彼女は「まぁ、楽にしてて」と言うと、窓と作業台との間に置かれたベンチに腰をかけた。

　鈴音が好奇心に勝てずにきょろきょろと部屋中を見まわしている横で、同じく丸椅子に座った王子が、やたら熱心に部長に話しかけている。彼女が愛想よく相槌を打ってくれることに気をよくしたか、やがて彼は、心持ち不遜にも見える態度で部長に微笑みかけた。

「意外だなー。工作研究部って、もっと、こう、一人で暗ーく作業しているイメージがあったから、話しづらい人ばかりかと思ってた」

「話しづらい？」

　部長の声に微かな引っかかりを感じて、鈴音は意識を二人の会話に向けた。

　王子は、周囲の棚を──とりわけロボットアニメのプラモデルが積んである一角を──見ながら、わざとらしいほどに肩をすくめた。

「全然話に乗ってこないっていうか、話にならないっていうか」

「そうかな？」

「そうですよ。子供の頃、近所にプラモ好きな奴がいたけど、なんかちょっと変わった奴だったな。話しかけても反応悪かったし、学校でもいつもボッチだったし」

　ふぅん、と部長が形の良い唇を尖らせた。それから、ついと口角を引き上げた。

「察するに、君は、自分のコミュニケーション能力に自信がある？」

「ええ、まあ、それなりに」

　得意そうに胸を張る王子に、部長がにっこりと笑いかけた。美人に笑顔を向けられて王子が照れた表情を見せる。しかし鈴音は、部長の目が少しも笑っていないことに気がついた。

「コミュニケーションが得意だという人間には、大きく二種類があると私は考えている。天賦の才で相手の反応を見極め的確な受け答えを選択できる、真しんにコミュニケーション能力が優れた人間と、いわゆるスタンダードな価値観をたまたま大勢と共有できているだけの人間だ」

　部長が言葉の刃やいばを抜いた。王子の表情はまだ変わらない。

「後者は、価値観が異なる人間とは上手くコミュニケーションをとることができないが、数の優位性でそれを切り捨てようとする。例えば、『あいつ、ちょっと変わってるよな』と」

　さしもの王子も、ようやく部長の言葉がなにを意味するか理解できたようだった。彼はポカンと半開きにした口を、一拍置いて真一文字に引き結んだ。

　今度こそ心底楽しそうな笑顔を浮かべた部長が、先刻王子が見ていた棚の一角を指さす。

「ちなみに、あのプラモデルは私のだよ」

　えっ、と小さな声を漏らして、王子はそのまま固まってしまった。

「さて、平坂くんが来るまでもう少しかかりそうだけど、どうする？　ここで待つかい？」

　問われた王子は、助かった、と言わんばかりの表情でそそくさと腰を上げた。

「実はこのあと用事があってあまりゆっくりできないので、今日のところはもう失礼します。塚原さん、行こう」

　不機嫌さを隠さない王子の呼びかけを、鈴音は真っ向からはたき落とした。

「私は待ちます」

「塚原さん!?」

「私は今日は特に予定が無いし。それにこの部屋、面白そうなものが沢山あるから、見ているだけでも楽しくて」

　王子が言葉も無くゆるゆると首を横に振るのを見て、鈴音は「価値観か」と胸の中で呟いた。残念ながら王子と鈴音は、工作というものに関してはそれを共有することができなかったというわけだ。

　掠れた声で「俺は、帰ります」と吐き出した王子は、鞄を肩にかけるのももどかしそうに部屋を出ていった。最後の最後に「失礼しました」とお辞儀をし、静かに丁寧に扉を閉めるのを見て、鈴音は彼のことを結構見直した。




　王子の足音が聞こえなくなったところで、部長が「やれやれ」と息をついた。

「悪い子じゃないんだろうなとは思うけど。ていうか、悪いというなら、厭味ったらしく喧嘩を吹っかけた私のほうが余程根性が悪いわけだけど」と、部長は大きな動作で足を組んで、その上に頬杖をついた。「他人を属性で分類するのは、まぁいいとして、違う価値観の人間をすごく自然ナチュラルに下に見てくれるのは……、正直に言って、ちょっとムッとしたんでね」

「すみません」

　鈴音が身をすくませるのを見て、部長が「君が謝ることじゃあないよ」と慰めを入れた。

「それに、ね。どう考えても、彼、平坂くんと相性最悪さいっあくだろうから、帰ってくれてよかったよ。あのままじゃ、たぶん、まともな会話なんてできやしなかったろうし……」

　思いもかけない部長の言葉に、鈴音はびっくりして目をしばたたかせた。

「え、喧嘩になるとか、そういう……」

「表向きは非常に平和だろうけどね。平坂くんはああいうタイプの人間には有用な情報なんて一言ひとっことも渡したくないだろうからね、見事な営業スマイルで適当にあしらって帰す未来が見えたよ」

　鈴音は思わず真顔になった。それはとても困る、と。

　気に食わない相手の頼み事は何一つとして叶えるつもりはない、とは、いったいどんな人間なんだろう。気難しい人だったらどうしよう、と今になって鈴音は緊張し始めた。初対面の鈴音が話を聞きにくるのではなく、彼のことを教えてくれた先輩にお願いするほうがよかったのかもしれない。鈴音がそう後悔しかけた時、扉の向こうで誰かが立ち止まる音がした。

　鈴音が息を詰めて見守る中、ドアノブがガチャリと回り、一人の男子学生が──なんと、今朝、駅で鈴音の髪留めを拾ってくれたあの男子学生が──姿を現した。

　驚きのあまり、鈴音はまばたきも忘れて男子学生をじっと見つめた。つい今しがたまで胸の内で渦巻いていた不安や心配が、全て吹き払われて頭の中が真っ白になる。

　男子学生もまた大きく目を見開き、扉を半開きにしたまま、左足を前に踏み込んだ状態のまま、微動だにせず鈴音を注視する。

「平坂くんにお客さんだよ。大祭実行委員で、君に教えてもらいたいことがあるんだって」

　部長の声で、鈴音はハッと我に返った。男子学生──平坂も、鈴音から視線を外して部屋の中へと入ってくる。

「あれ？　レイちゃんは一緒じゃなかったんだ」

「あいつは今日はバイトですよ」

　平坂は背負っていた鞄をおろすと、作業台の角を挟んだ鈴音の左、部長の正面にあたる廊下側のベンチに腰をかけた。心持ち深く息を吐いて、吸って、それから彼は鈴音に向かって「君は、今朝の」と切り出した。

　憶えていてくれた！　と気持ちが一気に舞い上がってしまった鈴音は、その勢いのままに「朝はありがとうございました！」と礼を言い、またもや自分の声の大きさに自分で驚いて身をすくめた。「す、すみません、びっくりしちゃって、つい声が大きく……」

「おや、知り合いだったのかい」

　なんでもないような部長の態度に幾分気持ちを救われながら、鈴音はおずおずと平坂の様子を窺った。

　平坂は、部長の問いに一瞬瞳を揺らしたものの、「あ、いえ、今朝、たまたまちょっと……」と笑みを浮かべる。

　途端に部長が指を高らかに鳴らして、鈴音のほうに身を乗り出した。「これこれ。これがさっき言った『営業スマイル』だよ」と得意そうに告げ、今度は平坂に向かって「なに？　君がそんなに照れるようなことが今朝にあったの？」と楽しそうに訊く。

「照れ……？」

　照れているようには見えなかったけれど、と鈴音が平坂に目を向けるのと時を同じくして、彼が二度ほど咳払いをした。

「……この人が落とした髪留めを、たまたま僕が拾った、というだけですよ」

「それだけ？　ほんとに？　それだけでそんなに照れてるの？」

　平坂の表情は相変わらず涼しげで、鈴音にはどこに「照れ」が見えるのかよく分からなかった。とはいえ彼が部長に圧おされて困っていそうなことはなんとなく察しがついたため、慌てて二人の間に割って入る。

「本当にそれだけなんですけど、でも、私にとってこの髪留めはとても大切なものなので、それでどうしてもお礼が大袈裟っぽくなってしまって……」

「へぇー。どんな髪留め？　見せてくれる？」

　どうやら部長の興味は鈴音のほうに移ったようだ。鈴音はホッとして、髪留めを外して彼女に手渡した。

「なるほど、木彫りの一点ものか。君が作ったの？」

「あ、いえ、職人だった祖父が」

　説明しながら、鈴音はチラリと平坂の様子を窺った。もしも彼が〈お兄ちゃん〉だったら、この話を聞いて思い出してくれないかな、との期待を込めて。今思い返せば、今朝駅のホームで、平坂は髪留めを指さしてなにかを言いかけていたような気がしたからだ。

　しかし平坂は、一瞬だけ微かに眉を寄せたあとは、すぐに営業スマイルらしい柔らかな微笑みに戻ってしまった。なにか思うところがあったのか、ただの偶然か、それこそ鈴音の見間違いという可能性のほうが遥かに高い。

　髪留めを隅々まで観察した部長が、「ありがとう」と鈴音に返してくれる。それを待って、平坂が「さて」と水を向けた。

「それで、僕に何を教えてほしいって？　──ええと、大祭実行委員の……？」

「アッ、はい、大学祭実行委員の塚原といいます」

「あ、平坂です」

　座ったままではあるが鈴音が名乗ってお辞儀をすると、平坂も同じようにお辞儀を返してくる。ただそれだけで鈴音はなんとなく嬉しくなった。鈴音が平坂の名前を認識していることは分かっているはずなのに、彼はきちんと自分からも名乗ってくれたのだ。

　弾みをつけるように短く呼気を吐き出し、鈴音は本題を切り出した。

「平坂さんは、この大学の七不思議、ってご存じですか？」

「正門前のオブジェが夜中にゴロゴロ転がる、ってアレ？」

　開口一番、やはりオブジェが転がった。見事なまでに大人気である。

「ええ、そういうアレです。他にどんなものがあるか教えていただけますか？」

　前のめりで鈴音が問えば、平坂は怪訝そうに首をひねった。

「なんで、七不思議なんか調べてるわけ？」

「大祭実行委員で、もみじ祭にスタンプラリーをすることになったんです。それで……」

「ああ、それで、七不思議が七つ揃わなかった、と」

　事も無げに頷く平坂の様子に、鈴音は驚きの声を上げずにはいられなかった。

「そうなんです！　どうして分かったんですか？」

「実は去年、一回生の時に僕も七不思議について調べたことがあってね」

　なるほど、実行委員の先輩が「あいつなら知っているだろう」と言うわけだ。鈴音は思わず「おお」と感嘆の溜め息を漏らす。

「先駆者でしたか」

「いやまあ、単なる好奇心からだけど」

「じゃあ、是非とも平坂さんの知ってる七不思議を教えてもらえませんか？」

　いいよ、と快く頷いてから、平坂は小さく肩をすくめた。

「とはいえ、七不思議じゃなくて、五不思議なんだけどね。友人と手分けして色んな人間に聞き取り調査したんだけど、五つしか集まらなくてね」

　苦笑を浮かべる平坂に、部長が怪訝そうに「ゴフシギ？」と問いかけた。

「ゴフシギとか普通は言わないだろう？」

「普通はどうだか知りませんけど、五つしかないんだったら五不思議でしょ」

　それはまさに先刻の、委員会での鈴音の発言に他ならない。あの時も一人二人誰かが同意してくれていたが、ここにも同じ考え方をする人がいるということに、鈴音はすっかり上機嫌だ。

「そっちは幾つ見つかったの？」

「こちらも五不思議です」

「あー、じゃあ、あまりお役には立てないかな……」

「五つ全部が同じ内容とは限らないじゃないですか。それに、もし一年前の話と今回のとがまったく同じ内容だったら、それはそれで信憑性がアップするからとてもありがたいですし」

　平坂の溜め息に鈴音がきっぱりと応えると、彼は一瞬目を見開いて、そうして「確かにそのとおり」と口の端を引き上げた。

「それじゃあ、さっそくお願いします」

　鈴音が、床に置いた鞄からレポート用紙を取り出すのを見て、平坂が作業台の上の本やら紙の束を端に寄せて、書く場所を空けてくれた。「ありがとうございます」と礼を言って、鈴音は、いざシャーペンを構える。

　目顔の合図を経て、平坂がゆっくりと語り始めた。

　──まず一つ目は、「転がるオブジェ」。正門前にある石造りの球状のオブジェが、夜中に勝手にゴロゴロ転がる、というもの。直径が一メートル強もあるオブジェだから、冒険映画の主人公の気分が体験できる、らしい。

　──二つ目は、「超巨大ウシガエル」。構内にある池に、何十年も生きている超巨大ウシガエルがいて、満月の夜に池に近づいた人間を水の中に引きずり込むとのこと。

　──三つ目、「彷徨える迷子」。三歳ぐらいの小さな子供が泣きながらお母さんを探して理学部二号館内を彷徨っている、というもの。迷子だと思って保護しようと追いかけると姿が消え、今度は別な廊下から泣き声が聞こえてくる、らしい。

　──四つ目は、「真夜中の講義」。経済学部一号館の大教室で、真夜中に何者かが講義を行っている、というもの。一度出席してしまうと、そのあとも欠かさず出席しなければ、その年は本当に大学を留年してしまうのだそうだ。

　──そして五つ目が、「廊下を走る人影」。上から見て「ロ」の字形をしている工学部七号館の廊下を、夜中に年齢性別不詳の真っ黒な人影が音も無くぐるぐると走っている、というもの。うっかり競争して負けてしまった場合、負けた人間が今度は影となって、次の犠牲者が現れるまでぐるぐる校舎を回り続けなければならないという。

「──僕が知っているのは、以上なんだけど」

　鈴音が全て書き取るのを待って、平坂がそう締めくくった。鈴音は、手元の作業から解放されるや否や、感極まって「やった！」とこぶしを握り締めた。

「『廊下を走る人影』は初耳でした！」

「てことは、僕の知らないネタがそっちにはあるってことか……」

　興味深そうな表情で口元に手をやる平坂を前に、鈴音は少しばかり得意な気分で胸を張る。

「六つ目、名付けて『未来を映す大鏡』。真夜中に学生食堂の入り口にあるあの鏡の前に立つと、自分の未来が見えるんだそうです」

「へー」

　一呼吸おいて、平坂がぼそりと呟いた。

「その鏡ネタだと、検証するのも簡単そうだな……」

　七不思議を検証する、など考えもしていなかった鈴音は、心底驚いて平坂を見やった。

「平坂さん、もしかして他の不思議についても検証したことがあるんですか？」

「何人かで流星群の見物を兼ねてオブジェの前で一晩過ごしたことがあってね。まあ、真面目に検証するというよりも、ネタに乗っかって遊んでただけなんだけど」

　そう語る平坂は、とても楽しそうだった。見ている鈴音もつられてわくわく心が弾む。

「で、オブジェ、転がりました？」

「いっそ僕らで転がしてやろうか、って言っているうちに朝になった」

「ああー、やっぱりー」

「まぁ、あれが実際に動くなんてことになったら、怪奇現象だっていう前に、工事ミスだったり安全対策不十分だったりで大騒ぎになるだろうしね」

　と、ここまでしばらく聞き役に徹していた部長が、平坂の言葉を受けて「工事ミス、か」と呟いた。

「ね、そのリスト、私にも見せてくれる？」

「勿論、いいですよ」

　レポート用紙を受け取った部長は、しばし考え込んでから、鈴音と平坂を交互に見て問いを発した。

「ええと、あともう一つ不思議がどこかに隠れていると仮定して『七不思議』として話をするけれども、すると正門前のあのオブジェが設置される前は『六不思議』だったってことなのかな？」

　部長の指摘に、鈴音も平坂もハッと息を呑み互いに顔を見合わせる。

「ということは、今後、更に『八不思議』『九不思議』と増えていく可能性もあるってことですよね」

「逆に、当該施設が取り壊された場合は、『六不思議』とか『五不思議』になるってことか……」

「そもそも『不思議』は一度認定されたらそのあともずっと『不思議』でいられるものなんでしょうか？　いつまでたってもオブジェが転がらない、となると、不思議降格になるなんてことは……」

　うーん、と考え込む二人を尻目に、部長が次なる疑問を口にする。

「現時点で文学部と農学部には『不思議』が無いようだけど、そこの学生には聞き取ったのかい？」

「はい。農学部の人も聞きまわってくれてましたし、文学部は私ももう一人も授業のたびに皆に聞いてまわりました。でも、オブジェとウシガエルと迷子の三つしか集まらなくて……」

「一回生なら、まだ仕方がないかもね。こういう話が広まり易いのは、泊まりイベントだから」

　しょんぼりと肩を落とす鈴音を見かねたか、平坂が助け舟を出してくれた。その心遣いに感謝しつつ、鈴音は自分で自分にとどめを刺す。

「でも、一回生だけじゃなくて、実行委員の先輩とかにも訊いてみたんですよね……」

「それは、まあ……、お疲れさまでした」

　平坂が鈴音をねぎらうその正面で、部長が腕組みをして唸り声を漏らしている。

「ということは、平坂くんの主張のとおり、『七不思議』ではなく『六不思議』なのかな？」

「でも正直、『六不思議』って、なんか格好つかないですよね……」

　いくら「不思議」が六つしか見つからないとしても、やはり人々の話題にのぼるのは「七不思議」というフレーズなのだ。もはや残り一つをでっち上げるしかないのだろうか。鈴音が唇を噛んだその時、平坂が「そうだ」と手を打った。

「学生が駄目なら、職員はどうだろう。文学部の図書室によく知った人がいるから、今から聞きに行ってみようか」

　その瞬間、鈴音は視界がパアッと広がったような気がした。入学したての鈴音にとって、大学内は右も左も見知らぬ人ばかりだ。学生同士でのやりとりに必死で、職員とコンタクトをとるなどそもそも思いつきもしなかった。

「平坂さんも一緒に来てくださるんですか？　いいんですか？」

　勢い込んで身を乗り出す鈴音に、平坂は頼もしそうな笑顔を向ける。

「最後の一つがどうなってるのか、僕もとても気になるんでね」

「ありがとうございます！」

　頑張ってねー、と手を振る部長に見送られて、二人は工作研究部部室をあとにした。




　春を脱ぎ捨てた桜の葉々が、夕日を映して淡く輝いている。橙だいだいみを増した石畳の上にひょろりと長い影ぼうしが二つ、並木の影を潜っては浮かんで、鈴音達を先導していく。

　道すがら、平坂は自分が七不思議を調べた経緯いきさつを詳しく鈴音に教えてくれた。工作研究部に入部してしばらく経った定例会後の食事会で、当時の三回生から七不思議の存在を聞かされたこと。同じ一回生の非常にノリのいい部員が、次の日にはメッセージアプリを活用しまくって聞き取り調査を始めたこと。折しも去年はペルセウス座流星群が新月の直後に極大を迎えると予想されており、天体観測会を兼ねたオブジェ観察会が行われたこと。一晩バカ騒ぎをしたことで前述のノリのいい部員がすっかり満足してしまい、七不思議が全部集まらないまま調査がうやむやになってしまった、とのくだりには、さもありなんと鈴音も頷いていた。大学祭の企画でなければ、鈴音もここまで根気強く調べようとは思わなかっただろう。

　やがて二人は学生食堂の近くにある文学部二号館に到着した。大学全体の総合図書館とは別に各学部はそれぞれ専門の図書室を所有しており、文学部の図書室はここの二階にある。鈴音はまだこの建物を利用したことがなかったため、わくわくしながら平坂のあとをついて階段をのぼった。

　図書室の入り口には開館時間の掲示があった。授業期間の平日は九時から十九時まで。閉まるまであと一時間もないからだろうか、室内は閑散としていた。

　鈴音を入り口で待たせて真っ直ぐカウンターに向かった平坂は、ほどなく落胆の色を顔に浮かべて鈴音のもとへと戻ってきた。

「留守だった。今日はもう帰ってこないそうだ」

「そうなんですか……」

　期待の分だけ反動も大きくなる。鈴音がしゅんとしていると、平坂が小さく咳払いをした。

「えー、明日のこの時間ならいらっしゃるそうだから、塚原さんさえ差し支えなければ、また一緒に訊きに来ない？」

　まさかの申し出を聞き、鈴音は勢いよく顔を上げた。

「いいんですか？」

「僕も最後の一つを知りたいって言ったでしょ。むしろ、一緒に連れていってくれ、ってこちらからお願いしたいぐらいだよ」

「ありがとうございま、す」

　すんでのところでここが図書室だと思い出し、鈴音は慌てて声の音量を下げた。反省を込めてきつく唇を閉じれば、平坂の口元から押し殺しきれなかった笑みが零れる。

「とりあえず、外で話そう」

「ですね」




　文学部二号館を出たところで、鈴音は視界の隅を動く黒いものに気づいて思わず足を止めた。

　猫が植え込みの中へと入っていくところだった。しなやかな尻尾が「じゃあね」とばかりに一瞬揺れて、茂みに消える。空の茜とは対照的に、校舎や植木の影からは宵闇がひたひたと溢れ出していた。今の猫が黒色に見えたのは光の加減だったのだろうか、それとも実際に黒猫だったのだろうか。

「どうしたの？」

　平坂が怪訝そうな表情で鈴音を振り返る。鈴音は「猫が」と植え込みを指さした。

「ああ、大学内に何匹も棲みついていてね。ボランティアサークルが地域猫として管理しているらしいよ。あと、たまに迷子の犬も紛れ込んでくることがあるんだけど、そっちはまた別のサークルが対応してる」

「さっき工作研究部にお邪魔する前にも見かけたんですけど、同じ猫かな……」

「どうだろう。似たような毛並みの猫も何組かいるみたいだからなあ」

　平坂も鈴音の傍まで戻ってきて、目を細めて植え込みを見やる。見通せない葉陰の奥に一瞬金目が閃いたような気がしたが、またたき一つする間に影に溶け消えてしまった。

　どちらからともなく溜め息を零して、そして同時に二人は顔を見合わせた。いつの間にか自分達が揃ってその場にしゃがみ込んでいることに気がついたのだ。

「塚原さん、もしかして猫好き？」

「平坂さんも、ですか」

　平坂が愉快そうに微笑んだ。鈴音もなんだか嬉しくなって、にっと口角を引き上げる。

　と、背後から「塚原さん！」と鈴音を呼ぶ声がした。

　驚いて立ち上がった鈴音の視線の先、帰宅したはずの王子がにこやかな表情で佇んでいた。

「あれ？　用事があったんじゃ……？」

　王子は鈴音の問いには答えず、「どう？　七不思議、見つかった？」と逆に質問を投げてきた。

「え、あ、うん。一つ教えてもらったよ」

「一つだけ？」

　王子が露骨な落胆を顔に浮かべる。鈴音は少しムッとして、「その一つすら私達は探しきれなかったんだよ」と言い返した。

「でも、七つ見つからないと困るじゃん」

「残る最後の一つは、また明日に、平坂さんの知り合いの職員さんに聞きに行く予定だから、諦めるのはまだ早いよ」

　ですよね、と振り返った鈴音に、平坂が力強く首肯する。ここでようやく平坂の存在を認識したか、王子が躊躇いがちに会釈をした。そのぎこちない態度を見て、鈴音は王子と平坂が互いに初対面であることを思い出した。

　双方を知る自分が仲立ちしなければ、と気づくと同時に、王子の名前を憶えていないことに思い当たり、鈴音は内心で慌てまくった。とりあえずそれぞれに話題を振って、双方ともに自分から名乗ってもらおう、と策にもならない苦肉の策を考えたその時、王子が「そうか」と呟いた。

「職員さんなら、わざわざ部外者の手を借りなくても、俺達で聞きに行けるな……」

「ええっ」

　しばし鈴音は絶句してしまった。あらためての自己紹介には思い至らなかったとしても、せめて協力してくれた平坂へのお礼やねぎらいの言葉はあって然るべきだと思っていたからだ。

　そもそも大学職員に聞き込むというのは平坂のアイデアである。それを横からかっさらうかのような王子の発言に、鈴音は胸の奥がもやもやしてならなかった。それに──

「でも、明日に一緒に聞きに行くってことになってるから……」

　──それに、これで平坂との繋がりが切れてしまうのは嫌だ、と鈴音は思ったのだ。

「そこまで言うのなら、とりあえず任せるけど」

　やれやれ、とばかりに肩をすくめて、王子はにっこりと鈴音に笑いかけた。

「ま、そのへんのことは帰りながら相談しようよ」

「へ？」

「今日やることはもう終わっただろ？　一緒に帰ろ」

「え？　いや、その、まだ……」

　先刻の動揺も冷めやらぬところに更に負荷をかけられて、鈴音がしどろもどろになっていると、平坂がついと前に出た。一点の曇りも無い完璧な笑みを口元に浮かばせ、しかし一片の隙も無い眼差しで王子を射抜く。

「悪いね、今から明日のことについて詳しい打ち合わせをするんだよ。君も一緒に部室に来るかい？　部長ともども歓迎するよ」




　平坂と鈴音を出迎えたのは、煌々と明かりの点いた空っぽの部室だった。

「鍵もかかっていないし、すぐに戻ってくるつもりなんだろうけど」

　まったく不用心な、とぼやきながら平坂が部屋の奥へと真っ直ぐに向かう。電気ケトルを手にするや「水を入れてくるから、好きな所に座ってて」と、再び外へ出ていった。

　鈴音は、廊下側と窓側の二つのベンチを見比べた。違う席から見える部屋の様子も気になったが、結局はまだ置かれたままになっていたさっきの丸椅子にちょこんと腰かけた。

「コーヒーしか無いんだけど、大丈夫？」

「大丈夫です。って、あっ、お構いなく」

「僕が飲むついでだから。粉を溶かすだけだし」

　マグカップと紙コップが並べられている間にお湯が沸いた。平坂の手元で湯気が舞い、芳かぐわしい香りが部屋の中に広がってゆく。鈴音はうっとりとした心地で、平坂が目の前にコーヒーを置いてくれるのを見守った。

「ああそうだ、クリームと砂糖は？」

「このままで大丈夫です」

　紙コップは、持ち手がついた木製のホルダーにセットされていた。ニスの塗りむらが目立つあたり、もしかしたら部員の手作りなのかもしれない。

「ところでさっきの彼だけど、もしかして、塚原さんと一緒に一度ここに来て、そして部長に追い帰されたんじゃない？」

　マグカップを手にベンチに落ち着いた平坂が、事も無げに鈴音に問う。鈴音は驚いて「えっ、あ、はい」と背せ筋すじを伸ばした。

　まるで悪戯が成功した子供のように、平坂がにっと笑う。

「実は、今日部室に来る途中に、この文化部棟の前でものすごく不機嫌そうな顔で石を蹴り飛ばしてる彼とすれ違ってたんだ。ここで七不思議の話をしている時、塚原さんのすぐ横に置かれていたもう一つの椅子の存在もちょっと気になっててね。で、さっき君と彼とのやりとりを聞いていて、もしかしたら、って思ったんだ」

　なるほど、なるほど、と鈴音は何度も首を縦に振る。

「たぶん、なにか部長の地雷を踏みぬいたんじゃない？　あの人、意外と沸点低いから」

「えーと、まあ、そういう感じでした」

　どちらかといえば平坂のための地雷撤去だったようだが、それは鈴音の胸にしまっておくことにする。

　平坂が満足そうにカップを口に運んだ、その時だ。作業台の隅、鈴音のすぐ左手に寄せられていた書類の山が地滑りを起こした。

　鈴音は咄嗟に視線を一帯に走らせた。紙コップが安全な位置にあることを認識すると同時に、今まさに床へと落下していく紙の束をはっしと受け止める。久々の「ナイスファイトナイスファイ」に全身がカッと熱くなるのを感じながら鈴音が顔を上げると、ベンチから腰を浮かせた状態で固まっている平坂と目が合った。

「……お、お見事」

　感嘆の呟き一つ、平坂はすぐに我を取り戻した。落下物を受け止めた体勢のままにっちもさっちもいかなくなっている鈴音からそれらを引き取り、あらためて「ありがとう、助かったよ」と礼を言った。

　鈴音は達成感を胸に「いえいえ」と手を振った。それから、今のファインプレーで一気に活性化した身体を鎮めるべく、二度三度と深呼吸を繰り返した。

「それにしても見事な動きだったねえ。何か運動でも？」

　事故が再び起きることのないよう書類を作業台の真ん中のほうへと移動させながら、平坂が問う。鈴音はちょっとした誇らしさとともに胸を張った。

「中学の時にバレー部に入ってました」

「へぇ、凄いね。僕はずっとぬるま湯の文化系部だから、運動部ってだけでもう尊敬するよ」

　なおも「凄いね」と言い重ねられ、鈴音はくすぐったさのあまり身をすくめた。

「別に凄くなんかないですよ。体育の成績も普通だったし」

　鈴音が謙遜していると思ってか「またまたー」とからかうような合いの手を入れた平坂だったが、鈴音が更に「足もそんなに速くないし、ボール投げもあまり飛ばなかったし」と例示するに至って、彼は優しい瞳で微笑んだ。

「じゃあ、バレーが好きなんだ」

「んー、実はそういうわけでもなくて」

　その一瞬、平坂が「は？」と素っ頓狂な声を漏らした。今しがたの優しい笑みは、営業用とまではいかなくても、ちょっぴりよそゆきだったようだ、と鈴音は考えた。

「得意でもないし、好きでもなかった……？」

　心底不思議そうに問いかけてくる平坂の様子が楽しくて、鈴音の口元が自然と緩む。

「そうなんです」

「え、じゃあ、どうしてバレー部に入ったの？　友達に誘われて断りきれなかったとか？」

「いいえ」

「まさか中学にはバレー部しかなかったとか」

「そんなことないです」

　楽しく受け答えをしていた鈴音だったが、いざ正解を言う段になって一気に頭が冷えてしまった。というのも……。

「ええと、実はすごくしょーもない理由なんですよ。笑いませんか？」

「努力する」

　真顔で頷く平坂を信じて、鈴音は昔を振り返った。

「私、小四の時まで学年で一番背が低かったんです。同じ登校班の一年生や二年生の子にまで『ちっちゃい』って言われたし、友達にも『小さくて見えへんかったわ』とかよくネタにされたし」

　ポーカーフェイスでカップを口に運んでいた平坂が、目を真ん丸に見開いて大きく息を呑む。そんなに意外だっただろうか、と、彼のあまりの驚きっぷりを少し怪訝に思いつつも、鈴音は話し続ける。

「それが、五年生になって急にぐんぐん背が伸びて、中学に入学する時にはクラスの女子で三番目ぐらいに高くなって、で、すっかり嬉しくなって、『もうこれはバレー部に入るしかない！』って思って……」

「……背が高くなったから？」

　口元を不自然にこわばらせながら、平坂が聞き返す。鈴音は思わず唇を尖らせた。

「やっぱり笑うんじゃないですか」

「まだ笑ってない。まだ」

　今のところは。と平坂が正直に付け加えるものだから、逆に鈴音のほうが声を出して笑ってしまった。

「一応他にも理由はあるというか、一つ上の兄が男だんバレに入ってたからバレーという存在が身近だった、というのもあって。でも、それまで体育の授業ぐらいでしかバレーしたことがなかったから、最初はただひたすらしんどくて、上達してきてやっと面白くなってきた、って感じでした。チームメイトには恵まれたから、部活自体はとても楽しかったですけど」

　鈴音の説明に、平坂が「なるほど」と頷いた。

「背の高さというならバスケは考えなかったのかな、って思ったけど、お兄さんがバレーをやってたのなら、色々教わることができていいよね」

「あー、確かに一瞬だけバスケも考えたんですけど、でも、バスケはボールに当たったら痛そうだなと思って……」

　あのずっしり重いオレンジ色のボールが自分に向かって飛んでくるところを想像するだけで、「絶対無理」と思ってしまう。鈴音が過去の自分にあらためて同意していると、平坂がやや歯切れの悪い口調で相槌を打った。

「ああ、うん。確かに球の質量はバスケのほうがバレーよか大きいな……」

「質量？」

　オウム返しに呟いて、そして鈴音は思い出した。

「あ、そうか、ボールの重さだけでなく、速度も考える必要があった……？」

　物体の運動エネルギーは、質量と速度の二乗に比例する。質量が増えても速度が増えてもともにエネルギーは大きくなるが、速度のほうが二乗される分だけエネルギーの増え方が大きくなるのだ。

　鈴音は、体育館の隣のコートで行われていたバスケ部の練習を思い出した。次いで自分達のプレーも振り返って溜め息をついた。

「バレーのスパイクのほうが、スピード速そうですね……」

「たぶんね……」

「アッでも、バレーのコートにボールを入れるのに苦労していた私が、あんな小さなバスケットゴールにボールを通すなんて無理だと思うし、やっぱりバレーを選んでよかったのかも」

　敢えての強引な理由づけを、柔らかい眼差しが受け止める。その気遣いを鈴音は素直に喜んだ。

「高校もバレー部に？」

「いいえ。中学以降は背が全然伸びなくなってしまって、平均よりもちょっと高いかなぐらいになっちゃったし、それに進学校だったから授業についていくのに必死で、部活する余裕がなくて、結局帰宅部のままでした」

「確かに、部活は時間を食うからね。無理してするものでもないさ。特に運動部は練習で疲れ果てて勉強どころじゃなかったって聞いたよ」

「朝練で早起きしなきゃならないですしね」

　二人でしみじみと頷き合って、それから今度は鈴音が平坂に水を向けた。

「平坂さんは何部だったんてすか？」

「僕の中学は全員なにかの部活に入らなきゃならなかったから、一番楽そうだって理由で理科部を選んで、文化祭で爆発実験披露してた」

　部活動にあるまじき「爆発」なんて単語が飛び出してきたことで、鈴音はコーヒーにむせそうになった。

「えっ、凄い。何を爆発させたんですか？」

「水素を発生させて、火をつけて『ボンッ』って。……あれ？　今、なにかガッカリしなかった？」

「し、してません、してません！　ニトログリセリンとかだったらどうしよう、とは思ってましたけど」

「それは中学生には無理だよ。高校生でもなかなか……」

　ニトログリセリンの生成には濃硫酸といった劇物が必要だ、と化学部の友人が言っていたのを鈴音は思い出した。そもそもニトログリセリン自体が非常に危険な上に不安定な物質らしいから、そう簡単には実験できないのだろう。

「それじゃあ、高校では何を爆発させたんですか？」

「化学部がニトロセルロース作ってたな。火をつけて『ポンッ』って」

　鈴音の冗談めかせた問いにも、平坂はきちんと乗ってくれる。鈴音の機嫌は上向きになるばかりだ。

「平坂さんは化学部ではなかったんですか」

「僕は物理部でね」

「物理で爆発というと、まさか核……」

「待って。圧搾空気とかいわゆる『物理的な』爆発だって普通にあるよ」

　そう鈴音にツッコミを入れた平坂は、返す刀で今度は自分にも「いや、別に爆発実験はしてないから」とツッコミを入れる。

「物理部に入った理由は、ロボコンが面白そうだと思ったからなんだ」

「ロボットですか！　凄い」

「爆発はしないよ」

「しないんですか」

「どうしてそこで残念そうな顔になるの」

　平坂の口調が心持ち砕けてきているような気がして、鈴音はなんとなく嬉しくなった。対する平坂は、面映ゆげな咳払いののち「さてと」と場を仕切り直す。

「で。明日のことだけど、そろそろスケジュールを確認するか」

　工作研究部は、学内の人間相手に機器の修理依頼を有償で引き受けているのだという。そのあたりの予定を確かめるために、二人は部室に戻ってきたのだ。

　平坂の視線を辿った部屋の奥、大きなモニタの脇に月めくりのカレンダーがかかっている。日ごとの書き込み欄が大きなタイプで、あれでスケジュールを管理しているのだろう。ちらほらと記されているのは人名だろうか、と鈴音が目を凝らすのと同じタイミングで、平坂が鞄から眼鏡を取り出した。

「眼鏡！」

　思わず鈴音は素っ頓狂な声を上げていた。九年前、あのお化け屋敷で出会った〈お兄ちゃん〉の姿がまたも脳裡をよぎったからだ。

　平坂はそんな鈴音の様子に特に疑問を抱いだいたふうもなく、淡々と口を開いた。

「ああ。日常生活には支障がないから普段はかけてないけれど、若干近視でね。裸眼であの文字をここから読むのはちょっと無理かな」

「い、いつから眼鏡をかけてるんですか？」

「小学五年生から。教室で後ろのほうの席になった時に黒板の字が見えづらいことに気がついて、眼鏡を作ってもらったんだ。映画とか舞台とか、隅々までくっきりと見たい時も重宝してる」

　にっこりと微笑んだ平坂の顔に、かつての〈お兄ちゃん〉の面影が重なる。もしや本当に彼が〈お兄ちゃん〉なのではないだろうかとの思いが、鈴音の中にむくむくと湧き上がる。

「僕が眼鏡をかけることに、なにか引っかかる点が？」

　平坂に問われて、鈴音は思わず奥歯を噛み締めた。この部室で初めて顔を合わせた時、平坂は髪留めに対してさしたる反応を見せなかった。祖父の手作りだと鈴音が言ったにもかかわらず。そもそもこの広い大阪で〈お兄ちゃん〉に再会するなんて、フィクションでしかあり得ないような偶然だ。

　それに仮に平坂が本当に〈お兄ちゃん〉だったとしても、九年前の出来事を憶えていない可能性だってある。鈴音がそんな昔のことをいつまでも気にしていると知られれば、もしかしたら呆れられるかもしれない。それだけならまだしも、気持ち悪く思われたらどうしよう、なんて不安までのそりと首をもたげてくる。

「あ、いえ、いいえ、なんでもないんです」

　そうか……、と小さく呟いて、平坂は再びカレンダーに向きなおった。

　平坂が担当している作業のほか、手伝い要請も無さそうだということで、明日は五コマ目が終わってすぐに工作研究部の部室で待ち合わせることになった。現地集合、という案もあったのだが、平坂のほうは五コマ目が実験で、長引く可能性があるため部室で待っていてほしいとのことだった。

「すっかり暗くなってしまったし、塚原さんさえ迷惑でなければ、駅まで一緒に帰らない？」

「いいんですか？　ていうか、どこか寄る所があるんじゃなかったら、駅からも一緒に帰りませんか？」

　なけなしの勇気を振り絞って、鈴音は提案してみた。心臓が早鐘のようだった。

　平坂は軽く両眉を上げてから、「いいよ」と頬を緩めた。鈴音にはこれが営業用スマイルかどうかは判らなかったけれど、なんとなく彼が楽しそうにしているようには見えたので、深く悩まないことにした。




　他愛もない話を重ねに重ね、メッセージアプリのアカウントも交換し合って、乗り換えの駅で二人は別れた。

　その日の晩、布団の中で今日の出来事を振り返った鈴音は、つい、後悔の呻き声を漏らした。平坂の眼鏡について、彼が「隅々までくっきりと見たい」と思うものにお化け屋敷は含まれるかどうか、それだけでも訊いておけばよかった、と。

　同時に、いつまでもうじうじと悩んでいる自分が嫌にもなってくる。詮無いことで堂々巡りをするぐらいなら、きちんと言葉にして確認するべきだろう。それができないのならば、すっぱり忘れてしまうしかない。

「……そんな大昔のことをいつまでも、って思われるのは、やだな……」

　特大の溜め息一つ、鈴音はそっと目を閉じた。








　第三章　新たな謎









　翌日、授業を終えた鈴音は真っ直ぐに文化部棟へとやってきた。工作研究部の部室の前で、ちょうど鍵をあけようとしている部長と出会い、そのまま部屋の中に招き入れられる。興味津々といった様子で七不思議の行方を問うた部長は、お目当ての職員が留守だったと聞き、形の良い眉を寄せた。

「てことは、君がここに来たのは、平坂くんと待ち合わせをするためか。なぁんだ、入部希望なのかと思ったよ」

「ええと、工作研究部に興味がないわけではないですけど、今は委員会活動で手一杯で……」

　申し訳なく思いつつも鈴音が正直な気持ちを口にすると、部長はにっこりと満面に笑みを浮かべた。

「大丈夫、大丈夫。私や平坂くんなんかはここに入り浸ってるけど、本来は月曜十八時からの定例会に出席するだけでいいんだよ。修理依頼が来た時は、皆に色々と相談することになるけれど。あと、大学祭での活動発表とか、外部の即売会とか、そういうのもあるっていえばあるけど、別に絶対に参加しなきゃならないわけじゃない、基本的にゆるーい部活だし」

「部員さんは何人ぐらいいらっしゃるんですか？」

「名簿上だと二十人ちょっとかな。普段は部室に四、五人ぐらいたむろしていることが多いけど、今は皆、さくら祭とゴールデンウイークのコンボで課題に追われてるみたいだ」

　鈴音と同じ一回生の部員はいるのだろうか。しかし、あまり根掘り葉掘り訊いてしまうと、すわ入部希望かと期待させてしまうことになるかもしれない。そんなことを鈴音が悩んでいると、廊下の遠くから急せいた足音が近づいてきた。そのままの勢いで扉が開ひらき、平坂が「お待たせ」と室内を覗き込む。

「じゃあ行こうか塚原さん」

　鈴音が「あ、はい」と応える横で、部長が「慌ただしいねえ」と苦笑を浮かべた。

「レイちゃんは……あ、そうか、実験の当番に当たってるって言ってたっけ。もうちょっと待ってたら来るんじゃないの？」

「いや、むしろ全力で避けてるんで」

　にべもない口調で平坂がきびすを返す。状況が理解できずに鈴音は二人を交互に見やった。

「おやおや、いつも仲良しの二人にしては珍しい」

　廊下を進みかけていた平坂が、巨大な溜め息とともに再び戸口から顔を出す。

「あいつが来ると絶っ対にややこしくなるでしょう？　わざわざ僕を頼ってきてくれた可愛い後輩に、余計な負担をかけさせるわけにはいかないんでね。というわけなんで塚原さん、ちょっと急ぐよ」

「え、はい。ええと、お邪魔しました」

　昨日と同じく「頑張ってねー」との部長の声援を背に、鈴音は平坂を追いかけた。




　午後になって垂れ込め始めた雲が、夕日に炙られ灰のかかった柿色に色づいている。ぼんやりとした薄暮に染まる構内を平坂についていきながら、鈴音は頬が緩みそうになるのを必死で抑えていた。さっき平坂が鈴音を「可愛い後輩」と言い表したことが、嬉しくて仕方がなかったからだ。たとえ「後輩は無条件に可愛い」という意味だとしても、可愛くないと言われるよりはずっといい。

　桜並木までやってきたところで平坂の歩調が少し緩んだため、鈴音は彼の横に並んだ。浮かれる気持ちをなんとか引き締め可能な限り真面目な顔を作って、ちらりと平坂を見る。

「あの、今から会う人は、どういう方なんですか？」

「どういう方、って？」

「男の人なのか女の人なのか、とか……」

「男性だよ」

「図書室、ということは、司書さんですか？」

「そう」

　簡潔な……というよりも、素っ気ない一言。そして沈黙。

　鈴音は知らず眉を寄せた。もう一度こっそりと平坂を窺えば、陰のある眼差しはひたと正面に据えられ、鈴音に意識を向ける様子もない。

　今しがたまで軽やかに弾んでいた鈴音の気持ちが、穴のあいた風船のようにひゅるひゅるとしぼんでいく。今の平坂の態度は、これまでになくよそよそしく感じられた。なにより、昨日に比べてのこの圧倒的口数の少なさだ。これはいったいどうしたことだろうか、と鈴音は密かに首をひねる。

　心当たりを探るうち、鈴音は、先刻工作研究部部長が言った「レイちゃん」という名前に行き当たった。部長曰く、「レイちゃん」と平坂は「いつも仲良し」ということだった。自分が七不思議の相談を持ちかけたことで、二人の時間を邪魔することになってしまっているのではないだろうか、そう鈴音は息を呑んだ。

　二人分の足音がぎこちなく砂を噛む。東の空からにじり寄る夜の気配が、木々の影をぬって足元に絡みつく。どうにも居心地の悪い沈黙に耐えきれず鈴音が「ええと」と顔を上げたその時、平坂も「あの」と鈴音を振り返った。

「え、あ、なに？」

「平坂さんこそ、なんですか？」

「塚原さんこそ、なにか言いかけたよね、今」

　互いに発言を譲り合うことしばし、結局鈴音が先に話すことになった。仕方なく、質問し易そうなことから尋ねることにする。

「ええと、あの、さっき部長さんが言ってた『レイちゃん』って……？」

　その名を聞くや、平坂が深く深く嘆息した。

「原はら田だレイっていう部員のこと。学部が同じでね、どうしても行動が一緒になることが多くて、それで陽よう子こさんにはニコイチ扱いを受けることが多くて……」

「ようこさん？」

　もしかして、とは思ったが、鈴音は訊かずにはいられなかった。

「部長のこと」

　ようこ、が苗字である可能性はあまり無いだろうな、と鈴音は考えた。

「工作研究部の皆さんは、仲がいいんですね……」

「ちょっと待って。なにか誤解してない？　誤解したね？」

　平坂が大慌てで鈴音の行く手に立ち塞がった。

「誤解、ですか？」

　まさか「ようこ」は苗字なのだろうか、それとも大学生になると異性も気軽に下の名前で呼び合うのが普通なのだろうか、いやしかし平坂は皆に苗字で呼ばれていた、と幾つもの考えが鈴音の中を瞬時に駆け巡る。

　平坂は、まるでろくろを回しているかのように両手を忙せわしく動かしながら、やや早口で説明し始めた。

「原田は男だよ。可愛げとは対極の位置にいる男だよ。レイちゃんなんて可愛らしく呼ぶのは陽子さんぐらいだよ。あの人センスおかしいから」

　誤解とはそこかぁ、と鈴音が頷く間もなく、平坂が更に言葉を継いだ。

「あと、部長の名前、賀か来く陽子っていってね、僕らも最初は普通に苗字で呼ぼうとしたんだけど、『下の名前で呼べ！』ってうるさいんだ。そういうわけだから、別にファーストネームで呼び合うような親密な間柄というわけではなくて」

　平坂の説明を受けて鈴音が「賀来さん……カクサン……」と呟けば、平坂も「カクサン」と復唱する。

「デオキシリボ核酸とか、核拡散防止条約とか、越後のちりめん問屋のご隠居様のボディガードだとか、どういうイントネーションで呼ばれても、なにかしら想起するものが存在するのが嫌なんだって」

「なるほどー」

　鈴音は、しみじみと納得の声を漏らした。そうして、ゆっくりと大きく息を吸い込んだ。

「でも、誤解じゃなくて、やっぱり皆さん仲がいいですよね」

「エッ？　そりゃあ、仲悪くはないと思うけど、でも、仲がいい……？　いいのか……？」

　先ほどの険しさすら感じられた表情とは一転して、平坂が困惑と照れを顔に浮かべる。

　鈴音は目を伏せ「誤解か……」と口の中で呟いた。もう一度深呼吸をして、大きく勢いよく顔を上げる。

「で、平坂さんはさっきなにを言いかけてたんですか？」

　鈴音が問いかけた途端、平坂はぎくりと顎を引いた。

「え、あー、まあ、大したことじゃないから……」

　よそ行きの笑顔で誤魔化そうとしているようでも、よくよく見れば視線が泳いでいる。さっきは譲り負けてしまったがもう逃がさないぞ、と鈴音は平坂を正面からじっと見つめ続けた。

　空の遠くを鳥の影が三つ四つ、二つ三つと飛んでゆく。一際大きな溜め息をおいて、平坂が重い口を開いた。

「……昨日はちょっと調子に乗りすぎたかな、と思って……」

「調子に？」

　彼の言葉の意味がまったく解らずに、鈴音は小首をかしげる。

「えっと、その、昨日、僕が一方的に喋りすぎていた気がして、うるさい奴だなと思われたんじゃないかな、って気になってて……」

　一拍待ってようやくその内容が頭の中に浸透し、鈴音は反射的に「まさか！」と声を上げた。

　平坂が、いつになく弱々しい笑みを浮かべた。

「なんていうか、会話を途切れさせたら悪いような気がして……」と、そこで自嘲の色を目元に差し、「ていうか、気の利いた会話をして自分を良く見せようと思って、だね。何度か顔を合わせて相手の人となりが分かってきたら、もうちょっと余裕のあるコミュニケーションがとれる……と思うんだけど、初対面だとどうもね、見栄ばかり気にして言葉が空回りして……」

　まさか平坂がこんなことを悩んでいたとは、鈴音は想像もしていなかった。そしてまさしくその悩みは、鈴音が常々考えてやまないことでもあった。親近感に衝き動かされるがままに、鈴音は平坂に話しかけていた。

「会話が途切れては悪いかもというの、私も思います。なんとなく沈黙が続いてはいけないような気がするんですよね。それに平坂さんのことをうるさいなんて全然思いませんでしたよ。自分のことを良く見せようと思う気持ちもすごく分かりますし、それを正直に言える平坂さんは凄いと思います」

　鈴音が言いたいことを全て吐き出し終えるのを、平坂はまばたき一つせずに聞いていた。ややあってそっと目を細め、大きく息を吸って口元に力を込め、少し大仰に口の端を上げた。

「──と、こんなふうに、隙あらば自分を良く見せようとするわけで」

「──で、そんなふうに、悪ぶってみせてバランスをとるわけですね」

「……君もなかなか言うねえ」

　そこで二人は、互いにニヤリと笑い合った。

　一呼吸おいて不敵な笑みを脱ぎ去った平坂は、あらためて、といったふうに真っ直ぐ鈴音と向き合った。

「冗談はともかく、昨日は一人になってから、ああ言えばよかった、こうすればよかった、とちょっと落ち込んでてね。せめてあの浮ついた喋りが常態ではないということだけでも弁解しておきたくて、でもどういうふうに切り出したらいいのか分からなくて悩んでたんだ。こうやってきちんと言うことができて本当に良かった」

「私も初対面の人相手だとどうしても気が張ってしんどく思うことが多いんですけど、でも、平坂さんが色々話してくれたからとても楽しかったです」

　鈴音につられたか、平坂もまた微笑みを浮かべた。とても無防備な笑みだった。

　平坂と知り合えたことを、鈴音は心の底から喜んだ。彼が〈お兄ちゃん〉であるかどうかなんて関係なく。

　おぼろげな光の中、二人は再び、今度は肩を揃えて歩き始めた。




　文学部二号館の図書室には、昨日同様殆ほとんど人の姿は見えなかった。総合図書館は二十一時まであいているから、五コマ以降に自習する人間は端はなからそちらを利用するのだろう。

　またも入り口近くに鈴音を置いて、平坂はカウンターへと向かった。そしてほどなく一人の男性職員を連れて戻ってきた。

「七不思議？　あそこのオブジェが夜中にゴロゴロ転がるってやつかい？」

　見たところ五十代後半と思われるその職員は、「芦あし谷や」と記されたネームプレートを首から提げていた。既に平坂が説明を始めてくれていたか、さっそくオブジェが転がっているのを耳にして、鈴音はふき出しそうになる。

「そう。その七不思議です。他になにか知りませんか？」

「全部じゃなくていいなら、知ってるよ」

　やった、と歓声を上げたいところをぐっと我慢して、鈴音は二人の会話をじっと見守った。

「それにしても面白いことを訊くなあ。大学祭で使うって、工作部はいったい何を企画しているんだい？」

「あ、いえ、工作部うちではなくて、大祭実行委員会が、ですね」

　平坂の目配せを受けて、鈴音は一歩前に出た。「大学祭実行委員の塚原といいます」とお辞儀をする。

「や、どうもどうも。専門司書の芦谷です」と相好を崩して、それから芦谷は傍らの平坂を振り仰いだ。「相変わらず助っ人かい。マメだねえ」

「助っ人？」

　興味を引かれてつい聞き返してしまった鈴音に、芦谷は丁寧に説明してくれた。

「去年、映研がここで映画の撮影をしたことがあったんだけど、その時に平坂くん達が撮影の手伝いをしていてね、それで知り合ったんだよ。この間のさくら祭の時も、そこの学生食堂のパネルを頼まれて改造してるのを見たし」

「ほー」と感心するのも早々に、鈴音は気になった単語に食いついた。

「平坂さん、映画に出たんですか？」

　それは是非とも見てみたい、と前のめりになる鈴音に対し、平坂が苦笑を向ける。

「キャストじゃなくてスタッフだよ」

「そうなんですか……」

「さっきも言った、原田って部員の友人が映研にいてね、そのツテで、色々雑用を頼まれて」

　そこで芦谷が「原田くんは顔が広いみたいだからなあ」と感心したように笑った。

「そういや今日は彼は一緒じゃないんだね。いったいどうしたんだい」

「迷子の子犬に話しかけるような口調、やめませんか」

「彼ならこういう話に真っ先に飛びつくんじゃないかと思ってね」

　と、悪戯っぽい口調で芦谷が言葉を継いだ。

「しかし、そのたとえで言うなら、わんこは彼のほうじゃないかな。平坂くん、いつも実に上手いこと彼をノせているよね」

「なにを仰いますやら。僕なんて、活動的な彼に振りまわされるばかりですよ」

　平坂と芦谷がこれ見よがしな朗笑を交わし合う。一癖も二癖もある会話に鈴音は思わず目をしばたたかせた。平坂のことを親切で真面目な人間だと思っていたが、どうしてなかなか策士でもあるようだ。先刻の桜並木での少し余裕のない様子といい、彼の新たな一面を知るたびに、鈴音はわくわく心躍る気がした。

　わざとがましくも楽しいやりとりが一段落ついたところで、「さて」と芦谷が鈴音に向き直った。

「で、大学祭実行委員が、なんだって七不思議を？」

　鈴音は気持ちを切り替えると、姿勢を正して用件を伝えた。

「今年のもみじ祭で、七不思議を題材にしたスタンプラリーをする予定なんです。ですが、最後の一つが見つからなくて、もしもご存じだったら教えていただけないかと思って」

　ほぉ、と見開かれた芦谷の目が、みるみる興味深げに輝きだす。

「それはなかなか楽しそうだね。僕で良かったら、いくらでもお手伝いするよ」

「ありがとうございます！」

　想像していた以上に協力的な芦谷を見て、鈴音は、スタンプラリーのテーマに七不思議を持ってきたのは正解だったとの思いを強くした。




　芦谷に誘いざなわれ、鈴音達は図書室の中にある閲覧机に場所を移すことになった。図書室内への鞄の持ち込みは禁じられているため、六不思議を書き出したレポート用紙と筆記用具だけを持ち、カウンター横のロッカーに鞄を預ける。

　四人がけの机の、手前の辺に平坂と鈴音が、鈴音の向かいに芦谷が座った。六不思議のリストを差し出され、芦谷が感嘆の声を上げる。

「真偽のほどはともかく、『不思議』もこれだけ並べば壮観だね」

　ざっと紙面に目を走らせた芦谷は、まず一番上の行を指さした。

「『転がるオブジェ』は有名だね。確かに、あのオブジェは妄想の中ででもいいから転がしてみたくなるよなあ」

　芦谷の言葉に、平坂も鈴音も真剣な表情で同意する。

「『超巨大ウシガエル』もよく聞くなあ。農学部が実験に使ったウシガエルが知性を持って人類に復讐している、なんてストーリーもついてるらしいよ」

　間髪を入れず、「本当ですか？」と鈴音と平坂の声が見事に重なった。驚いたのが自分だけではなかったことに勇気を得て、鈴音はちょっとした疑問を口にする。

「農学部って、ウシガエルを実験に使うんですか？」

「つっこむところ、そこ？」

　平坂がさも意外そうに声を上ずらせた。当惑しつつも鈴音は平坂の問いに答える。

「え、だって、マウスとかよりも扱いが難しそうだなって思って。ていうか、平坂さんはなにに驚いたんですか？」

「知性を持ったウシガエルだとか、人類に復讐だとか、そもそもつっこみどころだらけだよ」

　そんな二人のやりとりを前に、芦谷が笑いをこらえている。なんとか一山やり過ごせたか大きく深呼吸をして、芦谷はリストの続きに指を滑らせた。

「『彷徨える迷子』も聞いたことあるよ。これ、本物の迷子だったら放っておけないから、ややこしそうだよね。あとは……、へえ、『真夜中の講義』と『真夜中に廊下を走る人影』は知らなかったな。色んな話があるんだね……」

　そこまで読み進めて、芦谷は怪訝そうに首をかしげた。

「『未来を映す大鏡』？　あれ？　これ、僕が知ってるのと少し違うなあ」

「えっ」

　またも鈴音と平坂の声が揃った。

「書き方や表現の仕方が違う、という話ではなく？」

　平坂の問いに、芦谷は静かに、だが力強く頷いた。

「大鏡が映し出すものが違うんだよ。僕が聞いたことがあるのは、確か『会いたい人の姿』だったはず。たとえそれが鏡に映った像でしかなくても、ひとめ会えたら、なんて切々たる思いが込められているようで、ロマンティックだな、と思った憶えがあるからね。それに、場所も学食じゃなかったし」

「学食じゃない」

　鈴音が噛みしめるようにして呟けば、芦谷が「そう」と首肯する。

「僕が聞いたのは、文学部一号館の、奥のほうの階段にある大鏡だったよ」

　──文学部の、会いたい人の姿を映す大鏡。

　鈴音は思わず両手を握り締めた。

「七番目の不思議……！　七不思議が揃った！」

　もう少しで「やったー！」と歓声を上げそうになり、鈴音は慌てて両手で口を押さえた。首をすくめ肩を縮こませ、小さい声で「騒がしくしてすみません……」と頭を垂れた。

「大丈夫。もう閉館だからね、問題ない問題ない」

　寛容な芦谷の言葉に助けられて鈴音はそろりと顔を上げた。途端に満面の笑みに出迎えられ、予想外のことに少しばかり面食らう。「問題ない」とは言ってもらえたが、ここまでの笑顔を向けられる理由が鈴音にはさっぱり理解できなかったからだ。一呼吸待って、自分の見間違いではないとはっきりしたところで、鈴音はおそるおそる芦谷に問いかけてみた。

「あの……どうかしましたか？」

「微笑ましいと思ってね」

　そう語る芦谷の眼差しは、本当に温かだった。

「嬉しい時は嬉しいと屈託なく表明するところも、失態に気づいた時にきちんと謝れることも」

「なあ、そう思うだろ」と芦谷に話しかけられたタイミングで、平坂が咳き込んだ。激しく、三度ばかり。

「だ、大丈夫ですか？」

「……だい、じょうぶ。唾が気管に入りかけて」

　まだ少し苦しそうな平坂に、芦谷が、これ以上はないというぐらいに気の毒そうな視線を投げる。平坂はほんの刹那拗ねたような表情を浮かべたものの、「それよりも」と机上のリストを指さした。

「少々気になることがあるんですが」

「なんだ？」

「まず確認しておきたいんですが、他に芦谷さんの知っている話はありますか？」

「いいや。今話した分しか知らないよ」

　なるほど、と小さく頷いて、それから平坂は話し始めた。

「七つの不思議がこれで決まったフィックスしたとして、どうして鏡ネタがダブってるんでしょうか。変じゃないですか？」

「単に不思議を七つカウントしただけだったら、ダブることもあるんじゃないですか？」

　平坂の疑問をこそ疑問に思って、鈴音が問う。即座に「そうなんだよな……」との苦渋の声が平坂自身から絞り出された。

「解ってる。理屈の上ではそうなんだろうけど、でも、なんていうか、すわりが悪いっていうか、思っていたのと違うというか、……他の五つがバラエティに富んでいるから、つい期待しすぎたかな……」

　と、その時、鈴音と平坂の背後、カウンターのある方角から女性の声が投げかけられた。

「芦谷さん、それ、いつまでかかりますか？」

　鈴音達が振り返ると、三十代後半から四十歳ぐらいの女性職員がカウンター奥の司書室から顔を覗かせていた。その肩越しに見える窓の外は、既に宵の薄闇に沈んでいる。

「ああ、もう終わるところだよ」と応えた芦谷が、間を置かずに「そうだ」と両手を打った。

「ついでだから木き田ださんにも一応訊いておこうか。おおい、木田さん、木田さんは大学七不思議ってのを聞いたことあるかい？」

「七不思議？」

　木田と呼ばれた職員は怪訝そうな表情を浮かべ、恐こわ々ごわ鈴音達のほうへと近づいてきた。閉館時間を過ぎてなお学生と真剣な表情で話し込んでいる同僚の口から、突然オカルトめいた言葉が飛び出してくれば、戸惑いもするだろう、と鈴音は内心で苦笑を漏らした。

「七不思議って……もしかしてあのオブジェがゴロゴロ転がるという話ですか？」

　おずおず問いかけてくる木田に、芦谷が「そうそう」と頬を緩める。

「今年のもみじ祭に、七不思議ネタでスタンプラリーをするらしいよ。どういった不思議が存在するのかの聞き取り調査に付き合ってるんだ」

「なんだ、そういうことですか」

　ホッと溜め息を吐きだす木田に、鈴音は七不思議の──そう、正真正銘「七」不思議の──リストを手渡した。木田は先ほどまでの及び腰から一転して、実に興味深げに紙面に目を走らせる。

「へぇー。そうかー。懐かしいわねー」

「懐かしい？」

　鈴音と平坂が同時に同様に聞き返す。木田はなにやら嬉しそうにふふふと笑って、少し勿体ぶった調子で両手を腰に当てた。

「実はね、もう三十年……いえ、今年が二〇一九年だから二十九年前ね。私もお手伝いをしたことがあるのよ」

「九〇年といえば、木田さんがここに来たあたりではなかったかな」

「ええ、就職一年目でした」

　大卒だと仮定して現役合格留年ダブりなしで計算しても、木田は現在五十一歳ということになる。暗算を終えた鈴音は横目でそっと木田を見やった。鈴音の母も年齢より若く見られるほうだが、そんな母よりも木田が年上だとはとても思えない。他人を見た目で判断してはいけないな、と鈴音は密かに頷いた。それはさておき見た目は大事だな、とも。

「お手伝い、って、大祭の企画をですか？」

　平坂の質問に対し、木田は驚くべき答えを返してきた。

「そう。七不思議スタンプラリー」

「ええっ！」

　きれいに重なった声は三人分。予想もしていなかった展開に、鈴音も平坂も、そして芦谷も、口をぽかんとあけて木田を見上げる。

　木田は再度ふふふと、今度は得意そうに笑った。

　二十九年も昔に自分達と同じことを考えた人間がいたと知り、鈴音はなんだか不思議な気分になった。歴史は繰り返す、と表現するのは少し大袈裟かもしれないけれど、今まさに自分は長い時の流れの中に立っているのだ、なんて思いが湧き上がってくる。そして同時に、自分達が取り扱おうとしている「七不思議」が何十年も語り継がれてきた由緒正しいものであるということを、鈴音は素直に喜んだ。

「二十九年前にも七不思議ってあったんですね！」

「ええ。まさしく二十九年前から」

　なにか引っかかる言い方だな、と鈴音が思う間もなく、平坂が疑問を口にする。

「それ以前には存在しなかった、ということですか」

「ご名答」

　鈴音も芦谷も思わず驚きの声を上げていた。ただ一人、平坂だけが挑戦的な瞳を木田に向ける。

「当時の大祭実行委員が作った、ってことですか。七不思議を」

「実行委員じゃなくて、とあるサークルがね。毎年、大祭で活動発表を展示していたけれど、見に来る人があまりにも少ないものだから、人集めにスタンプラリーをしよう、ってなったらしいのよ。チェックポイントを全部まわれば景品が貰える、景品の受け取りはその展示会場で、という企画を考えた、ってわけ」

「その題材に、七不思議をでっち上げた、と」

「そう」

　鈴音が固唾を呑んで見守る中、平坂は冷静に問いを重ねていく。

「本当に『でっち上げ』なんですか？　それとも、もともとあった話を元にした、とか」

「うーん、私が見てた限りは、見事に『でっち上げ』だったわね。『夜中に動くべき銅像がないぞ』『じゃあ、あのオブジェが転がるってのはどうだ』『それなら、チェックポイントには黄金の像を置かなきゃな』なんてふうに、ノリノリで」

　そこで黄金の像が出てくるということは、やはり元ネタは冒険家考古学者が主役のあのハリウッド映画なのだろう。

「どうしてまた木田さんがそれを手伝うことに？」

　芦谷が当然の疑問を口にする。

　木田が得意そうに口角を上げた。

「図書室をよく使っていた子から、スタンプラリーの台紙の原稿をパソコンで作りたい、って相談を受けたんです。あの頃はパソコンもまだそんなに普及してませんでしたし、ワープロソフトもとても高価でしたし。それで、ここのパソコンを使わせてあげたんです」

　ああ、なるほど、と芦谷がしみじみと頷いた。再度噛みしめるように「なるほどなあ」と息を吐いて、好奇心溢れる視線を木田に向けた。

「それにしても『七不思議でっち上げ』とは、なかなか大胆な子らですね。どこのサークルだったんですか？」

「工作研究部よ」

　悪戯っぽい笑みとともに飛び出してきたのは、まさかの名前だった。

　鈴音が反射的に傍らを振り返る。芦谷も「おやおや」と平坂に視線をやる。

　今度は木田が面食らった表情になった。

「え？　君、もしかして工作部なの？」

「はい」

　静かに首肯する平坂を見て、木田は目元を緩ませた。

「あら、本当に奇遇ね。大先輩の仕掛けたゲームを、二十九年経って後輩が成し遂げるとは、なかなかドラマティックね……」

　感慨深そうに目を伏せる木田に対し、芦谷が注釈を差し挟む。

「あ、それが、今回企画の相談に来たのは大祭実行委員の彼女で、彼はそのお手伝いだそうなんだよ」

　途端に木田が軽くふき出した。

「あの時もいたわねー、他の部活やサークルに助っ人を頼まれて飛びまわってる工作部員が。『工作』研究部、っていうだけあって、色んな意味で器用な子が多かったみたいでね」

　それはまさしく、先ほど鈴音が聞いた現在の工作研究部の印象と重なるものだった。へー、ほー、と感心した声を漏らす鈴音に、木田は心底楽しそうに微笑んで語り続ける。

「木彫りをしている子とか、模型を作っている子とか、機械を修理する子とか、同じ部活なのにてんでバラバラでね。七不思議を作っている時も、それはもう見事に全員が無軌道に話を脱線させて、でも、不思議なことにいつの間にか話がまとまっててね……」

　ついと遠くを見やった木田の目には、きっと今、二十九年前の景色が映っているのだろう。

「真面目なことをするにも全力で、ふざける時も全力で。あれが『青春』ってものなのね……。見てるだけで目が眩みそうだったわ」

　木田の言葉を通して、その当時の工作研究部員達の息遣いが聞こえてくるようだ。過去を懐かしむ彼女の瞳が、きらきら輝いて見えた。




　芦谷と木田に丁重にお礼を言って、鈴音達は図書室を辞した。

　時刻は十九時半、西方の空に残るおぼろかな余光の中に三日月がぽつんと浮かんでいる。茜を追い立て押し寄せる藍が、少しずつ夜の闇に置き換えられてゆく。

　想像以上の収穫を得て、鈴音の気持ちはすっかり高揚していた。とにかく一旦落ち着いて、そして頭の中にとりあえず放り込んでおいたあれこれをあらためて整理しなければ、と考えていると、平坂が若干心ここにあらずな様子で鈴音を呼び止めた。

「塚原さん、今から少しだけ時間とれる？」

　そういえば木田の思い出話の途中から、平坂の口数はぐっと少なくなっていた。おそらくあの疑問点について考え込んでいたのだろう。鈴音も平坂の意見を聞いてみたいと思っていたから、彼の申し出は願ってもないことだった。

　二つ返事で首を縦に振る鈴音を、平坂は大学を出て少し行った所にあるファーストフード店へと誘いざなった。昨日のように部室を使わないのだろうかと鈴音が不思議に思っていたら、心を読みでもしたか平坂が「部室だと余計な邪魔が入りそうだから」と苦笑を浮かべる。なるほど噂のレイちゃんか、と鈴音は胸の内で呟いた。

　二人とも家で晩御飯が待っているためコーヒーのみを注文し、一番奥まった席に差し向かいで腰をおろす。平坂はブラックで、鈴音は砂糖とミルクを入れて、息で冷ましながらそっと一口、芳しい苦味にホッと一息ついてから、二人は「さて」と居住まいを正した。

「昔話のせいでなんだかうやむやになってしまったけど、でも、どうしても気になることがあってね」

「鏡ネタがダブっていることですね」

　鈴音が相槌を打てば、即座に平坂が頷いた。

「何故、彼らは鏡ネタをダブらせてしまったんだろうか」

　先刻、図書室で平坂が同じ疑問を口にした時点では、まだ七不思議がでっち上げられたものだとは分かっていなかった。だから鈴音も、口火を切った平坂自身も、「不思議」を七つ集めるという過程で似たようなネタが重なることもあるだろうと考えた。しかしあの時と今とでは状況がすっかり変わってしまっている。七不思議が完全な創作となると、そこには考案者の意志が存在することになるのだ。

　平坂が真剣な表情で顎に右手をやった。

「他の五つは、ホラーっぽかったり、ファンタジーっぽかったり、それぞれネタの種類にバラエティを持たせている。雰囲気だってどれも違う。あれだけ細部に凝っておいて、残った二つの枠に同じようなネタを持ってくるとか、仕事が中途半端すぎる。工作研究部の名にかけて、『らしく』ない」

「『不思議』の場所は、きちんとバラけていますけどね」

「理学部、工学部、経済学部、池、正門前、学食、文学部。確かにバラけているのはバラけているけど、でも、実はこれも気になる点の一つなんだ」

　平坂の指摘を受けて、鈴音は小さく息を呑んだ。

「……農学部が無い」

「そのとおり」

　神妙な面持ちで、平坂は話し続ける。

「ゼロから自分達で七不思議をでっち上げるとなれば、僕だったらネタをまず全ての学部に分散させる。間違いなく、絶対に」

　それは鈴音もまったく同じ思いだった。何度も大きく頷いては同意を示す。

「『実はこういう事情があって』みたいな裏話とか、部室のどこかに残ってたりしませんか？」

「それなんだけど、実はあともう一つ気になることがあってさ」

　右手の人差し指を立てながら、勿体ぶった調子で平坂が言葉を継いだ。

「木田さんはこうも言っていた。『大先輩の仕掛けたゲームを、二十九年経って後輩が成し遂げる』と」

　成し遂げる。つまり──

「──つまり、二十九年前の企画は失敗した……？」

　鈴音の反応に、平坂が満足そうに頷いた。

「七不思議は一応集まったわけだけど、これはうやむやのままにしておくべきではないと思うんだ。ていうか、気になる。ものすごく気になる」

「私もです」

　鈴音の同意を得て、平坂が「よし」と口角を上げた。

「明日もう一度、今度は木田さんに話を聞きに行こうと思う。塚原さんも付き合ってくれる？」

「勿論です！」

　新しい謎の出現を受け、鈴音の胸が早鐘を打つ。しかもその謎を平坂とともに追うことができるのだ。昂る気持ちを落ち着かせるべく、鈴音は握り締めたこぶしで胸元をそっと押さえた。








　第四章　八番目の不思議









　七不思議捜索三日目。授業が四コマ目で終わるなり鈴音は文学部二号館へと急いだ。平坂は今日は四、五コマが休講なため、現地集合ということになったのだ。

　二号館の入り口ホールで平坂と合流し、二階の図書室へ。閉館までまだ二時間半もあるからか、閲覧席や書架のそこかしこに学生の姿が散見された。二人揃ってカウンターに向かい、貸し出し業務にあたっている芦谷に平坂が声をかける。昨日の話の続きが聞きたい、とお願いすると、芦谷は快く司書室から木田を連れてきてくれた。そればかりか、自分も一緒に聞きたいのでカウンターの横で話をしてほしい、と木田に頼みさえする始末である。木田はこれ見よがしな溜め息をつくと、あきれ顔で両手を腰に当てた。

「別に話ぐらい構いませんけど、私の分も仕事をしっかりお願いしますよ」

　任せとけ、と胸を張る芦谷に苦笑を残し、木田が鈴音達のほうに向きなおった。

「七不思議の話だったら、昨日話した内容が全てなんだけど。いったい何を聞きたいの？」

　怪訝そうな木田を正面から見据えて、平坂が話し始める。彼らが業務中ということを考慮したのだろう、勿体ぶるそぶりも見せず、簡潔に。

「昨日、『大先輩の仕掛けたゲームを、二十九年経って後輩が成し遂げる』って仰いましたよね。ということは、二十九年前の企画は成功しなかったんですか？」

　その瞬間、木田が小さく息を呑んだ。

「え、ええ、そうよ。中止になったの」

「それはいったいどうしてですか？」

「あー、ええっと……ごめんなさい。もう二十九年も前のことだから、細かいことを忘れてしまってて……どうしてだったかしら……」

　木田はおろおろと視線を彷徨わせ始めた。

「嘘ぉ、ちょっと、全然思い出せない。やだわ、こんなに物憶えが悪くなるなんて、信じられない。本当に歳はとりたくないものね……」

　木田があまりにも申し訳なさそうに狼狽うろたえるものだから、なんだか鈴音も気の毒になってきた。

　しかし平坂は依然として冷静に問いを重ねてゆく。

「でも、お手伝いなさっていたのなら、どの段階で中止が決まったかぐらいは憶えていらっしゃいませんか？」

　木田は唇を一度引き結んでから、眉間に皺を寄せて考え込んだ。

「そうね……、確か大祭の一箇月前ぐらいだったかしら……」

「大学当局や実行委員会の許可が最初っからおりなかったというわけではないんですね」

「ええ。そのはず、よ」

　自信なさげに言葉を返す木田を前に、平坂は確実に足元を固めてゆく。

「しかし一箇月前に中止となると、準備が間に合わなかったとかそういう類の理由ではなさそうですね。その時の工作研究部の面々の反応はどうでした？　がっかりしていたとか、それとも仕方がな──」

「とにかく詳しいことを全然憶えてなくて。ああ、ごめんなさい、そろそろ仕事に戻らなきゃ。芦谷さんにずっとカウンター任せっ放しでしたもんね」

　平坂の語りを遮って、木田が身を翻す。「代わります」と半ば強引にカウンターの椅子から引き剥がされた芦谷が、顎をさすりながら平坂と鈴音の前にやってきた。

「今、木田さんの話を聞いていて思い出したんだが、もしかしたらクレームが来たやつじゃないかな……」

　芦谷を押し出し席に着いた木田が、勢いよく鈴音達を振り返る。何事か言いかけたものの、貸し出し希望の学生がカウンター前に立ったことで、彼女は渋々業務に戻る。

　芦谷は眉を寄せ腕組みをして、訥々と記憶を掘り返し始めた。

「内容の詳細までは知らないんだけれど、確か三十年近く前に、大祭の企画が中止になったことがあったよ。うん。そう、そうだ、スタンプラリーだった」

　鈴音と平坂は思わず互いに顔を見合わせた。

　勢い込んで、だが声量を抑えることは忘れずに、平坂が問いかける。

「クレームで企画が中止に？」

「あー、クレームというのとは少し違うかな。あの頃、断続的に構内のあちこちで改装工事が行われていてね。要請を出してきたのは、そのうちの一件を請け負っていた近場の工務店さんで、スケジュールが押しているから大祭期間中も作業をしたい、ついては当該校舎を一般客立ち入り禁止にしてくれないか、って、ことだったはずだ」

「企画提出の時には、そういう話は出てなかったんですか？」

　平坂の質問が呼び水となったか、芦谷は考え考え当時の様子を語り続けた。

「ああ。一階の内装工事はほぼ終わっていたから、チェックポイントを一階の入り口近くにすれば問題ないということだったのに、何故か急に校舎全体立ち入り禁止の一点張りだったらしくて。当時の総務の担当者が友人でね。どうやって学生に説明しよう、ってえらく困惑してたから憶えているんだ。結局、その校舎にチェックポイントが設定できないのなら企画自体をやめる、ってことになったんじゃなかったかな……」

「あのぅ、それ、校舎の中じゃなくて、外にチェックポイントを作るわけにはいかなかったんですか？」

　鈴音も疑問に思ったことを尋ねてみれば、芦谷はにっこりと笑って頷いた。

「それについては、確か毎年のスタンプラリーでも、雨天の可能性を考えて屋根のある場所にチェックポイントを設定することになっているはずだよ」

　なるほど、屋外の七不思議もあるにはあるが、ウシガエルの池の横には屋根付きの駐輪所が存在するし、オブジェは詰め所のすぐ前だ。「そのあたりの詳しいことは実行委員の上回生に訊いてごらん」と優しく言われて、鈴音は「はい」と背筋を伸ばす。

　応答が一段落つくのを見届けて、再び平坂が問いを繰り出した。

「一般客立ち入り禁止って、学生や先生とかは入っても大丈夫ってことですか？」

「大祭期間中も、研究やら何やらでそれどころじゃない人間はいるしね。ただ、一般開放となると小さい子供やお年寄りもやってくるだろうから、それでは危なくて作業ができないと考えたのだろうけど……」

「なにか気になることが？」

　歯切れの悪い芦谷の言に、平坂が即座に食らいつく。

　芦谷はこめかみを指で押さえながら、更に記憶を手繰り寄せようとした。

「その工務店さんには文学部でも色々とお世話になっていてね。社長さんが確か僕と同い年なんだけど、立ち入り禁止の話が出る直前ぐらいに学生食堂でお見かけした時は、『お祭り当日は学生気分で楽しませてもらう』って仰ってて、全然切羽詰まった感じじゃなかったんだよ。だから、突然、大祭期間中も作業をすると聞いて、少々不思議に思った記憶があってね」

「それはどこの校舎だったんですか？」

　平坂のこの問いを聞くなり、芦谷は覿面にばつの悪そうな顔になった。

「それがねえ、さっきから僕もそれを思い出そうとしてるんだけど、さすがにそこまで細かいことは憶えてなくて……。当時、構内のあちこちを順番に改装していたから……、どこだったかなあ……」

　幾度となく首をひねる芦谷に、手の空いた木田が横手から話しかけてきた。

「もう三十年も昔のことだから、憶えてなくてあたりまえですよ。校舎の中身が入れ替わってしまった所もありますし」

「そうだなあ。新しい建物も増えて構内の様子もあれから随分変わってしまっているしなあ」

　芦谷が大きく肩を落とす。木田は「仕方がないですよ」という慰めの言葉も早々に、鈴音達のほうを向いてにっこりと微笑んだ。

「さて、七不思議も全部揃ったことだし、これでリベンジできるわね。頑張ってね。楽しみにしてるわ」

　そう言って話を切り上げた木田に、平坂が、ついと人差し指を立ててみせた。

「あ、最後に一つだけいいですか」

　刑事ドラマでよく見るシーンみたいだ、と鈴音は密かにわくわくした。不謹慎だと思われないように真面目な表情を全力で保ちつつ。

　平坂はというと、まるで明日の天気を尋ねるかのごとく、いかにも事も無げに、殊更に軽い調子で問いを口にした。

「七不思議を創作するにあたって、スタンプラリーにする以上は、彼らはチェックポイントが特定の学部に偏らないようにしていたんじゃないですか？」

　なんだそんなことか、と言わんばかりに木田が構えを解く。

「勿論よ。まず各学部から一つずつ不思議を作ることから始めてたもの」

「ということは、やはりオリジナルには農学部ネタもあったんですね」

　またしても木田がハッと息を呑んだ。

「なんだって？　八番目の七不思議かい？」

　芦谷が面食らった表情で声を上げる。その矛盾した文言に、鈴音はついつい反応してしまっていた。

「八つあるなら八不思議じゃないですか？」

「七不思議、というフレーズに夢があるんじゃないか。なあ」

　なあ、と芦谷に同意を求められた平坂は目顔だけで返事をしつつ、木田への問いかけを続ける。

「農学部のネタが何か憶えていらっしゃいませんか？」

「残念ながら、全然憶えていないわ」

　きっぱりと言いきるその眼差しは、この話はこれでもう終わりだ、と明確に告げていた。




　文学部図書室を辞した鈴音と平坂は、無言のままに階段をおりた。

　時刻はそろそろ十七時になろうとしていたが、日はまだまだ高く、暗い屋内に慣れた目にはガラス扉の向こうで輝く植栽の緑が眩しすぎる。鈴音は目陰の下で更に目を細めながら、扉を押しあける平坂のあとに続いた。

　外に出るなり、平坂が勢いよく鈴音を振り返った。

「大収穫だよ！」

「まさかの八不思議目登場ですよ！」

「ああ。やはり我らが大先輩はきちんと農学部の不思議も創っていたんだ」

　そう言う平坂は、心底嬉しそうだった。相乗効果で鈴音の気持ちもどんどん盛り上がってゆく。

「こうなったら、二十九年前のオリジナル七不思議を完全復活させたいですね！」

　こぶしを握り締め気負い込む鈴音を、しかし平坂は軽く右手を挙げて押しとどめた。

「それなんだけど、まずは先輩がたのスタンプラリーが中止になった理由を調べない？」

　予想外の提案に、鈴音は遠慮も忘れて眉根を寄せる。

　平坂は、まあまあと宥めるような身振りとともに自分の考えを説明し始めた。

「オリジナルの七不思議について、当事者に一番近い場所にいたであろう木田さんが『憶えていない』と言う以上、もはや当時の部員に直接聞き込むしか方法は無いと思うんだ。その件は部室に帰ってから陽子さんにＯＢ名簿を見せてもらうとして、今は二十九年前に何があったのか、少し情報を整理したい」

　平坂の言いたいことは解ったが、二十九年前の何にそんなに引っかかっているのかが分からずに、鈴音は小さく首をひねる。

「でも、企画が中止になったのって、工事の人が『校舎内に入るな』って言ったんだから仕方がなくないですか？　小さい子供やお年寄りに万が一があったらいけないから……」

「しかし、企画が立ち上がった時点で既に一階の内装工事は終わっていて、チェックポイントの位置も配慮していたはずだった……」

　平坂の言葉は、反論というよりも独り言のようだった。

「そもそも問題のある企画だったら、大学職員である木田さんが協力するわけがない。なにより、工務店側も一度はＯＫを出している……」

「途中で事情が変わっちゃった、ってことですよね」

「まあ、予定通りに事が運ばないなんて、普通にあり得ることだけど──」

　と小さく肩をすくめた平坂は、ここで真っ直ぐに鈴音と目を合わせてきた。

「──だけど、直接企画に関与していなかった、企画の内容すら詳しく知らなかった芦谷さんが、企画が中止になった経緯についてはかなり詳細に憶えていた。つまり、それは相当印象的な──意外な──出来事だったんだ。僕には、ここに欠けた鎖の輪ミッシングリンクが存在するように思えてならない」

　確かにそうだ、と鈴音が相槌を打つと、我が意を得たりとばかりに平坂の口角が引き上げられる。

「そもそもいったいどの不思議がＮＧくらったのか、気にならない？」

「気になりますね。確かに、無茶苦茶気になります」

　前のめりで応える鈴音に、平坂は満足そうに「よし」と頷いた。

「とりあえず、これまでに手に入れた情報から、手がかりになりそうなものを抽出していこう」

「まず、校舎の一階が不思議の舞台になっているんですよね」

　木田の話を思い返しながら、鈴音がこれはと思う条件を拾ってみる。それを受けて、平坂が不思議を一つずつ上げてゆく。

「経済の大教室は一階だな」

「候補一つ目、ですね」

「文学部のは、二階に行く途中の階段の踊り場に、だったかな」

「一階というには微妙だけど二階というわけでもないから、これも候補になる、かもしれませんね」

「工学部と理学部のは、特に何階とか決まっていなかったはずだ」

「一階じゃないかもしれないし、一階かもしれない、と」

　校舎が舞台となる不思議がひととおり出揃ったところで、鈴音は大きく溜め息をついた。

「結局、どれも可能性アリ、ってことですか……」

「いや、諦めるのはまだ早い」

　肩を落とす鈴音とは対照的に、平坂は挑戦的な笑みを口の端に浮かべた。

「塚原さん、今日も時間は大丈夫だよね？　これから一度現場を見に行ってみようか。陽子さんは今日は五コマ目まであるって言ってたから、まだ一時間あるし」

　勿論鈴音は、七不思議に全力投球するために一切の予定を入れていない。「大丈夫です」と力を込めた返事を聞き、平坂が嬉しそうに破顔する。

「現場、って、どこからですか？」

「とりあえず、ここから一番近い文学部一号館に」




　文学部一号館は一年生の教養科目に使われることが多いため、鈴音には普段から馴染みの深い校舎だった。授業中ということもあって静まりかえる廊下を真っ直ぐ奥へ、件の階段の前に立つ。

　陽光差し込む踊り場を見上げると、正面の壁に四角い大きな鏡があった。これが「会いたい人の姿を映す大鏡」に違いない。

「これ、鏡を見るのに踊り場に立ち止まったら通行の邪魔だよなあ、って思ってたんですよね。なんでこんな所に鏡をつけちゃったのかな」

　首をかしげる鈴音の横で、平坂が悪戯っぽく笑む。

「それぞれの階から階段を監視するには、いい位置だよね」

「あ、映画だったかドラマだったかでそういうの見たことあります。階段をのぼってくるテロリストを警戒するシーン」

　で、結局銃撃戦になって鏡が粉々に割られるまでがお約束、などと鈴音が考えていたら、平坂が顎に手を当てながら「いや、これは……違うな……」と呟いた。

「それは、まあ、ここは日本ですし」

「いや、テロリストのことではなくて」

　ゴホン、と咳払い一つ、平坂は今しがた歩いてきた廊下を振り返った。

「実際に来てみて思ったんだけど、たぶんここのは、物言いのついた『不思議』ではないんじゃないかな……」

　自分で自分に「うん」と点てん頭とうしてから、平坂は鈴音に向きなおった。

「校舎が立ち入り禁止になる前は、工事の邪魔にならないようにチェックポイントを一階の入り口近くにしようとしていた、って芦谷さんが言ってたよね。主役の鏡がこれだけ入り口から離れているとなると、それはちょっと無理があるかな、って思うんだ」

「無理、ですか？」

「なんにも無いところから自分達で『不思議』をでっち上げるわけだからね。そんな面倒でややこしい気の遣い方をするぐらいなら、入り口近くにあるほかの物をネタにするよう不思議の内容を変更するんじゃないだろうか」

　なるほど、と鈴音は手を打った。

「つまり、問題の校舎で使われるはずだった『不思議』は、その場所を一階の入り口近くに設定しても問題のない『不思議』だった、というわけですか」

「僕はそう思う」

　平坂の推理は、鈴音にも納得のいくものだった。これは大きな手がかりになるのでは、と、即座に他の「不思議」を思い返してみる。

「経済学部の大教室って、入り口に近いですか？」

「いや、確か一番離れた場所にあったはずだ」

「ということは、『真夜中の講義』も違いますね、きっと」

　そうなれば残るは工学部と理学部の二箇所だが、この二つはともに「不思議」の起こる範囲が広すぎて、これ以上絞り込めそうにない。

「それにもしかしたら、駄目になったのは農学部の『不思議』かもしれませんよ」

　まったくだ、と平坂が悔しそうな表情で額を押さえる。

「どうします？　他の校舎も見てまわります？」

「いや、もういっそ、当時の改装の記録とかを調べたほうがいいのかもな……」

「ですね。データが無ければ推理はできない、って言いますし」

　鈴音がかの高名な探偵の台詞を引用するのを聞くや、平坂がきらりと目を輝かせた。

「確かにそのとおりだよ、ワトスン君」

　平坂に出典を理解してもらえたことが、そしてなにより彼の、相棒になぞらえての切り返しが嬉しくて、鈴音は満面の笑みとともに頷いた。




　五コマ目の終わる十八時にはまだ少し早かったが、二人は工作研究部部室へ向かうことにした。不十分な条件で不確実な考察を重ねるよりも、二十九年前の先輩がたから直接話を聞くべくさっさと陽子部長を捕まえたほうがいい、と意見が一致したのだ。

　文学部一号館を出て学生食堂の近くまで来たところで、知った声が平坂の名を呼んだ。見れば、司書の芦谷がクリアフォルダ片手に「おーい」とこちらに駆け寄ってくる。

「窓から、君達が、歩いて、いるのが、見えて。ちょうど、良かった」

　なかなか呼吸が落ち着かずもどかしそうに時折息を詰まらせながらも、芦谷はきらきらと輝く眼まなこで平坂と鈴音を交互に見やる。「どうしたんですか」「大丈夫ですか」と芦谷を気遣う二人に手振りで「問題ない」と応えて深呼吸を一つ、

「例のスタンプラリーで、使うはずだった、台紙の原稿ファイルが、残っているかも、しれないんだよ」

　そう言って芦谷はクリアフォルダを差し出した。

　そこに挟み込まれていたのは、正方形の形をしたものだった。一辺の長さは十五センチほどだろうか。シルエットは折り紙に似ているが、厚さはボール紙ほどあるようだ。芦谷がクリアフォルダを平坂に手渡した拍子に、中で紙製のカバーが少しずれ、中心部分に丸い穴があいているのが見えた。

「えっ、うちわ、……ではない、です、ね……」

　指穴のあいた紙製の丸うちわを連想して反射的に声を上げた鈴音だったが、早々に語尾が弱くなる。よく見るまでもなくうちわとは穴の位置も違えば、そもそも形から全然違う。

　芦谷が楽しそうに声を上げて笑った。

「フロッピーディスクだよ。昔のパソコンの記録媒体さ。そうかー、今の若い子は知らないかー」

「え、でも、フロッピーディスクなら見たことありますけど、こんなに薄っぺらくなかったような……。大きさももっと小さくて……」

　鈴音が指で空中に四角を描えがくのを見て、平坂が頬を緩める。

「それは、三・五インチだね。これはそれよりも古いパソコンで使われていた五インチのフロッピーディスクだよ。僕も実物を見たのは初めてかも」

「おお、流石、平坂くんは知っていたか。更に昔にはもっと大きい八インチというのもあったんだよ。五インチをそのまま拡大したようなやつがね。持ち手をつければ、サイズからしてもう立派なうちわだな」

　はっはっは、と笑ってから、「いや、今はうちわは関係なくて」と自分で自分にツッコミを入れる。

「半年前の大掃除の時に出てきたものの中に、もみじ祭と書かれたラベルのものがあったことを思い出してね。さっき見てみたら、日付も木田さんの言っていた年と合致するから、もしかしてと思って」

　芦谷の言葉どおり、カバーから露出した部分に貼られている黄ばんだラベルには、セピア色に色褪せたインクで『平成二年九月　紅葉祭』と記されていた。このディスクが使用されていた頃は、鈴音も平坂もまだこの世に生まれてきてはいないのだ。

「これはかなり期待できそうですね」

　上手くいけば、ＯＢの先輩がたにコンタクトをとる手間を省くことができるだろう。平坂の声もこれ以上はないほどに弾んでいる。大喜びする二人を前に、芦谷もとても嬉しそうだ。

「木田さんは、そんな昔のファイルなんて残っているわけがない、って随分頑固に言い張っていたけど、駄目でもともとでも構わないじゃないか」

「じゃあ、今から中身を見せてもらってもいいですか？」

　さっそく文学部二号館に向かおうとする鈴音達を、しかし芦谷は慌てて引き留めた。

「あー、それが、五インチの使えるパソコンなんてもう残っていなくてね……」

　当然といえば当然すぎる展開を受けて、鈴音の意気がしゅんと縮こまる。

　負けじと平坂が芦谷に食い下がった。

「本体は無くても、外付けのフロッピードライブとか」

「大掃除のあとに他学部など片っ端から尋ねてみたけれど、見つからなかったよ……」

「読めもしない五インチフロッピーをよく残してありましたね」

　皮肉ありげな表情で平坂が息を吐く。「まあ、そう言わずに」と芦谷が苦笑を浮かべた。

「捨てるにしても、やはり一度中身を確認しなければと思っていてね。そのうちに業者にでも頼んでやってもらおうかと考えていたんだが……」

　と、そこで芦谷は、悪戯っぽく口の端を上げると平坂の胸元を指さした。

「でも、工作研究部なら、なんとかできるんじゃないかい？」

「僕らは魔法使いじゃないんですよ」

　そう言う平坂の口元には、不敵な笑みが浮かんでいた。自信たっぷりな眼差しを目の当たりにして、鈴音の心臓が一際高く跳ね上がる。まるで本当に魔法をかけられたかのように、ドキドキが、ワクワクが、止まらない。

「ファイルを見る方法があるんですね？」

　勢い込んで尋ねる鈴音に平坂が小さく頷いた。それから彼は一転して不機嫌そうに眉間に皺を刻み、「結局こうなるのか……」と呟いた。

「確かマイコン部に、古いマシンにやたら詳しい奴がいる。──って、原田が言っていた」

　全身で溜め息をついたのち、ポケットからスマホを取り出し、また息をつく。「甚だ不本意だが、あいつに相談しよう。ものすごく不本意だが」

　芦谷が心から不思議そうに首をひねった。

「またどうしてそんなに原田くんを避けているんだい」

「事態をややこしくしたくないんですよ。昨日芦谷さんが言っていたとおり、あいつ、こういう話が大好きでしょ。いつもの調子で自分勝手に暴走してかきまわすだけかきまわしてハイ終わり、ってなるに決まってる。そもそも今回の話の主体はあくまでも塚原さんなので、あいつに好き勝手されたら困るんですよ」

　平坂が一昨日に言っていた、「オブジェ観察会で一晩バカ騒ぎをしたことで満足してしまい七不思議の調査を中途半端に切り上げてしまったノリのいい部員」が誰のことか、鈴音には分かったような気がした。

　平坂が、嘆息を幾重にも重ねつつメッセージアプリを起動する。

「それに……もしかしたら、あいつ憶えて……」

「え？　なにか言いました？」

　ぽつりと零れ落ちた言葉を、鈴音がつい受け止める。平坂は慌てて「あ、いや、なんでもない。独り言」と首を振った。

「今日は買い出しの日だからさっさと帰る、って言ってたから安心してたのに、まさか自分から呼び出す羽目になろうとは……」

　実に悔しそうにぼやきながら、平坂はメッセージを打ち込んでいく。送信し終えて「やれやれ」とおろした手の中で、間を置かずポロンと通知音が鳴った。画面をひとめ見るなり、平坂の口元に苦笑が浮かび上がる。

「すぐに部室に来るってさ」

「返事が早いねえ。彼、待ち構えていたんじゃないかい？」

「まぁ、部長から今回の話を聞いているはずなのに、積極的に絡んでこようとしなかったのは、あいつなりに気を遣っていたんだとは思ってますけどね」

　そう言う平坂の眼差しがほんの僅か緩んでいることに、鈴音は気がついた。邪魔だのなんだの、これまで散々な物言いをしていた平坂だったが、なんだかんだいって彼に信頼を置いているのだろう。飼い主とわんこという評価も相まって、鈴音はこの原田という人物に会うのがだんだん楽しみになってきた。

「ああ、僕はもう仕事に戻らなきゃ。原田くんによろしく言っておいてくれるかい」

　名残惜しそうに芦谷がきびすを返す。

「なにか分かったら教えておくれよ！」

「勿論です」

「色々ありがとうございました」

　心からの礼を言う鈴音に親指を立ててみせ、芦谷は去っていった。




　工作研究部部室で待つことしばし、ばたばたと騒々しい足音とともに一人の男子学生が部屋に飛び込んできた。身長も体格も平坂とあまり変わらぬ中肉中背の、一見ごく普通の学生だが、よく見れば鈴音と同じぐらいの長さの髪を首の後ろで括っている。これでまったくむさ苦しく見えないというのがびっくりだ。

　男子学生は扉を閉めるのもそこそこに、窓側のベンチに座る平坂に向かってなにやら得意げに話し始めた。

「ちょうど買い物を終えたところだったんだ。あそこのスーパーマーケット、木曜日は卵が安くてよ。千円以上お買い上げのお一人様一パックまで九十八円、まだ幾らか残ってたぞ。お前も要る？」

「要らない」

　平坂が冷ややかな面持ちで簡潔な一言を返す。

「来年からお前も一人暮らしするんだろ？　こういう情報はありがたーく受け取るものだぞ」

「来年になってから頼む」

　発言を二度も叩き落とされたというのに一向に気にしたふうもなく、彼はひょいと左を向いて、廊下側のベンチに座る鈴音に「どうも」と会釈を投げかけてきた。

「えっ、あっ、初めまして」

「あ、そうだな、初めましてだった。初めまして、原田嶺れいです。塚原さん、だよね？　いやー、陽子さんに話聞いてたから、なんか初めましてって感じじゃないなー」

　陽気にぐいぐい話しかけてくる様子が、同じ委員であるあの王子の印象に重なり、鈴音は僅かに顎を引いた。

「おっと、悪ぃ。初っ端から飛ばしすぎだな俺」

　途端に彼はすっと身を引くと、今度は平坂に向かって唇を尖らせた。「だってさー、お前が俺のことを避けてるって聞いたら、余計に気になるじゃん。えぇ？　なに？　お前、可愛い後輩を独り占め、って？」

「部員でもない初対面の人間を煽りの道具にするな」

「すみませんでした。調子に乗りました」

　漫才か何かのようなアップテンポな応酬の果て、彼が深々と鈴音に頭を下げる。そして屈託のない笑顔で平坂と鈴音を交互に見やった。

「ホント無茶苦茶気になってたから、こうやってお呼びがかかったのが嬉しくてさ」

「嬉しいのはもう充分に伝わってきたから、さっさと本題に入るぞ。あらためて、こちらが大祭委員の塚原さん。で、コレが原田」

「なんか俺だけ紹介が雑くない？」

「コレが原田です」

「語尾だけ丁寧にしてどうするんだよ」

　本当に漫才でもしているかのようで、鈴音はとうとうふき出してしまった。そんな鈴音を見て、二人がどこかホッとした表情で顔を見合わせる。

「さてと。平坂、ちょっとそっちにズレてくんねえ？」

　平坂の隣に腰をおろすなり、原田が一転して真面目な顔で鈴音に語りかけた。

「詳しい話を教えてくれないか」

　てっきり平坂が彼に説明するのだとばかり思っていた鈴音は、慌てて背筋をピンと伸ばした。気持ちを引き締めるとともに、先刻の学食前での平坂の言葉を思い出す。今回の話の主体はあくまでも鈴音である、ということを彼も平坂同様認識してくれているのだろうか。前評判ほど自分勝手な人ではないんだな、と鈴音はかなり安心した。

　鈴音がこの三日間の出来事を筋道立てて簡潔に、しかし要点はしっかり押さえて語り終えたところで、原田が「なるほどな」と満足そうな知り顔で頷いた。

「確かに、この中のファイルが読めたら答えが出そうだな」

　そうして平坂から受け取ったクリアフォルダを矯めつ眇めつ眺めながら「久々に見たなあ五インチディスク」と感心したように呟く。

「だが、目的のファイルが絶対にここに入っている、と決まったわけじゃないんだ。無駄足になる可能性も大いにある」

「そのあたりのことは根ね岸ぎし──あ、その例の古いマシン好ずきな奴のことな──なら大丈夫なんじゃないかな。パソコンのジャンクパーツが手に入ったから頑張って繋いでみたけど動かなかった、とかよく話してるから、作業そのものを面白がってくれるんじゃね？　知らんけど」

　関西弁の語尾につく「知らんけど」が、「おそらくこうであると推察しますが確証があるわけではないのでその旨あしからずご了承ください」というニュアンスの軽い言葉であることは鈴音も重々承知しているが、この状況で発せられると気力が削がれること甚だしい。鈴音がしゅんと身体を縮こまらせるのとほぼ同時に、平坂が隣に食ってかかる。

「『知らんけど』って保険をかけるぐらいなら最初から言うなよ」

「いや、安心させてやろうって思って……」

「安心できたように見えるか？」

「まあまあ。連絡する時にそのへんもきちんと説明するから大丈夫だって。きっと。たぶん」

「だから、語尾に余計な一言を付け加えるなって」

「んだよ、俺は根岸じゃないし超能力者エスパーでもないんだから仕方がないだろ」

　平坂に散々お調子者呼ばわりされていたわりに、変なところが生真面目というか慎重であるようだ。丁々発止と繰り出される二人のやりとりに、いつしか鈴音はすっかり目と耳を奪われてしまっている。

　と、話題が切れたと思う間もなく、突然原田が鈴音に話しかけてきた。

「ところで、塚原さんって、もしかしてお兄ちゃんがいる？」

「え？　兄を知ってるんですか？」

　驚きのあまり机ならぬ作業台の上に身を乗り出す鈴音に、原田は少し慌てた様子で両手を振った。

「あ、いや、そういうわけじゃなくて、なんとなくだけど上の兄弟がいそうだな、って思っただけなんだけど」

「確かに兄が一人いますけど、上の兄弟って言うなら何故、お姉ちゃんではなく？」

「そこは、希望的観測というかなんというか、『お兄ちゃん』って呼ぶのが似合いそうというか、呼んだら楽しそうというか」

　楽しそう？　と鈴音が首をかしげるのと同じタイミングで平坂の眉間に深い皺が寄る。

「原田ァ……お前まさか」

「やァだ怖い顔して何かしら平坂クン」

　こぶしを口元に寄せてオネエ化する原田をしばし下目にねめつけ、それから平坂は大きな大きな溜め息をついた。

「……関係のないことをごちゃごちゃ言ってないで、さっさとアポを取りつけてくれ」

「へいへい」

　と調子よく返事をして、ポケットからスマホを出して、軽やかに指を画面に滑らせて、

「あ、そうそう、お姉ちゃんつったら、平坂んとこは姉と弟なんだぜ。いやー、去年のもみじ祭はびっくりしたなあ。お前の姉ちゃん、陽子さんと同じぐらい強烈なキャラしてるっていうか、数年後の陽子さんを見ているみたいっていうか、」

「だーかーらー、話を拡散させるんじゃない」

　仲良く──と言うと平坂が全力で否定しそうだが──賑やかにかけ合いを重ねる二人に見入りながら、鈴音はあらためて心の底から合点していた。平坂が言っていた「あいつが来るとややこしくなる」というのはこれかあ、と。

　マイコン部の根岸氏との間でメッセージを往復させること数度、原田が朗らかに「明日の五コマ以降ならいつでもいいってさ」と顔を上げた。「古いフロッピーならデータが壊れてる可能性もあるから、そっちこそ収穫が無くてもガッカリしないでくれ、だって」

「ありがたい」

「ありがとうございます」

　根岸の返信を待つ間も平坂と原田は相変わらずな軽口を叩きあっていたが、鈴音はといえば途中から明らかに気がそぞろになってしまっていた。快い返答を得られたことで、ようやくホッと安堵の息をつく。

　気がつけば部屋の中は煌めく光に満たされていた。西日こそ直接室内に差し込んできてはいないが、レースのカーテン越しに見える空は、まったき朱あか。手前にある建物の影さえも、夕焼けの中に溶けだしているように見える。壁の時計は十八時四十分。そろそろ日没だ。

　鈴音が眩しさに目をしょぼしょぼさせていると、平坂が立ち上がって厚手のカーテンに手をかけた。そのまま閉めるのかと思いきや、しばし手を止め微かに首をかしげ、だが結局涼しい顔でカーテンを閉める。

「それにしても、陽子さん遅いな……」

　平坂の呟きを聞きつけ、原田が眉を上げた。

「約束してたんか？」

「いや、そういうわけではないけど、昼過ぎにここに顔を出した時に、『今日は五コマまでだ』って言ってたから」

「んじゃ、本人に訊いてみればいいんじゃね？」

　言うが早いか、原田はスマホを操作し始めた。ややあって通知音とともにスマホが震え、原田が「ほーん」と気の抜けた声を漏らす。

「今日は用事があってもう来ない、ってさ」

　軽い口ぶりの原田とは対照的に、平坂はほんの一瞬唇に力を込めてから「サンキュ」と一言を返す。

　原田が、なにかを察した表情になった。

「お前さ、そういうとこ意外と受け身だよな。肝心なところで『待ち』の体勢になるというか。気になることがあるなら、自分から動けばいいんだよ」

「全人類がお前のように能天気を装備していると思うなよ」

「誰が、能天気で考え無しのお馬鹿だ」

「お前が」

「ちょ、待て、そこは『そこまでは言ってない』って返すところだろ」

「手間が省けた。ありがとう」

　本当に仲がいいんだなあ。そうにこにこしながら鈴音は二人のやりとりを眺め続けた。




　平坂と鈴音が部室を出た時には、辺りはすっかり宵闇に包まれていた。西の遠くに微かに残った紅色が、街並みを薄っすらと縁取っている。

「騒々しくて悪かったね」

　平坂が申し訳なさそうに口を開く。鈴音は咄嗟に勢いよく首を横に振った。

「いえ、楽しかったです！」

「ああ、うん、それならよかった」

　安心したような溜め息とともに平坂の目元がそっと緩んだ。

「あいつもだけど、つられて僕も騒がしくしてしまってたからなあ」

「原田さんはいつもあんな感じに……、朗らか、なんですか？」

「今、言葉を選んだね？」

　悪戯っぽい表情で平坂が指摘する。いつもの余裕が復活してきたかに見えて、しかしすぐに彼はその眼差しを僅かに翳らせた。

「あいつの辞書には人見知りなんて言葉はなさそうだからね……」

　そう言う平坂の様子は、若干寂しそうに──いや、羨ましそうに──感じられた。鈴音は少し考えてから、自分の素直な感想を思いきって話すことにした。

「原田さんとお話しするのも楽しかったですけど、平坂さんって、すごく落ち着いている印象が強いのに、慌てたり不貞腐れたりもするんだなあ、ってなんかほのぼのしました」

「ほのぼの!?」

「はい」

　素っ頓狂な声を上げた平坂が可笑しくて、鈴音は笑顔のまま返事をする。

　平坂は二度三度とまばたきを繰り返し、ふ、と面映ゆそうな笑みを浮かべた。

「……ちょっと判断に悩むコメントだけど、でもなんだか嬉しいよ。ありがとう」

　部室での喧噪が嘘のように、穏やかな時間が二人の間を流れる。

　と、校門までの近道である植栽の中の小径の前まで来たところで、平坂が小声で「こっちだ」と別の道を指し示した。

「え」

　平坂の進む先は街灯も立つ見通しの良い広い通りだが、若干遠回りになってしまう。一昨日は近道を通って帰ったのに、と鈴音が首をかしげていると、平坂が一息に身を寄せてきた。

「そのままで聞いて。誰かがつけてくる」

「えっ？」

　反射的に後ろを見ようとしかけた鈴音の腕を、平坂がグイっと引っ張った。

「だから、振り返らないで」

　未だかつてなく、平坂の声が近い。掴まれた腕に彼の手のひらの熱が伝わってくる。暴れ始めた心臓に言語中枢を乗っ取られてしまったようで、鈴音は返事をすることができないまま小刻みに何度も頷いた。

　平坂が鈴音の腕からそっと手を放した。

「文化部棟を出た時に、こちらを窺っているような人影があったんだ。とりあえず、このまま気がついていないフリをして様子を見よう」

　鈴音が歩きながらも全身を耳にして背後の様子を探ってみれば、なるほど確かに何者かの足音が、つかず離れずの位置を保って二人と同じ方向を目指しているようだ。

「偶然、ってことはないですか？」

「普通に考えたらそうだろうね。でも、部室のカーテンを閉める際にも木の陰に誰かが立っているような気がしたんだ。とりあえず警戒しておくのに越したことはないかな……」

　時刻は十九時過ぎ、暗くなったとはいえ構内の大通りにはそこそこ人の行き来がある。二人が正門を出る頃には、背後の足音はすっかり聞こえなくなってしまっていた。駅までの道も人通りが絶えることなく、鈴音と平坂は何事もなく駅に到着することができた。

「おそらくもう何も心配はないと思うけど、気をつけて帰ってね。なんなら駅まで家の人に迎えに来てもらうとかさ」

「はい。今日も色々ありがとうございました」

　乗り換えの駅で平坂と別れるなり、鈴音は両手で胸を押さえた。意識しないように必死で頑張っていたが、もうずっと心臓が高鳴りっぱなしだったのだ。

　すっかり汗ばんでしまっている手のひらを洗おうと駅のトイレに入った鈴音は、鏡に映った自分の顔が赤くなっているのを見て恥ずかしさから頭を抱えそうになった。あまり日に焼けていないこともあって紅潮が目立つのは仕方がないにしても、これではまるで風邪でもひいて発熱しているようである。

　もしやそれで平坂はあんなに鈴音のことを心配していたのかもしれない。彼に必要以上に気遣わせてしまったことで、鈴音はしょんぼりと肩を落とした。それから、そっと自分の左腕を触った。

　あの温かい手のひらの感触が、まだここに残っている。至近距離で聞いた平坂の囁くような声音が思い出され、鈴音の鼓動が再び激しく暴れだす。鏡の中の顔がより一層真っ赤になった。








　第五章　マイコン部の魔法使い









　五コマ目が終わるや否や鈴音は工作研究部の部室へとやってきた。ここで平坂と落ち合ってから、マイコン部にフロッピーディスクを解析してもらいに行く約束なのだ。

　部室では陽子部長が本を読んでいた。平坂か原田から今日の話を聞いていたのだろう、鈴音に「荷物をここに置いておけばいいよ」と言ってくれる。その言葉に甘えて鈴音が鞄から筆記用具とレポート用紙とスマホを取り出していると、賑やかな足音が廊下の向こうから聞こえてきた。ほどなく扉が開いて「ちわーっす」「こんにちは」と原田と平坂が部屋に入ってくる。

「あとで結果を教えてくれよ」と原田。

「健闘を祈る」とこれは陽子部長。

　二人の声援を背に、平坂がフロッピーの入ったクリアフォルダを鞄から出した。

「じゃあ、二十九年前の先輩に会いに行こうか」

　平坂の瞳が凛とした光を放っている。鈴音も負けじと力強く「はい」と頷いた。




　目指すマイコン部の部室は、文化部棟の三階にあった。建物入り口の横にある狭い階段をのぼり、「マイコン部」というプレートを掲げた扉の前に立つ。平坂がノックをすると、すぐに「どうぞー」という声が中から聞こえてきた。

　平坂が扉をあけた途端、左右の壁を天井まで塞ぐ頑丈なアングル棚が鈴音の目に飛び込んできた。向かって左手の棚の前面には本やゲームソフトが隙間なく並び、その奥には箱だの箱状の物だのがみっしりと詰まっている。右手の棚にはよく見れば事務机が三つ並んで嵌め込まれていて、どうやらこれは机の上のスペースを有効活用するための棚らしい。背の高い人間だとうっかり頭をぶつけてしまいそうな棚板の上には、これまたさまざまな大きさの箱やら何やらが積み上げられていた。

　正面の腰高窓の前にも事務机が、左側の棚の前にも折り畳み式の簡易机があり、全ての机上にパソコンや大小さまざまなモニタがひしめき合っている。ゲーム制作やプログラミング、ＤＴＭデスクトップミュージックやＣＧコンピュータグラフィックスなどパソコンを使っての創作活動に勤しむ部活に相応しい設備の数々に、鈴音はひたすら感心するばかりだ。

「工作研究部の平坂といいますが、根岸さんは……」

「根岸でいいよ」

　折り畳み机に向かっていた、眼鏡をかけたひょろっと背の高い男子学生がそう答えて右手を挙げた。「狭い所だけど、まあ上がって上がって」

　工作研究部の部室とは違い、この部屋は靴を脱いで入るようになっていた。半畳もない狭い三和土たたきに靴を揃え、「お邪魔します」とカーペットを踏みしめる。窓際のパソコンに向かっていた女子学生、床に座って携帯ゲーム機を操作していた男子学生、と順に会釈を交わし、平坂と鈴音は根岸の傍に寄った。

　机の上には、薄クリーム色の古めかしいパソコン一式が鎮座ましましていた。鈴音も昔に科学館の「パソコンの歴史」という展示で見たことのある、幅が四十センチ超、高さ十五センチほどの平たい箱状の本体とブラウン管のモニタのセットである。他の机とは違ってすっきり片付いた机上を見る限り、この机は鈴音達の来訪に合わせて用意されたものなのだろう。見れば棚の横には他にも折り畳み式の机が幾つか立てかけられている。鈴音は神妙な顔で「お手数をかけます」と根岸に頭を下げた。

「話はざっくりと原田から聞いてるから。三十年前に大学で使ってた、ってなると、たぶんキューハチだと思うんだけど、もしもペケロッパだったらちょっと手間かかるかも。あと、データが壊れてた時は諦めて」

「こちらこそ、中身が空だったりしたら本当に申し訳ない」

「まあ、それは実際に中を見てみないと分からないわけだし」

　平坂からフロッピーを受け取った根岸は、心持ち楽しそうにモニタと本体の電源を入れた。

　ピポッと可愛らしい音が鳴り、黒い画面の一番上に、なにやら短い英文が現れる。根岸がリターンキーを押すと文字列は五行に増え、最後の「ＯＫ」の文字の横でカーソルが点滅した。

　次に根岸は、本体前面に「ニ」の字に並ぶスリットの上側、「１」と書いてあるほうにフロッピーを入れて、封をするようにレバーを下げた。キーを叩く音が三回、更に四回。今度は日本語も交えたメッセージが表示される。どうやら彼が今行った作業は、フロッピードライブの中身を一覧するためのものだったようだ。

「このファイルかな？」

　根岸が指さした場所には「７ＦＵＳＨＩＧＩ　ＪＸＷ」という文字列があった。

「ななふしぎ」

　平坂と鈴音の声が重なる。

　右手を口元にやり「本当にあったよ……」と呟く平坂の横で、鈴音が「そうです、そのファイルです」と勢い込む。

「ＪＸＷならあのソフトだな」

　マシンの横に置いてあった箱には、何枚ものフロッピーディスクが入っていた。根岸はその中から一枚を取り出し、七不思議フロッピーと入れ替える。本体下部のリセットボタンを押すと画面が暗転し、また上から順に英文が流れていく。先ほどとは違い今度は「ただいま読み込み中」との日本語が現れ、やがて画面中央に鈴音も名前を聞いたことがあるワープロソフトのロゴが表示された。

　根岸は黙々と作業を続けた。七不思議のフロッピーを「２」のスリットに入れ、エスケープキーを押してメニューを表示し、「ファイル操作」を選択し……。

「あ、そうか、この頃のマシンにはまだマウスは無いのか……」

　矢印キーと数字キーを駆使する根岸を見て、平坂が独りごちる。即座に根岸が勢いよく平坂を振り返った。

「あるよ。あるんだけど、ちょっと調子が悪くて今は外してる。接触が悪いみたいで、自分で直すか、またそっちに修理を頼むか……」と、再び画面に向きなおり、ファイルの読み込み作業を続ける。「まあ、言うてウィンドウズが出るまでのＤＯＳ／Ｖドスブイマシンではマウスってそこまで重要ではないしね。マッキントッシュならともかく」

　そう言う根岸の語りはとても早口で、そして熱が籠もっていた。鈴音には根岸の話す内容がさっぱり解らなかったが、彼が古いパソコン達に抱いだいている並々ならぬ思い入れはひしひしと伝わってきた。それに、ドスブイとかマッキントッシュとか、まるで呪文みたいではないか。そう、芦谷が期待した魔法使いが、ここにいる。

　スリットのパイロットランプが点滅し、フロッピードライブからカチャカチャカチャと音が鳴る。次の瞬間、画面に『七不思議スタンプラリー』というイタリック体のタイトル文字が表示された。

「出た……!!」

　鈴音と平坂の口から押し殺しきれなかった声が漏れ出いでた。

　タイトルのすぐ下には、『大学内の、不思議の起こる場所を探して、スタンプを押そう！』という文字列が見えた。『景品が貰えるよ！』との煽り文句もある。

　その下、線で区切られた八つのスペースはスタンプを押してもらう場所だろう。景品引換所に一マス、あとの七マスには各チェックポイントの概要が並んでいた。

『夜中の校舎内を永遠に走り続ける影』

『深夜の大教室から聞こえる講義の声』

『一番会いたい人の姿を映し出す大鏡』

『お母さんを探してさまよい歩く迷子』

『通る者を池の中に引きずり込む大蛙』

『真夜中の構内を転がる球形オブジェ』

　そして最後の一つが、

『雨天に廊下の壁に現れる人型の染み』

「これだ！」

　鈴音も平坂も、今度ばかりは思わず声を上げていた。ハイタッチを交わすことだけは、辛うじて我慢したけれども。

　すぐ後ろで「へー」と感心したような声が聞こえて振り返ると、部室にいた残る二人が興味津々といった表情で鈴音の肩越しに画面を覗き込んでいた。

「コレ実際に動いてるとこ、初めて見たかも」

「俺も。ていうか大蛙ヤバいわー。一回拝んでみたいわー」

「このネタでゲーム作れそうだよね」

「ホラー系ＲＰＧロールプレイングゲームとか？」

「あー、ありあり。次の部会でネタ出してみるか？」

　根岸も部員達の会話に参加しつつ、矢印キーを使って文書をどんどんスクロールさせていく。ほどなく、八つのスタンプ枠の下に記された各不思議の詳細が姿を現した。三日前に平坂が語ってくれた内容と殆ど同じものだったが、鈴音は念のために画面写真を撮影した。先刻の概要部分も写真に収めたところで、根岸が「もういい？」と尋ねてくる。

「はい、もう大丈夫です。ありがとうございます」

「じゃあ、『終了』っと」

「待って待って、私も写真に撮るから待って」

　女子学生が嬉々としてスマホを構える。

　ふと気配を感じて鈴音が傍らを振り返れば、愉快そうに笑みを浮かべている平坂と目が合った。

　鈴音も浮き立つ心地のまま、にぃっと口角を上げた。




　心からの感謝の言葉とともに二人はマイコン部を辞した。工作研究部の部室に戻って、約束どおり原田達に調査結果を報告する。先ほど鈴音が撮った画面写真を、食い入るように見つめる原田と陽子部長を横目で見ながら、平坂が「さて」と両手を打った。

「かくしてオリジナルの七不思議が判明したわけだけど……」

　勿体つけた平坂の前口上に続けて全員が、疑問点を口にする。

「何故、『農学部の壁の染み』が消えたのか」

　皆の声が見事に揃ったことに鈴音が感嘆している横で、原田が「うーむ」と顎をさすった。

「このラインナップの中で最も一階の入り口近くにチェックポイントを作り易いのは、壁の染みだな」

「確かに、走る影も迷子も入り口すぐにチェックポイントを置くのはイマイチかな……」

　原田に同意する平坂に、鈴音もまた、同じく、と手を挙げる。

「私もそう思います。もしも私だったら、参加者にチェックポイントを探してもらう時に、七不思議をなぞるように、ぐるぐる走ってる感や彷徨ってる感を演出したいかな、って……」

「企画者の視点か」と陽子部長が楽しそうに呟いた。

「なるほど」と原田が大仰な振りで頷く。

　平坂がクリアフォルダを手に立ち上がった。

「とりあえずフロッピーを返しに行こうか塚原さん。更なる考察はそのあとだ」

「はい！」




　日没を迎えたばかりだというのに、西の空を覆う雲のせいで辺りはすっかり薄闇に包まれてしまっていた。頭上を流れるおぼろ雲だけが、残照を仄かに映している。

　閉館間際の文学部図書室に滑り込んだ平坂と鈴音は、カウンターにいた芦谷に何度も礼を言ってフロッピーディスクを返却した。

「農学部は壁の染みか！　なるほど、なるほど。こうやって一覧すると、つくづく上手く考えたもんだと思うなあ」

　鈴音が撮影した画面写真を見ながら、芦谷が唸る。「この時代のワープロソフトって、あまり自由にレイアウトできなかったんだよね。木田さんの腕前か当時の工作部員の頑張りか、大したものじゃないか」

　お見事、お見事、と何度も繰り返す芦谷を前に、鈴音と平坂は目配せを交わし合った。いざ平坂が、代表して質問を投げかける。

「企画中止のきっかけになった工事なんですが、それはもしや農学部ではなかったですか？」

「うーん、どうだろう。あれからも時々思い出そうと頑張ってみたんだが、どうにもまったく憶えていなくてね。もしかしたらそこまで具体的な話を聞かなかったのかもしれないなあ、と……」

　申し訳なさそうに、悔しそうに、芦谷が顔を歪ませる。思わず鈴音は「直接関わっておられなかったのだから、仕方がないですよ」と言葉を添えた。

「それは確かにそうなんだがね、やっぱり残念に思わずにはいられないよ」

　大きく息をつく芦谷に、平坂も「まあまあ」と慰めを入れる。それから一呼吸の間をおいて次なる問いを口にした。

「では、農学部の校舎はどこをどう改装したか憶えていらっしゃいますか？」

　ふむ、と顎に手を当てて考え込みながら、芦谷は訥々と記憶を辿っていく。

「そうだな、あの頃なら、どこの校舎も内外の壁の塗り替えをしていたね。耐震補強……は阪神淡路のあとだから、この時ではないな。バリアフリー工事……と言っても、あの当時のは玄関ステップにスロープをつけるとかそういうレベルの話だけれど……」

　と、そこでポンと手を打って、

「あ、そうだ、農学部もゴミ集積所を撤去していたんじゃないかな。大昔は今ほどゴミの分別が細かくなくて、校舎の横手にごちゃっとゴミを溜めてたんだけれど、あの時分には既に勝手が悪くて使われなくなっていてね。文学部でも壁の塗り替えのついでに取っ払っちゃったんだったな」

「壁の塗り替えと、スロープと、ゴミ集積場、ですか」

「うん、そうだ。だいたいどこもそういう感じだったと思う」

　今度は心持ち得意げに芦谷が頷く。

「他にまだ訊きたいことはあるかい？」

「今のところは、これで充分です」

　君は？　との平坂の目配せに、鈴音は小さく首を横に振った。それを受けて平坂が姿勢を正して礼をする。

「色々と力になってくださり、ありがとうございました」

「なあに、僕も楽しませてもらったよ。原田くんにもよろしくな」

　鈴音も深々と頭を下げた。

「本当に助かりました。これで無事スタンプラリーができそうです。ありがとうございます」

「頑張ってね」

「はい！」

　激励の言葉に背中を押されきびすを返したその瞬間、平坂がなにか思い出したように芦谷を振り返った。

「そういえば木田さんは？」

「司書室にいるはずだよ。呼んでこようか？」

　あけっ放しの扉の向こうを見やる芦谷を、平坂が「いえ、それには及びませんよ」と押しとどめた。「貴重なお話を聞かせてくださってありがとうございました、と伝えておいてもらえますか？」

「ふむ。まあ、今電話中みたいだしね。きちんと伝えておくよ」

　見れば、向こうの端の窓際で木田がスマホを耳に当てていた。窓の外は薄墨に染まり、木田の着るカーディガンが保護色のようになっている。

「スタンプラリー、楽しみにしてるよ」

　満面の笑みに見送られて、二人は図書室をあとにした。




　時刻は十九時をまわったばかりだが、辺りはすっかり宵闇に包まれていた。半分には少し満たない月が、暈を纏って薄曇りの空に浮かんでいる。

　道の先では学生食堂が煌々とした明かりを振りまいていて、そのせいか余計に足元にわだかまる闇が深く見える。鈴音達は普段よりもゆっくりとした歩調で、文化部棟に向かって歩いていた。

「一回生の時に、大学七不思議というのがあるらしい、って小耳に挟んで、面白そうだから原田と二人で手分けして結構あちこちに訊きまわったんだよ。部で修理依頼を受けるたびに、ついでに七不思議についても訊いてみたり。そうやって入手した不思議が五つ。欠けてたのは農学部と文学部だった」

　文学部二号館を出てからというもの、二人は、部室で上がっていた疑問「何故、『農学部の壁の染み』が消えたのか」について語り合っていた。

「塚原さんが聞き込んだ八番目の『学食の鏡』は、僕らには聞こえてこなかったわけだけど、それが七不思議の一つとして別口で語り継がれていたとすると、『文学部の鏡』はネタが被ってる分インパクトが弱くなってしまってて、僕らでは拾いきれなかった可能性がある」

「実行委員でも『文学部の鏡』は見つけられませんでしたもん。これ、きっと、鏡ネタを二つ聞いた人が、一方が一方の聞き間違いだったと思っちゃったんじゃないでしょうか」

　二人は顔を見合わせて、互いに深く頷き合う。

「でも、農学部のあのネタが、ここまできれいさっぱり消えてしまったことが、どうしても腑に落ちない」

「ですよね……。私も納得いきません」

　壁の染みだったり天井の木目だったり、そういう偶然の模様に意味を見出した経験は鈴音にもあるし、テレビの心霊写真特集でも、ちょっとした影や服の皺を幽霊と主張するものは少なくない。壁に人型の染みが浮き上がる、なんて、一度聞けばそうそう忘れられるものではないだろう。平坂に全面的に同意した上で、敢えて鈴音は考えをまとめるために反論を試みた。

「えーと、例えば、改装工事で壁がきれいになったから噂が定着しなかった、とかどうでしょう」

「雨の日に染みが浮き出るってことだから、元の壁がきれいかどうかはあまり関係ないんじゃないかな」

「そうは言ってもこの手のネタは、壁が薄汚れているほうが盛り上がりますよね」

「まあね。でもイマイチ理由としては弱いような……」

　確かに平坂の言うとおりだ。鈴音は思いつくままに次の理由を口にする。

「じゃあ、『農学部の壁の染み』が消えちゃったのは、『学食の鏡』が現れたからだ、とか」

「え？」

　平坂が怪訝そうに眉根を寄せるのを見て、鈴音は慌てて説明をつけ足した。

「だって、『七』不思議なんだから、一つ増えたら一つ減らさなきゃならないじゃないですか。それで、『学食の鏡』と入れ替わるような感じで、運悪く『農学部の壁の染み』が押し出されちゃったとか……」

　昨日芦谷は、「七不思議というフレーズに夢がある」と言っていた。「七」という数にこだわるならば、新しい「不思議」が発生することによって「不思議」の入れ替わりが起こることもあり得るだろう。

「いや、それはどうだろう。不思議の数が七つになるよう意図的に調整するとなると、もう一つの鏡ネタが代わりに押し出されるんじゃないかな」

「やっぱり、そうですよねー」

　鈴音自身、無理のある理由だとは思っていただけに、ただ苦笑を浮かべるしかできない。

　だが平坂は「いや、待てよ」と突然足を止めた。

「七不思議の数だけでなく、内容も意図的に調整すればいいのか」

　鈴音を振り返った平坂の顔が、学生食堂からの光を背に受け影に沈む。だがその瞳はまるで一等星のように輝いて見えた。つられて鈴音も心躍らせながら──しかし可能な限り冷静さを意識しながら──平坂に質問を投げかける。

「何者かが、敢えて『農学部の壁の染み』を削って、ダブりの鏡ネタを選んだというんですか？」

「そう、敢えて。だって、壁の染みのほうが絶対ウケが良さそうだと思うんだよ。古くはポーの『黒猫』とかあるしね。ネタかぶりな鏡に喰われてしまうような、つまらないネタとはとても思えない」

「八つの不思議を聞いたとして、確かに私も他の人に広める時に壁の染みは絶対に除外しないですね……」

　だからこそ二人とも、農学部の不思議が消えてしまった理由を探しているのだ。議論が堂々巡りを始めてしまったように思えて、鈴音はつい溜め息をついた。

「でも、いくら壁の染みが印象的だとしても、それを根拠に、誰かが意図的に農学部の不思議を消してしまった、と言うことはできないですよ。そもそも誰がどういう理由でわざわざそんな……」

「農学部の廊下の壁から注意を逸らせたかったから、とか」

　そう言って平坂が得意げに口角を上げた。「『壁の染み』というワードを忌避したかった塗装工事の施工業者が、意図的に不思議を選別した、という仮説はどうだろう」

　その瞬間、鈴音の背筋がぶるりと震えた。鼓動が早まり、胸の奥が熱を帯びる。思わず握り締めたこぶしが、みるみるうちに汗ばんでくる。

「それは……、ということは……」

「そう。件の業者が、チェックポイント設置を拒否するために、校舎を立ち入り禁止にした、という可能性が出てくる」

　施工業者の物言いは、詳細を知らない部外者の記憶に三十年間も残るほどに違和感のある、言い方を変えれば強引なものだった。彼らは、どうしてもその校舎でスタンプラリーを行ってもらいたくなかったのだ。

　平坂は、自分の発言が充分に鈴音に染みとおるのを確認すると、更に自説を補強する。

「最初にスタンプラリーの話を聞いた時には詳しい内容を知らされていなかったとしたら、後日突然ダメ出しをする、という状況にも説明がつくと思うんだ。企画を了承したあとでチェックポイントの詳細を聞いて、それで慌てて校舎を立ち入り禁止にした、と」

　平坂の仮説は、ざっと聞く限り矛盾を孕んでいないように鈴音には思えた。しかし。

「スタンプラリーが中止になった経緯と、農学部の不思議が消えてしまった謎が、互いに関わりあっているかどうかは現時点では断言できなくないですか……？」

　平坂の推理に水を差すのは心苦しかったが、論理の穴に嵌まってしまっては元も子もない。鈴音はおずおずと意見を述べた。

「そもそも、中止になった原因の工事が農学部の校舎のものだったとはまだ確定していませんし。私も個人的には、農学部なんだろうなあ、って思いますけど……。でも、あくまでも可能性の一つ、なんですよね……。それこそ単なる偶然の産物ということもあり得るし……」

　気持ちの上では平坂に全面賛成したいものの、頭がそれにブレーキをかける。葛藤とともにもじもじと反論を口にしていた、その刹那、鈴音の脳裏にある一つの考えが突き立った。

　鈴音の表情が変わるのを見て、平坂もまた目元を引き締める。

　深く息を吸い込んで、鈴音は平坂に問いかけた。

「工学部七号館、理学部二号館、経済学部一号館、文学部一号館、とありましたけど、農学部には何号館、というのは無いんですか？」

　鈴音が話し終えるのを待たず、平坂の口から「ああ！」と声が漏れる。

「無い。そうだ、無いんだ。このキャンパスに農学部の校舎は一つしかない」

　平坂は、額を手で押さえながら独白のように言葉を継いだ。

「特定の校舎が使えなくなっても、他の校舎で肩代わりすることができれば、スタンプラリーは中止せずに済むんだ。自分達で一から七不思議を創作するのだから、それぐらいの応用はいくらでもきく。しかし農学部だけはそうはいかない。一つしかない校舎にチェックポイントが設定できないとなれば、企画自体をやめるしかない……」

　押し殺しきれない高揚を瞳にたたえて、平坂が鈴音を見た。

　熱のこもった視線に射抜かれて、鈴音の鼓動が跳ね上がる。

「これで決まりだ。二十九年前の企画が中止になった原因は、農学部の不思議にある」

　噛み締めるような口調で平坂が言い切ると同時に、頭上の木々の葉が一斉に風にざわめいた。

　鈴音はゆっくりと息を吸った。胸の奥では心臓が早鐘を打っていた。

「同じ学部の校舎を全て同時に工事していた、という可能性はないですか？」

「それだと、芦谷さんの話と印象が随分違ってこないかな……」

　穴を埋めるための反論だと理解しているのだろう、平坂は嫌な顔一つせず、ふむ、と顎に手をやった。

「いや、まあ、確かに、状況証拠だけで断言までするのは危険だな。ならば、仮説を一つずつ検証していくにあたって、まずは『二十九年前の企画が中止になった原因は農学部の不思議にある』という仮説から始めようと思うんだけど、どうかな」

「大賛成です！」

　一も二もなく鈴音は大きくかぶりを振った。平坂も満足そうに頷き返す。

「よし、じゃあ、部室に帰る前に、今からちょっと農学部を覗きに行ってみようか」

「はい！」

　二人揃って意気揚々と歩き始めたところで、鈴音の視界の端にふと引っかかるものがあった。怪訝に思って振り返れば、すぐ脇にある学生食堂の入り口前に、大祭実行委員の王子がこちらを向いて立っていた。

「わ！」

　思いもよらないタイミングで思いもよらない人物に出くわしたことで、鈴音は驚いて反射的に声を上げた。

　王子はといえば、「え？」と絶句したきり目を見開いて立ち尽くしている。

　わけが分からないままに、鈴音も「え？」と訊き返した。

　王子が躊躇いがちに鈴音を指さした。

「……まさか、今、俺に気づいたの？」

「ごめん、話に夢中で全然周りが見えてなかった……」

　と、そこで彼の言葉の奥にあるものに気がつき、鈴音は慌てて両手を振った。

「気づいてたらちゃんと挨拶するよ！　無視なんかしないよ！」

「あ、いや、ああ、うん」

「……もしかして、結構前からそこにいたの？」

「まあね」

　積極的で明るい王子サマは鳴りを潜め、彼はすっかり意気消沈した様子で曖昧に頷く。

　申し訳なさを感じて、鈴音はもう一度頭を下げた。

「本当にごめんね……。私、普段から視界が狭いことが多いから、なにか急ぎの用とかある場合は特に、遠慮なく呼び止めてもらえたら……」

「いや、別に、用があったわけじゃなくて……」

　王子が鈴音と平坂とをちらちらと見比べる。

　鈴音は思わず唇を引き結んだ。七不思議のことを王子に報告しなければと思う一方で、ここで「全部見つかった」と言ってしまったら、このあとの調査について「必要ない」と王子に却下されてしまうのではないかと危惧したのだ。現在鈴音達が対峙している謎について説明するにしても、今は少しでも時間が惜しい。どうしたものか、と鈴音が悩んでいると、王子がぼそりと呟くように口を開いた。

「仲、いいね」

　一瞬なんのことを言われたのか分からずに、鈴音はまばたきを繰り返した。王子が再度鈴音と平坂との間で視線を往復させたのを見て、ハッと息を呑む。

「ええっと！　あの、仲がいいとか悪いとか、そんな、私が一方的にお世話になりっぱなしで、もうほんとにご面倒をおかけしてすみませんっていうか、でもすごく親身になって助けてくださって、ありがたいを通り越して、ありがたいとしか言えないというか、足を向けて寝られないっていうか！」

　いつぞやの平坂のように、わたわたと見えないろくろを両手で回しながら、鈴音は早口で話し続ける。そんな鈴音を王子はしばしじっと見つめていたが、やがて、ついと視線を平坂に移して──正面から平坂を見て──小さく礼をした。

「ご協力、ありがとうございます。よろしくお願いします」

「いえいえ、どういたしまして」

　そうして王子は、「じゃあ」とだけ言いおいて去っていった……。

　夜の闇へ消えてゆく王子の背中を、なんとはなしに見送っている鈴音の隣で、平坂が「ふふ」と声を漏らした。

「初めて目を合わせてくれたな」

「え？　前の時、ちょっとだけですけど会話してませんでしたっけ？」

「いや、僕の誘いに『用事があるので』って答える際も、視線はずっとこのへんを泳いでいたから」

　平坂が右手を腰の辺りに彷徨わせる。その様子はとても嬉しそうに見えた。三日前に王子が殆ど平坂に注意を向けなかったことが、やはり少し引っかかっていたのかもしれない。

「しかしまあ、価値観が分かり易いというか、ブレないというか、凄いな、彼」

「価値観、ですか？」

「……塚原さんも、違う意味で凄いよね」

「ええっ？　凄い、って、どういう……？」

　解説が来るかと鈴音が期待するも、平坂は思わせぶりに微笑むばかり。夜陰に溶けゆく王子の背中にチラと向けられた彼の眼差しが、ひどく同情的に見えたが、気のせいだったろうか。

「ではあらためて、仲良く調査とまいりましょうかね」

「え、あ、は、はいっ」

　平坂の口から「仲良く」なんて単語が飛び出すのを聞き、鈴音の顔が一気に熱くなる。

　落ち着いて考えるまでもなく、同じ調査するならいがみ合うよりも仲良くしたほうがいいに決まっている。だから変に意識するな、と鈴音は必死で自分に言い聞かせ続けた。




　農学部棟は大学構内の南端にある。

　宵闇に沈む校舎は、まさに謎の人影がぐるぐる走りまわっていたり迷子の幽霊が彷徨っていたりしてもまったく不思議ではない雰囲気を醸し出していた。研究室のある三、四階には明かりが点いているが、下の階の窓はその殆どが真っ暗だ。闇への本能的な恐怖を覚えて鈴音はつい背筋を震わせた。もっと早い時間にここに来るべきだったか、なんて後悔すら湧き起こる。お化け屋敷は勿論、ホラー映画も鈴音は苦手ではなかったが、それは「作り物」だということが分かっているからだ。だが、現実の暗闇はそういうわけにはいかない。暗がりに潜むかもしれないのは、他人の悪意にせよ事故の危険にせよ、現実の自分に害を及ぼすものである。どうか何事も起こりませんように、と祈りながら、鈴音は平坂のあとをついていった。

　文学部一号館と同じくバリアフリーが謳われる時代よりも前に建てられたせいか、この校舎も建物に入るためには四段の階段を上がらなければならなかった。段の横に付け足されたスロープが、先刻芦谷が言っていた、改装工事の成果なのだろう。

　玄関ホールに入った鈴音は、ホッと溜め息を吐き出した。節電のために中央部分しか灯されていなかったが、蛍光灯の光がホールから闇を追い払ってくれていた。右手にある事務室にも明かりが煌々と灯っており、奥のほうには職員の姿も見える。

　平坂は周囲を見まわしたのち、事務室とは反対側の壁へと歩いていった。充分に明かりが届かずやや薄暗い掲示板を、そしてその横の壁を見つめる。

「この校舎が中止の原因になったものならば、当初チェックポイントを設置する予定だったのは、この辺りということになるだろうか」

「ここなら通行の邪魔にも全然ならないし、なんなら廊下の入り口にバリケードでも置けば、容易にその奥を立ち入り禁止にできますよね」

「だから、施工業者も一度は企画を了承した……」

「それが、大祭の一箇月前になって突然都合が悪くなった……」

　と、そこで一つの可能性を思いついて、鈴音は平坂を振り返った。

「あ、でも、玄関ホールに急になにか資材なんかを置くことになった、とかどうです？」

「それにしても机一台分のスペースすら割けないなんて、ちょっと無理がないかな。一般客が立ち入り禁止なだけで、学生や先生がた、職員さん達は通行可能だったわけだし。そもそも総務の人が、我らが先輩にどうやって校舎使用不可を伝えようか悩んでたということは、客観的に見る限り企画は実行可能だった、ってことではないだろうか」

　なるほど、と相槌を打ちながら、鈴音はあらためて周囲を見渡した。一度は使用許可がおりたこの広いホールが突然使えなくなるような事態が発生したのなら、企画中止の説得も簡単だったろう。しかし、そういうわけではなかった……。

「仮に机を置く場所がなくなったとして、でも、転がるオブジェのチェックポイントが守衛室の窓口だったのなら、ここも事務室の窓口にチェックポイントを置かせてもらうって手もあったんですよね」

「ますます施工業者が怪しく思えてきたぞ……」

　平坂が渋い顔で腕組みをした時、ニャア、という猫の声がしじまをそっと震わせた。

　鈴音も平坂も驚いて背後を振り返った。

　あけ放された玄関扉のすぐ外に、小さな黒い影がぽつねんと佇んでいた。夜の闇が凝縮されて生まれたかのようなその影には、光点が二つまたたいていた。鈴音達を窺う、金色の瞳。冷たく降りしきる蛍光灯の光とは対照的な、小さな小さな魂の明かり。

　鈴音は思わず黒猫から視線を逸らせた。ひどく不吉な予感が胸に迫ってきたからだ。あれはこの世のものならざる存在かもしれない、などという馬鹿げた考えまでもが浮かび上がってくる。

　ポーの『黒猫』とはどんな物語だったろうか。記憶を索あなぐる間もなく、鈴音の脳裏に幾つものイメージが閃いた。天を焦がす紅蓮の炎。壁に残る黒い染み。そして起こる惨劇。静寂をぬう猫の声。地の底から響く、微かな声……。

　また猫の鳴き声を聞いたような気がして、鈴音は我に返った。慌てて玄関口を見るも、もう黒猫の姿は無い。

　鈴音は口の中に溢れてきた唾を、静かに呑み込んだ。先ほど学食前で聞いた平坂の言葉をまざまざと思い出して。

『農学部の廊下の壁から注意を逸らせたかった、とか』

　あの物語のように、壁に死体が隠されているとでも言うのだろうか。そこまで考えて鈴音は頭を横に振りまくった。なにをいったい馬鹿なことを、と。個人宅の地下室ならともかく、ここは学生や職員が日ごと行き来する校舎である。授業のある日中は勿論のこと、休みの日や真夜中ですら建物の中には誰かがいる。壁に死体を塗り込めるなんて大変な作業を、誰にも知られずに行うのは不可能だ。それに、見たところここは文学部一号館と建物の造りがあまり変わらない。ならば、死体を隠せるほど壁も厚くないはずだ。

　大きく深呼吸をして、鈴音はあらためて周囲を見まわした。コンクリート製の、波文様に似たテクスチャの壁面にはヒビ一つ見当たらない。事務室の窓や扉、排煙窓の開閉器、照明のスイッチパネル。それらと壁面との継ぎ目にも隙はなく、施工業者の見事な仕事ぶりが窺える。ここにあるのはどれも紛れもなく「現実」で、いったいどこに怪奇小説の入り込む余地があるというのだろうか。

　鈴音は再び首を横に振った。今度はゆっくりと、二度ばかり。「黒猫」というキーワードに引きずられてしまったにせよ、現実と物語を混同させるなんて、我ながら馬鹿なことを考えてしまった、と。

　気を取り直して傍らを見れば、平坂がなにやら考え込んでいた。右手で口元を覆い、微妙に焦点の合っていない眼差しで猫がいた辺りを見つめている。

「どうかしましたか？」

「大祭期間中も工事をしなければならないほどスケジュールが押していたのなら、手を抜ける所は手を抜いたんじゃないかな……とか思ったんだけど、どうだろう……」

「手抜き工事、ですか？」

「あ、いや、手抜きというよりも、省ける作業を省くというか……」

　まるで独り言のように、平坂の声は次第に小さく、聞き取りにくくなってくる。ほどなく「ああ、もう」と自らにあきれたような声を漏らしてから、平坂は鈴音を見た。

「冷静に考えたら、なんの手がかりにもならないような気がしてきた、けど、念のためにちょっと見るだけ見てくる」

「何をですか？　ていうか、私も行きます」

　食いつく鈴音に、平坂は自嘲を返す。

「いや……本当に僕の好奇心というか自己満足に過ぎないし……ぐるっと校舎を一周してくるだけだから、ここでちょっと待ってて」

「え、でも」

　鈴音は周囲に視線を走らせた。いくら事務室に人がいるといっても、こんな寂しい所に一人っきりでいるのは少しばかり心細い。やはり自分も一緒に、と食い下がろうとしたところで、平坂が一転して得意げな笑みを浮かべた。

「運動部の経験は無いけれど、短距離走は自信があるんだ。学外ではちょっとばかし身体を動かす習い事もしてたし。まあ、見てて。一分以内で戻ってくるから」

　こう言われてしまうと、もはや鈴音には引き下がるしかなかった。あまり足の速くない自分がついていけば、何倍もの時間がかかってしまうに決まっている。鈴音は平坂の足を引っ張るような真似だけはしたくなかったのだ。

　鈴音が納得したのを見届けるや、平坂は玄関ホール奥、左手の廊下へと駆け出していった。

　軽やかに遠ざかっていく足音を聞きながら、鈴音は頭の中に地図を描いた。ここ農学部の校舎は、例の人影が走り続ける校舎と同様に上から見て「ロ」の字の形をしているとのことだった。鈴音は今日初めてここに来たのだが、外観をざっと見た限り長辺の長さは百メートルをくだらないように思えた。鈴音が今いる玄関は東側の短辺の真ん中にあり、校舎の角から三十メートルほどは歩いたように思う。単純計算で校舎一周三百二十メートル。何を確認してくるのか知らないが、これで一分かからないとしたら、相当の俊足だ。

　あらためて鈴音は玄関ホールの奥に目をやった。左右に開いた廊下の入り口の向こう側にはトイレと階段がある。その更に奥には中庭への出入り口。そういえば平坂は、校舎の全ての辺の中央にはここ同様に外にも中庭にも出られる通用口があると言っていた。広さの関係と一般客への分かり易さから、チェックポイントは玄関ホールに設置される予定だったと鈴音達は考えたわけだが、もしかしたら平坂は残る三つの出入り口を見に行ったのかもしれない。

　平坂が出発して一分が経過した。大丈夫かな、と鈴音の中で不安が首をもたげかけたその時、右の遠くから足音がぐんぐん近づいてきた。

　荒い息とともに、平坂が玄関ホールに走り込んでくる。前屈みになって膝に両手をつき、何度も何度も肩を上下させる。

「だ、大丈夫ですか」

　返事の代わりに、平坂は右手を軽く挙げた。下を向いたまま時折深く息を吐き出し、呼吸を整えようと苦心している。幾らか息が落ち着いてきたところで、彼はようやく顔を上げた。

　平坂の表情は先刻よりも険しく見えた。眉間に皺を寄せ、じっと何事かを考えているようだった。話しかけるタイミングを見失い、鈴音は知らず唇を噛む。

　まだ少し荒い呼吸の合間に、平坂はまるで独り言のようにぼそりと呟いた。

「改装工事で、ゴミ集積所を撤去した、って、芦谷さんが、言ってたな……」

「あ、はい。校舎の横手、でしたっけ」

　鈴音の返事に対しても心ここにあらずな様子で頷くだけ頷いて、それから平坂は早足で玄関に向かって歩き始めた。

　いったい彼は何を見てきたのだろうか。そしてこれからどうするというのだろうか。山盛りの疑問を抱えつつ、鈴音はあたふたと平坂のあとをついて玄関を出た。街灯の明かりを頼りに足を踏み外さないよう気をつけてステップをくだり、彼の背中を追いかける。

　外に出た平坂は、校舎の前面を右方向へ、南の方角へと進んでいった。上階の窓から零れる僅かな光を頼りに建物に沿って真っ直ぐ歩き、角を曲がる。校舎に迫る植栽との細い隙間を抜け、窓を二つ通り過ぎたところで足を止め、視線を左右に巡らせる。

　平坂の目線を辿るようにして、鈴音も校舎の壁を見まわした。

　校舎の南側も、北側と同じ造りになっていた。壁面には建物の柱と思しき出っ張りが等間隔に並び、柱と柱の間には窓が二つずつ、どれも規則正しく行と列をなしている。幾つかの柱の傍には雨樋と思われる直径十センチ余りのパイプが屋上まで続いており、それとは別に配管スペースだろうか、鈴音達のすぐ横の壁には、幅、奥行きともに約六十センチの出っ張りが、地上三メートルほどの高さから屋上の手前まで真っ直ぐ垂直に続いていた。

　屋上から視線を戻した鈴音は、この配管スペースを挟むようにして並ぶ二列の窓だけが、他の窓とは違う位置にあることに気がついた。一番低い窓が一階と二階の中間、次は二階と三階の中間、といった具合に縦方向に半階ずつズレている。一瞬考え込んだものの、鈴音はすぐにここが階段の外側にあたる場所なのだと理解した。これらの窓はおそらく踊り場に設けられたものに違いない。あらためて周囲と見比べれば、鈴音達の立つ所は他よりも柱と柱の間隔が若干狭くなっている。

　平坂が目の前の壁に近づいてスマホのライトを点けた。左の柱から右の柱まで、目の高さを変えては何度も往復して壁面を舐めるように調べている。

「撤去したゴミ集積所というのは、ここだな」

　ここでようやく平坂が正面から鈴音を見た。少しばかり得意そうに。

「『校舎の横手』がどちらのほうかちょっとだけ悩んだんだけど、敷地の端っこ側で正解だった」

　平坂が投げかける明かりの中、彼の頭の少し上に微かに水平の線が見えた。一ミリメートルあるかないかの僅かな段差が、微かな影を生じさせているのだ。

　平坂がスマホを横方向に動かした。どうやら段差は、横幅二メートルほどに亘わたって存在するようだ。

「ゴミ集積場を撤去した箇所だけ、ほんの僅か窪んでしまっているみたいだ」

　そう言って平坂は、顔を上に向けた。配管スペースの底面が、ちょうど彼の頭の真上にあった。

　あらためて周囲を見まわした鈴音は、なるほど、と頷いた。校舎の南側には建物のすぐ傍まで木々が茂っているのだが、鈴音達の立つ場所だけは植栽が開ひらけており、十五メートルほど南にある、校舎の周囲を巡る道へと、木々のトンネルができている。おそらくこの小径をかつてゴミ収集車が通ったのだろう。

　鈴音は勢い込んで平坂に問いかけた。

「それで、なにか分かりました？」

　すると、意外にも平坂は悔しそうに眉根を寄せて、特大の溜め息を吐き出した。

「やっぱり僕の考えすぎだったかもな……」

　そう言って彼はこれまでになく弱気な表情を浮かべた。大きく肩を落とし、身を縮こまらせた。

　平坂の落胆っぷりを見て鈴音は言葉の続きを呑み込んだ。彼に尋ねたいことは山ほどあったが、とてもそれらを問える雰囲気ではなかったからだ。

　鈴音が全身の神経を総動員して質問の機会を窺う間も、平坂は幾度となく嘆息を繰り返していた。やがて自嘲めいた笑みを鈴音に向け、実に不本意そうに口を開く。

「すっかり暗くなってしまったし今日のところは解散しようか。昨日のこともあるし、駅まで送るよ」

　予想だにしていなかった展開に、鈴音は思わず目を丸くした。

「駅まで送る？　一緒に帰るんじゃないんですか？」

「今日はちょっと用事があってね。少し時間がかかりそうだから待っててもらうわけにもいかないし、すまないけど、話の続きはまた明日にしよう」




　もやもやとしたものを胸に抱え込みながら、鈴音は平坂に急かされるがままに工作研究部の部室へと戻ってきた。

　部室では陽子部長と原田が作業机のあちらとこちらで各々ノートパソコンを広げていた。自分達が、フロッピーディスクを芦谷に返却に行ったあと一度も部室に戻っていなかったことに思い当たり、鈴音は少し申し訳ない気分になった。もしかしたら彼らは鈴音達の報告を待っていたのかもしれない、と。

　飼い主を見つけたわんこのように原田がパアッと顔を輝かせたかと思えば、次の瞬間彼はスンと真顔になった。

「……遅かったじゃん」

　平坂が原田をちらりと見やって「まあね」と返事をした。

「ちょっと今から塚原さんを駅まで送ってくる」

「おー。行ってらー」

　意外なことに原田はそれ以上言葉を交わそうとせず、そして平坂も特になにも言わないままだ。陽子部長に至っては、一心不乱にパソコンのキーを叩くばかり。

「ええと、あの、荷物を預かってくださってありがとうございました」

　鈴音はおずおずと礼を述べた。すると今度は原田も陽子部長もにこやかな笑みとともに顔を上げた。

「おー、お安い御用よ」

「また来てねー。塚原ちゃんならいつでも大歓迎だよー」

　心安い反応を受けて鈴音は内心でホッと胸を撫でおろす。と同時に、先ほど感じたあの緊張感はいったいなんだったんだろう、との疑問も首をもたげてくる。しかしそのことを落ち着いて考える間もなく、平坂が「じゃあ行こうか」と鈴音を促した。

　廊下に出たところで、平坂がなにかを思いついたように両眉を跳ね上げ、「悪い、ちょっとだけ待ってて」ときびすを返して部屋に戻った。

　支える者がいなくなった扉が、自動的に閉まってしまう。しばしの逡巡を経て鈴音がそうっと扉を開くと、平坂は原田達に何事かを話していた。

　平坂が背中を向けているせいで、話の内容は一切聞き取れない。鈴音がそわそわと身体を揺らしていたら、陽子部長が気づいて平坂を突っついた。

「ほら、塚原ちゃんが待ってるよ」

「あ、ごめん、今行く」

　平坂が慌てて身を翻す。原田に「よろしく頼む」とだけ言い置いて、今度こそ彼は部室をあとにした。




　月影を道連れに、鈴音と平坂は駅へと向かう。昨日のことがあるから、と二人は街灯のある人通りの多い道を選んで歩いていた。

　気になることがあまりにも沢山ありすぎて、鈴音の思考は半ば焼き切れてしまっていた。自分が今いったい何をしたいのかも分からなくなって、ただ機械的に足を前へ動かし続ける。

　ふと、自分達がかれこれ二十分近く無言で歩いていることを自覚して、鈴音は大きく息を呑んだ。普段とは全然違うこの状況に、平坂が気づかないわけがないのに、と思ったのだ。

　平坂の様子が変化したのは、彼が農学部の校舎を一周したあの時以来だ。ゴミ集積場の跡を確認したあたりから、明らかに彼は鈴音との間になにか見えない壁を築いているようだった。

　でも、──と鈴音はこぶしを握り締めた。──でも、その間も一度として彼が鈴音のことを疎ましく思っているようには感じられなかった。もしかしたら鈴音の願いがそう見せているだけかもしれないけれど。それでも、だ。

　鈴音はなけなしの勇気を振り絞る。

「あの！」

　腹に力を込めて、鈴音は平坂の前に立ち塞がった。

「なに？」

　そう返す平坂の笑みは、完璧だった。あまりにも優しいその眼差しに、鈴音は一瞬見とれてしまう。慌てて首を横に振って、鈴音はまなじりを決して平坂に詰め寄った。

「平坂さん、なにか企んでません？」

「え？」

　平坂が笑みはそのままに軽く眉を上げる。前に陽子部長が言っていた「見事な営業スマイル」とはこれだな、と鈴音は確信した。

「平坂さん、私を先に帰して、また農学部の校舎に戻るつもりなんじゃないですか？」

「え」

　ほんの僅かに平坂の声が詰まった。

　鈴音が目元に力を入れれば、平坂のポーカーフェイスに微かにひびが入る。

「自分の考えすぎだったかも、って、いつもの平坂さんなら、何をどう考えて、それがどう考えすぎだったのか、説明しますよね？」

「う」

「だって、まだ謎は解けてないんだから、情報はきちんと共有したほうが、同じようなミスを防げるし、新たなアイデアも出易くなるだろうし。それをしない、ってことは、平坂さんの中でなにか答えが出た、ってことじゃないんですか？」

「あ」

　平坂の視線が覿面に泳ぎ始めた。

「何を隠しているんですか？　ていうか、私に何かを隠さなきゃならない理由はなんですか？」

　言いたいことを全て言いきって、鈴音は平坂の目を覗き込んだ。胸の中では心臓がばくばく暴れまわっていて、今にも口から飛び出しそうだった。

　平坂はしばらくの間、鈴音のことをじっと見つめていた。そうして観念したかのように両手を挙げた。

「分かった。分かったから、ちょっと落ち着いてくれないかな？　こっちまでドキドキしてしまう」

「どきどき？」

　と、そこでようやく自分が平坂の至近距離にまで迫っていたことに気がついて、鈴音は真っ赤になって後ろに飛びすさった。

「……いや、そこまで勢いよく逃げられると、ちょっと傷つくというか」

「ああっ、いえ、決して逃げたわけでは！」

　鈴音はあたふたしつつも再び前に進み出る。

　平坂が盛大にふき出した。

「『隠さなきゃならない理由』ね。今までもちょこちょこ思っていたけど、君の思考はとても気持ちいいな」

　思いもかけない賛辞を受け、鈴音の頬が更に熱を帯びた。「え、あ、いや、そんな」と両手を身体の前にふよふよと彷徨わせながら恐れ入る。そんな鈴音に平坂は、柔らかな微笑み──作り物ではない、今度こそ本物の笑み──を真っ直ぐに向けた。

「確かに君の言うとおりちょっと気になることがあるんだけど、でも、僕が考えすぎているだけだったら徒労に終わるだけだし、もしも……もしも『当たり』だったら、あまり愉快な気分にはなれないこと間違いなしだし、だから、あとから僕一人で確認すればいいかな、って思ったんだ」

　平坂はそこで一旦言葉を切り、少しあらたまった表情で鈴音に問いかけた。

「で、どうする？　今から一緒に戻る？」

　思いの丈を眼差しに込め、鈴音は大きく頷いた。








　第六章　動かぬ証拠









　大学にとってかえした二人は、まずは文学部一号館へと向かった。農学部に行く前にどうしても見ておきたいことがある、と平坂が言ったのだ。文学部の校舎の周囲をぐるりと一周回ってから、工作研究部の部室に寄る。原田も陽子部長も帰ってしまったのか、部屋は無人だった。荷物を置き、再び部屋の電気を消して鍵をかけ、いざ農学部へ。

　学内で一、二を争う巨大な校舎を前に、平坂が鈴音に語りかける。

「この農学部の建物って、造りを見た感じ、僕がよく使っている工学部一号館と同じ年代に建てられたみたいでね。改装工事のせいで外壁なんかは違ってても、設備や建具の種類や形状は、とてもよく似てるから」

　玄関のステップを上がり、事務室の前を通り過ぎ、左手の角を曲がる。真っ直ぐ奥へと伸びる廊下には、蛍光灯が頼りなげにぼんやりと光っていた。やはり節電のためだろう、天井に破線を描く蛍光灯は、三つに二つは点灯されていない。

「でも、さっき、一つだけ、ここと工一工学部一号館とではっきり違っている所を見つけたんだ」

　おそらくこれは平坂の癖なのだろう。勿体ぶった調子で息をつき、彼は静かに言葉を継いだ。

「ダストシュートの有無だよ」

　話題の行き先がまったく読めずに、鈴音は黙って話の続きを待つ。

「こういう古いコンクリート造りの建物なんかによく備えつけられている、ゴミ捨て用の竪穴さ。昔は使われていたんだろうけど、安全面や衛生面に問題が出て、今は大抵閉鎖されている。僕の通かよっていた小学校も古かったから、廊下の壁の端っこに、あけられないようにボルトで留められた蓋があったよ。工一のも似たような感じで、蓋から取っ手を外した上に、蓋を溶接で塞いで、誰かが開いてしまわないようにしてあるんだ。だが、この校舎にはそれが一切無かったんだ」

　静まりかえった薄暗い廊下に、二人の足音だけがぼんやりと漂う。

「上階からゴミを捨てて一箇所に集めるわけだから、設置場所は限られている。誰もがいつでも自由に使えるように、廊下や階段といった共用スペースの外壁で、それも中庭ではなくて外側の、ゴミ収集車が入ることのできる通りに面した壁。さっき一周見てまわったけど、その条件に合致する場所は南東と北東の階段、その二箇所しかなかった」

　そう言って平坂は、廊下の突き当たりにある階段を見上げた。

「そして、そのどちらにも、ダストシュートは見当たらなかった」

　階段をのぼり、踊り場で足を止めた平坂は、スマホのライトを点けた。二つ並んだ窓の間や窓の下をより明るく照らしてまわる。

　平坂の横に立って彼の手元を覗き込みながら、鈴音は至極当然な疑問を口にした。

「農学部の校舎を設計した人間が、ダストシュートをつけなかっただけ、という可能性は？」

　端的な問いを受け、平坂が実に嬉しそうに目を細める。

「勿論、僕もそう考えたさ。……念のために、と確認しに行った校舎の横手で、あのゴミ集積所の跡地を見るまでは」

　息を詰めて耳を傾ける鈴音の、両の目を覗き込むようにして、平坂が王手をかけた。

「あのゴミ集積所はね、ダストシュートの終点だったんだよ」

　その瞬間、鈴音は目の前を稲妻が走り抜けたような気がした。一気に靄が晴れクリアになった思考に、一つの映像が流れ込んでくる。校舎脇、ゴミ集積所跡のすぐ真上から屋上の手前まで、真っ直ぐ垂直に伸びた、あの──

「──あの、配管スペースみたいな出っ張りが、ダストシュート……？」

　平坂が得意げに窓の外を指さす。

　鈴音は窓に飛びついた。次いで隣の窓にも駆け寄り、配管スペースだと思っていたものが確かに二つの窓の間に存在するのを確認する。

　鈴音は先ほど見た光景を思い出していた。あの出っ張りの底面が、踊り場の窓の少し下にあったことを。その屋内側にあたるであろう箇所をあらためて見てみても、周囲と変わらぬ壁が続くのみ。あの出っ張りが配管スペースならば、中を通っているはずの管は屋内側のいったいどこへ繋がっているというのだろうか。

「さっき一周回った時にここは確認したけれど、上の階のはまだなんだ。行こう」

　平坂に促され、鈴音も階段を駆けのぼる。二階を通過して三階へ向かう踊り場へ。やはり壁にはダストシュートの蓋どころか継ぎ目やヒビすら見つからない。

　三階から四階の間にある踊り場も同様だった。何も無い壁を確認したあと、窓から外を見た平坂が「これはこれは」と感嘆の声を漏らす。鈴音も一緒になって外を覗き込むと、下から伸びてきた出っ張りがちょうど窓の横で終わっているのが見えた。

　階段スペースの外壁に、ただへばりついているだけの細長い箱。確かにこれはダストシュートの一部である可能性が非常に高い。

「どうして施工業者はここまで執拗にダストシュートの存在を隠蔽したのか。大祭期間中まで工事をしなければならないほどスケジュールが押していたのなら、そこは真っ先に省く作業じゃないかな」

「でも、業者が完璧主義者だった、という可能性もありますよね」

「それなら、ゴミ集積所と一緒にダストシュート本体も全部取っ払ってしまえば良かったんじゃないかな。文学部一号館と同じように」

　鈴音が指摘した推理の穴を、平坂が即座に埋めていく。先刻文学部の校舎に寄ったのは、どうやらそのあたりを確認するためだったようだ。

「それは、文と農では施工業者が違うからでは？　……って、あー、そうか、『完璧主義者』って前提に立つなら、この反論は意味がないですよねえ」

「そう。文学部の校舎うんぬんは、あくまでも施工例の話だから」

「うーんと、じゃあ、校舎内の壁は先に工事したからよかったけれど、あとでダストシュート本体を全部取っ払う時間がなくなってしまった、とか……」

　そう言いつつも鈴音の声はどんどん小さくなっていく。そもそもゴミ集積場を撤去する際にダストシュートも一緒に取ってしまえばよかったのではないだろうか、との考えが彼女の中に湧き起こる。なにしろ壁に残された跡を見る限り、ダストシュートは、ゴミ集積場跡から更に上、通行の邪魔にならない高さまではきちんと除去されているのだから。

　鈴音の葛藤が伝わったのか平坂は特に反証することなく、「さもなくば」と別な仮説を口にする。

「さもなくば、どうしても取ってしまうわけにはいかなかったか」

　一呼吸おいて不敵な笑みを収め、平坂は殊更に軽い調子で付け足した。

「まァなんにせよ、あの出っ張りの中身を調べてみれば済む話だ」




　鈴音と平坂は、再度ゴミ集積場跡に立った。

　道に沿ってぽつりぽつりと立つ街灯の光も、木々に囲まれたこの場所までは満足に届かなかった。頼りなげな月影の下、風に揺れる植栽だけが、ひそひそと囁き声を交わしている。

「どうやってあれの中を見るんですか？」

　ダストシュートであろうものを見上げて鈴音が問えば、平坂が「まあ見ててごらん」と楽しそうに微笑む。

「……壊すんですか？」

「まさか。腕力に訴えずになんとかするのが、文明人ってものさ」

　平坂が手に持っていたスマホを再びズボンのポケットに仕舞い込んだ、その時、背後で小枝を踏む音がした。

　振り返った視線の先、木々のトンネルに人影が見えた。校舎の南側にある道から鈴音達のほうへ、ゆっくりと近づいてくる三つの人影。葉陰を抜け月明かりに足を踏み入れたのは、マスクをしたスーツ姿の男と、その少し後ろに付き従う二人の若い男だ。

　平坂が大きく息を呑み、きつく奥歯を噛みしめた。

「……まさか『当たり』ってことか」

　その声に並々ならぬ焦燥を聞き取り、鈴音も息を詰めて前方の三人を見る。

「余計な事をコソコソ嗅ぎまわるんじゃねえ」

　マスクの男が凄みのある声を発した。それなりの年齢を感じさせる声だった。

　鈴音達から四メートルほどの所で男は足を止めた。残る二人が、その両側から更に一足進み来る。

「デマを流そうったって、そうはいかねーんだよ、あァ？」

　向かって右側のＴシャツの男が顎を突き出した。

「営業妨害で訴えんぞ、ゴラァ」

　左側のハーフパンツの男が凄んでみせる。

　なにがどうなってこうなっているのか鈴音にはさっぱり分からなかったが、これが自分達にとってすこぶる危険な状況であることは理解できた。ズボンの後ろポケットに入っているスマホを意識しながら、緊急通報するタイミングを窺いながら、ゆっくりと平坂の傍へ寄る。

　ちらりと横目で見やった平坂の、固く結ばれた唇が不意に緩んだ。

　驚いて平坂のほうに向き直った鈴音は、彼が一転して挑戦的な笑みを浮かべるのを見た。

「少し下がってて」

「え、でも」

　まさか平坂一人で三人もの相手をしようというのだろうか。無茶だ、と平坂の腕を掴んだ鈴音の手に、そっと温かい手が重ねられる。

「大丈夫。『ぼくが守ってあげるから、安心して』」

　──〈お兄ちゃん〉!?

　驚愕のあまり立ち尽くす鈴音の、手を優しく引き剥がし、平坂が一歩前に出た。

　途端に若い二人がいきり立つ。

「あァン？　やる気かてめー？」

「カノジョの前だからって格好つけてるんじゃねーぞ」

「お前ら、あいつらにちょっとお灸をすえてやれ」

　マスク男の指図を皮切りに、二人が殴りかかってきた。

　平坂は即座に左前方に踏み込むと、ハーフパンツ男が繰り出すこぶしを受け流した。前へつんのめる男の腕を取って、流れるような動きで彼を地面へと、Ｔシャツ男の足元へと転がす。転がってきた仲間の身体に躓いて、Ｔシャツ男ももんどりうって転倒する。

　舌打ちの音とともに、今度はマスク男が突進してきた。平坂ではなく、鈴音に向かって。

　平坂が慌てて身を翻した。マスク男の前に立ち塞がろうとしたものの、なりふり構わぬＴシャツ男のタックルによって阻まれる。

　鈴音は咄嗟に周囲に視線を走らせると、足元に落ちていた木の枝を拾った。一メートル足らずの枝を身体の前に構え、マスク男と対峙した。

　緊張のあまり、鈴音の両腕が粟立った。胃の辺りを冷たい手にねじり上げられているかのような感覚に襲われ、鈴音は何度も唾を呑み込んだ。大声を上げて助けを呼ぼうにも、呼吸が上がってしまっていて充分に息を吸い込めそうにない。震える両足に死にもの狂いで力を込め、鈴音はマスク男を睨みつけた。三秒だ。三秒あれば通報できる。どうにかして隙を作って、ポケットからスマホを出して、電源ボタンを押して……。

　マスク男が前に出た。鈴音の持つ枝を払いのけようとする男の手を、鈴音は力一杯叩き落とす。

　痛みに呻く男の目に、凶暴な光が灯った。

　男が闇雲に手を突き出し始めた。次から次へと繰り出される手を鈴音は必死で打ち払う。冷や汗にまみれ、恐慌に陥りそうになりながら、目の前に迫りくる手から無我夢中で逃れようとする。

　遂に男の手が枝を掴んだ。なすすべもなく身を固くする鈴音に残忍な笑みを投げかけて、男は両手で枝を持ち直し──

　次の瞬間、鈴音の背後、校舎と茂みとの隙間から何かが飛び出してきた。それは軽やかな動きで鈴音達の横まで来るや、マスク男の腕を高々と蹴り上げた。

　苦悶の声を上げてマスク男が地面に転がる。

　状況が把握できず唖然とするばかりの鈴音の眼前には、蹴りを収めて「ふう」と息をつく陽子部長の姿があった。

「いててててて！」という悲鳴のほうを振り向けば、原田がハーフパンツ男に柔道の抑おさえ込こみ技わざをかけている。そのすぐ手前には、Ｔシャツ男の腕をねじり上げている平坂の姿が。

「ありがとう陽子さん、本当にありがとう」

「おい、俺には礼はナシかよ」

　原田が平坂にツッコミを入れた直後、どこからか平坂の手元に石が投げつけられた。生じた一瞬の隙を突き、Ｔシャツが平坂の手を振り払う。ハーフパンツが原田を突き飛ばす。マスクも素早く起き上がり、三人揃って脱兎のごとく逃げてゆく。

「いいのか、おい」

　みるみる小さくなる三つの背中を顎でしゃくる原田に、平坂が肩をすくめてみせた。

「どうせ時間の問題だよ。誰の仕業かは明らかだ」

　そして彼は険しい眼差しで石が投げられた方向を見据え、呼びかけた。「ねえ、木田さん」と。

　がさり、と茂みが揺れる音に続けて、植栽をかき分ける音が遠ざかっていく。やがてそれは女物のヒールが立てる音に取って代わり、校舎の向こうへと消えていった……。




「今のを警察に通報する前に、決定的な証拠を見つけておこう。そのほうが二度手間にならなくて済むだろうから」

　平坂の言葉を受けて、原田が「よしきた」と南側の道へと走った。木々のトンネルを抜けた所で、すぐ脇の地面から何かを──原田の背よりも高い脚立を──持ち上げる。よいしょ、と脚立を抱えたところで遠くに誰かを見つけたらしく、原田は空いている手をぶんぶんと振って「先生、こっちです！」と大声を上げた。

　しばらく待って、重そうな荷物を提げた眼鏡の男が姿を現した。えっちらおっちら脚立を運ぶ原田と、二人連れ立って鈴音達のほうへとやってくる。

　なにが起こっているのかさっぱり理解できず、ひたすら眉間に皺を刻む鈴音に、平坂がそっと解説を入れた。

「さっき、塚原さんを駅まで送る前に、あいつに頼んでおいたんだ」

　なにを？　と鈴音が問い返す前に、原田達が到着した。彼は壁に脚立を「よっこらしょ」と立てかけてから、少しあらたまった調子で傍らの男性を紹介した。

「電気情報システムの国東くにさき先生。電磁波での非破壊検査について研究しておられるんだ。電磁波レーダ埋設物探査機を貸してもらいに行ったら、先生も一緒に来る、って仰って……」

「だって、この機械、無茶苦茶高価なんだよ。おいそれと学生に貸し出すわけには」

　そう言って国東は、大事そうに抱えていたアタッシュケースを地面に置いた。陽子が懐中電灯を点けて国東の手元を照らす。ケースの中には、Ａ４サイズほどの大きさの黄色の機械が二つ収められていた。一方は大きな画面の両サイドに操作ボタンを備えた、携帯ゲーム機が大きくなったような外観のもので、もう一方は短辺寄りに小さな画面が一つと、長辺を二分する位置に握りグリップがついたものだった。これらがその「電磁波レーダ埋設物探査機」なのだろう。

　原田が脚立を立てている間に国東が、握りがついているほうの電源を入れた。小さな画面に明かりが入るなり、国東は慣れた手つきでメニューを操作する。準備が整ったところで、国東はそれを平坂に手渡した。

「スキャナの使い方、憶えてる？」

「はい」

　自信たっぷりに頷いたにもかかわらず、平坂は受け取った機械をそのまま原田に「ほれ」と渡す。

「俺が？」

「お前も憶えてるだろ？」

「そりゃー憶えてるけど、お前がするんじゃないのかよ」

「お前のほうが高い所は得意だろう。僕はお前ほど運動神経良くないし……」

　平坂が寂しそうに目を伏せるのを見て、原田が「しゃーねえなあ、任せとけ」と胸を張る。

　原田が意気揚々ときびすを返した途端、平坂がけろりと表情を戻すのを目の当たりにして、鈴音は「策士だ……」と胸の中で呟いた。

「落とさないよう、紐を首にかけて。そう、きちんとかけて。そう、そう。絶対に、なにがあっても、落とさないでね」

　国東がそわそわと心配そうに原田に指示をする。

「俺のことも少しぐらいは心配してくださいよ」とぼやく原田に陽子が「はいどうぞ」とヘルメットをかぶらせた。ヘルメットには黒の油性ペンで『文化部棟』と記されていた。よく見れば脚立にも同じサインが入っている。

　脚立は上枠付きの本格的なものだった。原田は鈴音の背よりも高い天板に立つと、スキャナを注意深く持ち直した。上枠を支えに手の届くぎりぎりの高さから下方へと、ダストシュートの表面を撫でるようにゆっくりとスキャナを動かしていく。

　鈴音達のいる所からは、画面が光っていることしか判らなかった。原田の手の動きに合わせて明るさが微かに変化するのみだ。

「どうだ、何か見えるか？」

　平坂もそわそわと──こちらは結果が待ちきれない様子で──原田に声をかける。間髪を入れず不貞腐れた声が頭上から降ってきた。

「んなもん、スキャンするのに必死でモニタ見てる余裕なんてねえよ」

「……すまん」

「データはあとでこっちのモニタで確認するから、落ちないようにだけ気をつけておくれよ」

　先ほどとは一転してスキャナではなく原田の身を案じる国東の言葉に、原田が「せんせい……！」と嬉しそうな声を漏らす。

　手が届く範囲をひととおりなぞり終えて、原田が脚立をおりてきた。

　国東がもう一つの機械とスキャナをケーブルで繋ぐ。データの読み込みが終わると、青地に黄色や緑の不規則な模様が画面いっぱいに表示された。隅のほうには、ペンを試し書きしたような、ややいびつな円い線の重なりが見える。

　鈴音が不吉なものを想起したのと同じタイミングで、その場の全員から唸り声が漏れた。

「まさか……」と国東が掠れた声で呟いて、『３Ｄ』と記されたボタンを押した。画面が切り替わり、モニタ内の仮想空間に立体の画像イメージが浮かび上がる。部分的に輪郭が曖昧になってはいるものの形状は充分に判別可能な、人間の頭蓋骨の立体画像が。




　そのあとは、もう、大騒ぎだった。

　警察に通報した数分後には、まず二台のパトカーがやってきた。国東がスキャンデータを提示し、鈴音達が先刻の襲撃事件の話をし、警官が現場写真を撮り、大学本部から職員が駆けつけ、まだ構内に残っていた学生やら近所の人やら野次馬も押し寄せ、応援の警官も増え、立ち入り禁止のテープが張られ、耳の早いマスコミ関係者が次第に集まり始め……。

　夜も更け、調書作成は明日の土曜日にあらためて警察署で行うこととなり、鈴音達四人はようやく現場から解放された。一人暮らしの原田と陽子は、用心のためそれぞれ警官が部屋まで送ってくれることに、鈴音は、母から連絡を受け迎えに来た兄とともに帰宅することになった。平坂も一緒に帰るかと鈴音が声をかけたら、姉が車でこちらに向かっている最中だという。原田をして「強烈なキャラ」と言わしめる平坂の姉をひとめ見てみたい気持ちが無くもなかったが、疲労感には勝てず鈴音はおとなしく帰途につくことにした。

　帰りの電車の中で、鈴音は兄の肩を枕に泥のように眠りこけた。








　第七章　七不思議よ永遠なれ









　ダストシュートの中にコンクリートで固められていたのは、一体の成人女性の白骨死体ということだった。

　発見から一週間が経ち大学構内がようやく落ち着きを取り戻し始めた頃、新聞に続報が掲載された。殺人及び死体遺棄の容疑者として紙面を飾ったのは、既に鈴音達への暴行容疑で名前が挙がっていた件の工務店の社長だった。被害者は、当時社長の妻だった女性。男を作って出ていったという噂だったが、実際は社長と不倫関係にあった木田とトラブルになり、その結果、社長に殺されてしまったのだ。殺人の発覚を恐れた社長は、ちょうど工事を担当していた農学部のダストシュートに遺体を隠し、上からコンクリートを流し入れて固めたとのことだった。

　事件の概要を知った鈴音と平坂は、幾ばくかの想像を交えつつ「答え合わせ」をした。

　死体をダストシュートの中に埋める──言わば壁の奥に塗り込める──という、そんな抜き差しならない状況に置かれた社長が、まさにその現場を舞台に「壁に人の形に染みが浮かび上がる」などという物語が創作されていると聞いたら、いったいどう思うだろうか。愛人である木田からそのことを知らされた彼は、本来なにも問題がなかったはずのスタンプラリーを全力で拒否するに至ったのだ。

　七不思議について聞き込みをした時の木田の様子を思い返すに、オリジナルと異なる七不思議を流布させたのは彼女の仕業だったに違いない。積極的に「学食の大鏡」を広めることで、農学部の不思議を闇に葬り去ろうとしたのだろう。




　構内から警察やマスコミ関係者の姿が消え、日常が戻ってきたある日。鈴音は平坂に、授業が終わったあとに部室に来ないかと誘われた。原田や陽子も交えて今回の「お疲れさま会」をしたいとの言葉に、鈴音は一も二もなく「是非」と返事を送った。

　五コマ目が終わるのを待って、鈴音は講義室を飛び出した。待ち合わせしていた学食前には、既に平坂の姿があった。彼とはあれからもメッセージアプリでちょこちょこやりとりはしていたが、実際に会うのは数日ぶりだ。鈴音はすっかり上機嫌で平坂と近況報告を交わし合った。

　文化部棟の近くまで来たところで、前方の植栽から黒猫がスッと姿を現した。いつぞやと同じ猫だろうか、そっとその場にしゃがみ込む鈴音達を宝石のような目で見つめ、それから優雅な足取りでゆっくりと二人に近づいてくる。黒猫はしばし鈴音と平坂とを見比べていたが、やがて平坂の膝に頬を擦りつけ始めた。

　平坂が慣れた手つきで猫の耳の後ろを掻きだせば、黒猫はゴロゴロ喉を鳴らしてその場にコテンと身を横たえた。気持ちがいいからもっと掻いておくれ、ということなのだろう。羨ましさと憧れがない交ぜとなった眼差しで鈴音が平坂を見つめていると、不意に彼が鈴音を振り返った。

「実は、白骨死体を発見できたのは、コイツのおかげとも言えるんだよ」

「えぇ？」

　素っ頓狂な声を漏らした鈴音に、平坂が楽しげに笑いかけた。

「昔、家の近所の古い市営住宅で、使われなくなったダストシュートに友人の飼ってた猫が入り込んで出られなくなって、ちょっとした騒ぎになったことがあってね。それがコイツとそっくりな黒猫でさ」

　平坂の視線を受けた黒猫が、ぶるぶると首を振って再び起き上がった。そろそろ人間に構われるのに飽きてきたようだ。

「塚原さんと農学部の校舎に行った時、コイツの姿を見てそのことを思い出して、それでダストシュートに注意を向けられた、ってわけ」

「なるほどー」

　鈴音の相槌に「ニャア」と応えて、黒猫が去ってゆく。茂みに黒い尻尾が消えると同時に二人は立ち上がった。まるで示し合わせたかのように、まったく同じタイミングで。

　二人、息が合ったことを鈴音が密かに喜んでいると、平坂がついと視線を外した。

「さて、行こうか」

「はい！」

　平坂の頬が微かに緩んでいたことに、鈴音は気づいていた。前に陽子部長が看破していた照れ顔とはこれかあ、と、鈴音は浮き浮きとした気分で平坂のあとを追いかけた。




　鈴音が実際に案内されたのは、工作研究部部室ではなく文化部専用の印刷室兼会議室だった。他の部員がいる所では事件について自由に話すことができないから、と説明され、鈴音も大きく頷いた。

　文化部棟一階の中ほどにあるその部屋では、既に陽子と原田が長机の上にお菓子とジュースを並べて待っていた。鈴音が手ぶらで来てしまったことを詫びると、平坂が「塚原さんはゲストだから」と微笑んだ。

「え、でも、お疲れさまなのは皆さんも一緒だし……」

「じゃあ、あとでジュース代だけ割り勘しようか。そのほうが気兼ねなく飲み食いできるでしょ」

　陽子の申し出を聞いても、やはりまだ申し訳なさが勝ってしまう。鈴音は机の上に広げられたポテトチップスやドーナツを遠慮がちに指さした。

「ジュース以外も沢山ありますけど……」

「お菓子は私やレイちゃんが食べたくて持ってきただけだから、いいの、いいの」

「このドーナツ無茶苦茶美味いんだよ。遠慮しなくていいからな。塚原さんが食わないんだったら、お兄さんにお土産で持って帰ったらいいからさ！」

「へ？　兄にですか？」

　原田が突然兄に言及したことで、鈴音は目をしばたたかせる。

「ほら、あの日、塚原さんを迎えに来た時に、ドーナツ好きだって言ってたから」

　いったいいつそんな会話をしたのか、そもそもどちらかといえば口重な兄とどういう文脈でそういう会話を交わすことになったのか。鈴音の心を読んだかのように、原田が説明を付け加えた。

「いやさ、すっかり遅くなったな、腹減ったな、ってお兄さんと話してて、このへんにどんな店屋があるのか、ってことから好きな食べ物の話になってさ」

「相変わらずコミュニケーションの鬼だなお前」

　平坂がしみじみと嘆息する。鈴音ももはや感嘆の溜め息を漏らすしかできない。

「それじゃ、話がまとまっ……てはいないような気がするけど、まとまったことにして、乾杯といきましょうか」

　陽子に促され鈴音が彼女の隣に、平坂が原田の隣に、長机を挟んで向かい合わせに座る。そうして四人は杯さかずきならぬ紙コップを高々と上げた。




「一つだけ疑問があるんですけど、当時異臭なんかはしなかったんでしょうか」

　原田おすすめのドーナツに舌鼓を打ちながら、皆で今回の事件をひととおり振り返り終えたところで、鈴音は気になっていたことを口にした。二十九年もの間、誰一人として不幸な遺体の存在に気がつかなかったことが、やりきれなく思えるのと同時に不思議でもあったからだ。

「コンクリートでがっつり密閉してたみたいだけど、どうだろうな……」

　言い淀む平坂とは対照的に、原田があっけらかんと口を開く。

「あそこ、すぐ横に農場があるからなあ。風向きによっては堆肥の臭いが結構キツかったりするし。有機溶剤の臭いとか薬品臭じゃなければ多少の臭いはスルーされたんじゃね？」

「他の学部だと噂になったかもね」と、陽子がしみじみと頷いた。「あの犯人は自分の運の強さに喝采してたんじゃないかな。だからこそ今回調子に乗っちゃったというか、高を括っちゃったというか……」

「下っ端二人は俺らのことを、『ありもしない手抜き工事をでっちあげてＳＮＳで注目を集めようとしているアホ』だと聞かされてたらしいじゃん。いや、だからって、上司の言うがままにノリノリで喧嘩を売るとか、てめーらのほうがアホだ、って話だけど」

「そもそも暴力でなんとかしようと考えるところから馬鹿じゃないのか。馬鹿だろ」

　馬鹿を苦虫と一緒に噛み潰さんばかりの勢いで、平坂が罵倒する。それに合わせて原田も「うんうん」と軽やかに相槌を打った。

「だいたい、二十九年前の犯罪なら時効になってるってのに、余計なことをしたもんだよなあ」

「えっ、殺人事件って時効が無いんじゃないんですか？」

「ああそうか、法改正が間に合わなかったのか」

　鈴音と陽子がそれぞれ漏らした声を聞き、原田が得意げに解説を付け加えた。

「時効については、平成に入ってから二回、法律が改正されてるんだ。殺人の時効は、一回目の改正でそれまでの十五年間から二十五年間に延長されて、二回目の改正で撤廃されエンドレスになったんだけど、今回の殺人事件が起こったのはまだ時効が十五年だった時代で、撤廃が決まった時には既に時効を迎えてしまっていたはずだ」

「え、じゃあ、あの犯人は、つつかなくていい藪をわざわざつついて蛇に手を噛まれた、ってことですか？」

　鈴音の疑問に、今度は陽子が「けどねぇ」と応えた。

「時効がきたら起訴されない、刑事的に処罰されない、ってだけで、事件が明るみに出れば、殺人者として社会的制裁を受けるだろうし、遺族から民事で損害賠償を請求される可能性もあるし。相手は世間知らずな大学生、ちょっと脅せばなんとかなる、って思ったんじゃない？」

　陽子の言葉を受けて平坂が、「やっぱり馬鹿だな。間違いなく馬鹿だ、極めつけの大馬鹿だ」と更に罵倒語を連発する。どうやら犯人に対する怒りは一向に冷めていないようだ。

　鈴音にしても、襲撃された時のことを思い返すにつけて恐怖と腹立たしさが腹の底から湧き上がってくる。深呼吸一つ、とりあえずアホと大馬鹿についてはまとめて脇に捨て置いて、鈴音はずっと心に引っかかっていた出来事を皆に問うことにした。

「あ、あともう一つ気になってたことがあるんですけど……、あの日、私と平坂さんがフロッピーを返しに行ってここに戻ってきた時に、原田さんも部長さんも特になにも訊いてこなかったですよね。そのことにちょっと違和感があって……」

　あの時、特に原田は、一度は待ってましたとばかりに顔を輝かせて、それからすぐにスッと真顔に戻って口をつぐんだのだ。平坂が合図をしたようには見えなかったが、なにかからくりがあったのか、鈴音はそれが知りたかった。

　陽子が「ああ」と両手を打った。「あの時は翻訳の課題が面倒でそれどころじゃなかったから」と簡潔に答えを返す。

　原田も「確かに俺もあの時、課題をしてたわけだけど……」と苦笑を浮かべた。

「まあ、自分ちに帰らず部室で課題やってたのは、正直、お前らのことが気になって、報告聞くまでは帰れねえ、って思ってたからだけど。でもさ、俺だって話しかけていいタイミングか悪いタイミングかぐらい分かるさ。『数学の解法組み立ててる真っ最中です！』みたいな顔してるやつの邪魔するほど、俺、命知らずじゃねーもん」

　それはいったいどんな顔なのだろう。鈴音は思わず平坂を見た。

　平坂が、照れくさそうな表情で咳払いをする。

「それに、なにか手助けが必要ならそっちから言ってくるだろうって思ったし。現に『電磁波レーダ埋設物探査機を借りてきてくれ』とか無茶ブリかましてくれたわけだが」

　平坂が言っていた、鈴音を駅まで送りに行く前に原田に頼み事をしたというのは、このことだったのだ。

「それだけならまだしも、『農学部校舎の外、南東の角で集合、少し高い場所をスキャンするつもりだから、一番大きな脚立も頼む』って、気軽に好き勝手言いやがってさ。国東先生んとこ行ってなんとかご足労をお願いして、それから文化部棟の倉庫から脚立取って、国東先生のほうが早く到着した時のために陽子さんに集合場所に行っててもらって、えっちらおっちら脚立担いで行って……」

　原田の物言いはまだ続く。

「だいたいさぁ、あの日、国東先生がもう帰ってしまってたらどうするつもりだったんだよ。ていうか、お前、あの時、格好つけて大馬鹿トリオ相手に応戦しやがったけど、俺らが間に合わなかったらどうする気だったんだよ」

「お前の姿が見えたから時間稼ぎしてたんだよ。そうじゃなかったらスマホの緊急ブザー鳴らして逃げるに決まってるだろ。塚原さんを危険な目に遭わせるわけにはいかないんだから」

　憮然と言い返す平坂に、原田が「ははーん」と根性の悪そうな笑みを投げた。

「なるほどぉー。勝てる勝負と見込んで、塚原さんの前でここぞとばかりにエエカッコしようと思ったわけだな」

　鈴音が「え」と思う間もなく、陽子が「平坂くん、合気道習ってたって言ってたもんね」と追撃をかける。

　二方向から攻撃されたせいか、平坂が派手に咳き込んだ。

　そしてますます調子づく原田。

「ていうか、平坂、お前あの時、陽子さんには礼を言ったくせに俺のことはスルーしやがって」

「絵に描いたような緊急事態だっていうのに、のんびりもたもた丁重に脚立を地面に置くの見てたら、礼を言う気も失せるだろ」

「仕方ねーだろ、あれ重いんだぞ、十キロはあるぞ。下手に扱ったら壊れるだろ」

「そもそも、お前が通報してくれてもよかったんだぞ」

「言われてみれば、そうでした」

　素直すぎる原田の反応に、鈴音はついふき出してしまった。余韻のままにクスクスと笑う鈴音を見て、原田と平坂が互いに顔を見合わせる。

　しばしのち、平坂があらたまった表情で居住まいを正した。

「……塚原さん」

　平坂の声に切々たるものを感じ取り、鈴音も慌てて背筋を伸ばした。

「あの時は、僕の認識が甘かったせいで危険な目に遭わせてしまって、本当にすまなかったと思っています。ごめんなさい」

　深々と頭を下げる平坂を見て、鈴音はあたふたしながら両手を振りまくった。

「あ、いえ、そんな、悪いのはあの三人なわけだし、皆、無事だったわけだし……」

　恐縮し合う二人の上に、あっけらかんとした陽子の声が降る。

「そうそう。終わり良ければ総て良し、って言うし、ね」

「ていうか、陽子さんが通報してくれてもよかったのでは？」

　あまりにも他人事然とした陽子の話しぶりを聞き、原田が釈然としない顔で寸鉄を刺した。

　途端に陽子がきまり悪そうに視線を彷徨わせ始める。

「まあ、そのぅ、実はそのつもりで通報画面を表示させるまでしてたんだけど、あの悪党、明らかに嬉々として鈴音ちゃんを虐めてたから、ちょっと頭に血がのぼっちゃって……」

　てへっ、と陽子がわざとらしい笑顔を作る。そして原田と平坂がなにか言うよりも早く「そんなことより」とさっさと話題を変えてしまった。

「そんなことより、鈴音ちゃん、もみじ祭の七不思議スタンプラリーは予定どおり実行されるんだよね？」

　男二人が恨めしそうに陽子を見やる中、鈴音は力強く「はい」と返事をした。

　と、いち早く気を取り直した原田が話題に加わってくる。

「やっぱ、オリジナルバージョンで、だよな？」

「勿論です！　二十九年前の先輩がたに敬意を表して」

「かくして、二十九年前に我が工作研究部が創り出した物語は、晴れてこの先も語り継がれていくこととなった」

　平坂がドキュメンタリー番組のナレーションのように謳いあげ、原田と陽子がやんやと手を叩く。鈴音もすっかり楽しくなって、彼らと一緒になって拍手をした。拍手しながら、初めて工作研究部を訪れた時のことを思い返す。七不思議が足りないと分かった時はどうしようかと思ったが、平坂に相談しに来て良かったなあと、万感の思いを込めて手を打ち鳴らす。

　手拍ばたきの音がやんだところで、ふと我に返ったように、原田がしみじみと口を開いた。

「でも、よく中止にならなかったよなあ」

　心の底からの同意を込めて、鈴音は深く頷いた。

「はい。芦谷さんや皆さんが話を大きくせずにいてくれているおかげです」

　鈴音達がダストシュート跡を発見した経緯については、説明がややこしくなりすぎるであろうことから、警察のほうから詳細を尋ねられるまでは「サークル活動中に不自然な出っ張りに気がついた」の一言で済ませておくことにしたのだ。結果として、聴取の対象はゴミ集積場跡で繰り広げられた出来事に限られ、サークル活動の内容について説明を求められることも無かったというわけだ。

「詳しい話を訊かれなかったってことは、捕まったオッサンと例の司書も、七不思議については黙ってる、ってことだよな」

　原田に問われ、平坂が「みたいだね」と冷ややかに返す。「言えば余計に自分達のことが情けなくなるだろうしね」と口元に皮肉を刻む。

「そもそも八番目の七不思議さえ存在しなければ、今になって秘密が暴かれることなんてなかったはずだからねえ」

　陽子のあきれ声のあとを、原田が、なぜか極上の笑みで引き取った。

「そして七不思議が足りないなんてややこしい事態にもならず、塚原さんが平坂を頼ってここに来ることもなかった、と。良かったな、『お兄ちゃん』!!」

　その瞬間、見事なまでに平坂の動きが完全停止した。頭のてっぺんから肩、腕、指先までカチコチに固まったばかりか、まばたきに加えて眼球の動きすら止まっている。

「え、えぇえぅええ？」

　鈴音も驚きのあまり奇声を漏らすことしかできない。

　原田は平坂の状態を満足そうに確認してから、満面の笑みを今度は鈴音に向けた。

「そうそう、塚原さん、ちょっと頭見せて」

　わけが分からず鈴音が「え、え、ぇえ、え」と繰り返していたら、原田はわざわざ席を立って、鈴音の後頭部を確認しに来た。「ははーん、これが例の木彫りの髪留めかー」と顎をさすりながら再び席に戻り、得意げな顔で人差し指を立てる。

「一つだけ確認したいんだけど、塚原さんって、小学生の頃って背が低かった？」

「え、ぅあ、はい、ええぇ、な、なんでそれを？」

　ようやく言語らしい言語を発することができたことで、鈴音の身体の硬直がとれた。あらためて辺りを見まわせば、平坂はいつの間にか頭を抱えて机に突っ伏してしまっている。

　撃沈された平坂の上に、原田のニヤニヤ笑いが降りかかった。

「お前、酔っ払ったら口が軽くなるんだもんなー」

「憶えて……いたのか……」

　突っ伏したままの平坂から、蚊の鳴くような声が漏れてきた。

「こんな美味しいこと、忘れるわけないだろ」

　対する原田は、これ以上はないというほど楽しそうだ。

「平坂くん、誕生日きてたっけ？」

　陽子が首をかしげた途端、原田が大慌てで両手を振った。

「飲んではいませんよ、ウイスキーボンボンっすよ！　あ、違った、日本酒ボンボン、だったっけ」

「なあ、平坂」と原田に同意を求められて、平坂が突っ伏した状態で首を縦に振る。律義だ。

「まあ商品名はなんだっていいや。ともかく、バレンタインの次の日にそこのスーパーで叩き売りされてたチョコを買って、二人で『来年を見てろよ今日のところはこれぐらいで勘弁しといてやらぁパーティ』をしたんだけど、こいつ、日本酒入りのやつを『美味い』つって一箱全部一人で食いやがって」

　アルコール入りの菓子は「未成年者飲酒禁止法」で定義される「飲用の酒類」には当てはまらないため、まだ十九歳の平坂が食しても法律違反にはあたらない。

「ぽやんぽやんした顔でいつになく本音ぽろぽろ零してるの見たら、こりゃ一丁コイバナの一つでも聞き出してみるか、って思うだろ。忘れられない女の子、つって、小学一年生ぐらいの子の話が出てきた時は、マジでコイツ大丈夫かって思ったけど、ちっちゃい可愛い子にキラキラした目で『お兄ちゃん！』つって懐かれて父性つうか兄性？　に目覚めたって言われたら、あー、まあ、そうかー、って思ったわな……」

　話の展開についていけず呆然とする一方で、鈴音は頭の片隅で合点もしていた。九年前の鈴音は標準よりもずっと背が低かった。鈴音には〈お兄ちゃん〉が一、二歳年上だろうと見当をつけることができたが、〈お兄ちゃん〉は鈴音の正しい年齢を把握することができなかったのだ。髪留めのエピソードを聞いただけでは、あの時のちびっ子が鈴音だったとはとても考えられなかったに違いない。

「他人の醜態を好き勝手に言いふらすのやめろ」

　相変わらず突っ伏したまま、平坂が恨み言を絞り出す。

「いや、でも、あの姉ちゃんとずーっと一緒だったら、そりゃー無理もないわ。『お兄ちゃん』なんて頼られたら心に刺さるわ。仕方がないわ」

「他人の姉のことをボロカスに言うのもやめろ……」

　原田の顔と平坂の頭頂部を見比べるうちに、鈴音の口から知らず呟きが漏れた。

「いもうと……」

　平坂が「お兄ちゃん」というのならば、鈴音は「妹」ということになる。鈴音はもう一度口の中で、いもうと、と呟いた。確かに鈴音も最初は平坂に〈お兄ちゃん〉の面影を探していた。しかし……、でも……。

「くそっ」と囁くような、だが鋭い声とともに平坂が勢いよく身を起こした。一際大きく深呼吸をして、そして正面から鈴音を見る。

「塚原さん」

「は、はははい」

　真っ直ぐな眼差しに目の奥の奥までも射抜かれて、鈴音の思考は真っ白になった。

「君はもう小学生じゃないし、僕もそうだ」

　今一度深く息を吸い、奥歯に力を込め、それから平坂は両のこぶしを握り締めた。

「同じ大学生同士、僕と付き合ってくれませんか」

　静まりかえった部屋の中、どこか遠くのほうから微かにギターの音が聞こえてくる。

　鈴音は自分の耳が信じられずに、ただひたすらまばたきを繰り返した。

　目の前では赤い顔の平坂が、唇を一いち文もん字じに引き結び鈴音を注視している。

「えっ、平坂、お前、えっエッ、お前」

　その隣の原田の顔も、平坂に負けず劣らす真っ赤になっていた。ここまで散々平坂のことをからかっていた割に、この狼狽えようはいったいどういうことだろうか。どこか夢心地でぼんやりと二人を眺める鈴音に、陽子が笑いをこらえながら話しかけた。

「ね、鈴音ちゃん、返事、してあげないと、平坂くん茹だって倒れるかも」

「えっ、あっ、えええっ？　あぁっ」

　夢じゃなかった！　と我に返るや、鈴音は全身全霊の力を込めて首肯した。

「はいっ！　私も平坂さんのことが好きです！」

　鈴音の言葉が終わりきる前に、ゴツンという音とともに平坂が額から机に倒れ込んだ。

「平坂さん！　大丈夫ですか！」

「うーん、これは、変化球で外角ギリギリを狙って様子を見ようとしたら、ピッチャーライナーが返ってきて顔面に直撃した、ってところかな……」

　狼狽する鈴音の横で、陽子が冷静に状況を分析している。

「ていうか、なんでレイちゃんも死んでるの。君が平坂くんを煽りまくったからこうなったんでしょうに、君まで照れてどうすんの。煽りに弱い負けず嫌いに、口だけ達者な恥ずかしがり屋だとか、まったく君らは小学生か」

　微かに漂うギターの音に、管楽器の無軌道な練習音が加わる。

　平坂がおずおずと身体を起こした。真っ赤な顔で。

「僕も……その……塚原さんのことが……す、……すす、す……ええと、あの、好ましく、思っています……とても……」

　途中何度か視線を外しそうになったものの、平坂は最後には真っ直ぐ鈴音の目を覗き込んだ。

「だから、その、これからよろしくお願いします」

「私こそ、よろしくお願いします！」

　満面の笑みで頷く鈴音の髪で、髪留めの鈴がカラリと鳴った。





〈完〉
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